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問題児たちが異世界から来るそうですよ？


そう……巨龍召喚
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　五月さつき晴ばれだった。


　川辺に薫かおる初夏の気配を感じながら、逆さか廻まき十六夜いざよいは太陽を見上げてふっと呟つぶやいた。


「あ、黒点発見。やっぱり太陽が氷河期に入り始めてるってのは本当なのかね」


〝天は俺の上に人を創つくらず〟が座右の銘めいの彼は寒冷より温暖化を推進したいらしい。


　高校に出席する義理はすでになく、制服のまま川辺で黄昏たそがれてみる遊びを考案してみたが、傍はた目めから見ても恥はずかしいだけの遊びである。知人に見られれば後ろ指さされるのは間ま違ちがいない。


「何か面おも白しろい事ねえかなあ………」


　ヘッドホンを外すと川辺の向こうで背中に刺し繡しゆうと気合いの入った長ランを着た、不良の集団の声が聞こえた。中心には彼らが集団で暴行を加えた少年が泣なき寝ね入いりで土下座させられている。


「おいヤベえって。コイツマジ泣きしてるぜ。汚きたねえから川に突つっ込んで洗せん濯たくすっか？」


「どうせなら全ぜん裸らで跳とび込ませようぜ。両手両足縛しばってよ」


「ひっ………！」


　少年はガクガクと震ふるえながら達だる磨まのようにしゃがみこむ。逆廻十六夜はゆっくりと上体を起こし、数十ｍ先で殴なぐる蹴けるを続けていた彼らへ話しかけた。


「………あー暇ひま。超ちよう暇。暇が売れたらひと稼かせぎ出来る自信があるね。どうだい、そこの頭悪そうな戯たわけ共。娯ご楽らくを提供してくれたらもれなく暇という名の長期入院休きゆう暇かをプレゼンするぜ」


「オラ、さっさと脱ぬいで川に飛び込めよ」


「やっぱり両手ぐらい縛ろうぜ。足があったら死なねえって」


「助けて………助けて………助けて………！」


　逆廻十六夜に対する反応はない。当然だろう。


　叫さけんだわけでは無く、まるで隣となりにいるかのような声こわ音ねで話しかけたのだ。


　逆廻十六夜の声が彼らに届くはずもなく、言葉は風にまかれて消えた。不良の集団に殴られ蹴られた少年は泥どろと涙なみだと鼻水でくしゃくしゃになり、見るに堪たえない顔になっている。


「……………」


　十六夜は無言で立ち上がる。


　川辺で手ごろな石を二、三個拾い上げると、今度は盛大に叫び声をあげて石を投げ、





「俺も混ぜろやゴラァァァァァ!!」





　川辺ごと吹き飛ばした。比ひ喩ゆにあらず。訂てい正せいはない。


　読んで字の如ごとく、石は第三宇宙速度に匹ひつ敵てきする馬ば鹿かげた速度を叩たたきだし、轟ごう音おんと共に粉ふん塵じんを巻き上げて不良と少年を川辺ごと吹き飛ばしたのだ。


「ぎゃあああ！」


「さ、逆廻十六夜だ!!　全員逃にげろッ!!」


「た、助け───」


「オラオラ、ドンドン投げ込むぞ！」


　ヤハハと豪ごう快かいな笑い声と共に打ちこまれる投石がクレーターを生み出す様は、さながら爆ばく撃げきである。その一方的な光景に苛いじめていた不良も苛められていた少年も、同様に恐きよう怖ふして逃げ出した。


　誤解のないように言うならば、逆廻十六夜は少年を助ける為ために一石投じたわけではない。


〝強きを挫くじき、弱きも挫く〟というのもまた、逆廻十六夜の座右の銘の一つというだけだ。


「ハハ、だらしねえだらしねえ！　気合いが入ってるのは格好だけかよ！」


　逆廻十六夜は腹を抱かかえて全員の逃げる様子を笑い飛ばした。


　けたたましく笑い転げ、更さらに地じ団だん駄だ踏ふんで笑い続けた。


　周囲の音はその笑い声だけだ。人の気配は一いつ切さいなく、十六夜の笑い声が消えると同時に、一帯には閑かん散さんとした空気が立ちこめる。


　静まりかえる川辺に人の気配は一切ない。彼と同じ年頃ごろの少年少女は今頃、学校で昼食を取っている頃ころだろう。逆廻十六夜は無言のまま立ちつくし、


「………。つまんね」


　本音を、心の底から吐はき捨てるように吐と露ろした。


　不良たちや少年の滑こつ稽けいさを皮肉に思う事はあっても、楽しさなど欠片かけらもない。


　試ためしに声を上げて笑い転げてみたが、形だけだ。暇つぶしには程ほど遠とおい。


　虚むなしさをため息と共に吐き出した逆廻十六夜は、鞄かばんを拾って川辺に背を向ける。


「………ん？」


　ヒュウ、と。足を踏ふみ出すと同時に横よこ薙なぎの強風が吹いた。風とともに舞まった一枚の封ふう書しよが不自然な軌き道どうを描えがき、鞄の隙すき間まを縫ぬうようにヒラヒラと投書される。


「………なんだ、今の」


　不可解な軌き跡せきを描いた封書を手に取る。


　封書には達筆でこう書かれていた。





『逆廻十六夜殿どのへ』と。





「……………？」


　周囲を見回す。しかし人の気配は一切なかった。


「………さて。ポストシュートのプロでもいたのかね？」


　クッと喉のどで笑い、封書の開け口に手を掛かける。





　しかしその時、鞄の中から着信音が響ひびいた。一ひと先まず封書を鞄の中に入れた十六夜は、携けい帯たい電話の着信ボタンを押す。電話の向こうからは、幼くも元気な少女の声が響いた。


『やっほーイザ兄にい！　また学校サボったんだって？　カナリアファミリーホームにも連れん絡らくがあってさあ、先生達の機き嫌げんが悪いのなんのって』


「そうか、悪かったな。もし次に連絡が来たら退学扱あつかいにしといてくれ」


『いいの？』


「ああ。金糸雀カナリアが死んで、もう高校に行く義理も無いからな」


『………そっかー。うん、しょうがないね。学校に行くイザ兄ってのも新しん鮮せんだったけど、柄がらじゃないもんね』


　そうだな、と喉を鳴らして笑う。


『あ、そうだ。実は黒ずくめのすっごい変な格好した弁護士がカナリアファミリーホームに来てさ。イザ兄に金糸雀先生の遺書を持ってきたって』


「………遺書？　金糸雀のか？」


　不ふ審しんそうに眉まゆを寄せる。今いま際わに連れ添そったが、そんな話は一つも出てこなかったはずだ。


『私も怪あやしいと思ったんだけど、サインは金糸雀先生のものなんだよねー。それに弁護士も直接渡わたすって聞かないからさ。取り敢あえず一度カナリアファミリーホームに来てくんない？　焰ほむらもヘッドホンの調子が気になるみたいだし』


「んー………ま、気が向いたらな。ヘッドホンは良い調子だと、焰に伝えとけ」


　ピッ、と通話を切る。


　十六夜は大きな欠伸あくびと背せ伸のびをして、憂ゆう鬱うつ気げに青い空を眺ながめた。





　───さあ、明日から世間はゴールデンウィークだ。連休など無くとも、学校へ行く義理は既すでにないのだが………それでも浮うき足立つのが日本人の習性だろう。


　天下泰たい平へい、世は事もなし。


　穏おだやかで代わり映ばえしない退たい屈くつな日々に殺されぬ様、今日も感動を探しに行こうか───












　第一章







　───〝世界の果て〟。トリトニスの滝たきの近きん隣りん。


　バシャン！　と水みず飛沫しぶきを上げ、十六夜は大河の岸に上がった。


　手の中には亜あ麻ま色いろの小さな華はなの蕾つぼみが握にぎられている。大河に潜もぐるため外していた愛用のヘッドホンと学ランを拾い上げ、颯さつ爽そうと着込む。十六夜は水で濡ぬれた髪かみを大きく搔かきあげ、振ふり向きざま、近くの岸に腰こしを掛けていた黒ウサギに話しかける。


「黒ウサギ。この蕾が水すい仙せん卵らん華かで間違いないな？」


「ＹＥＳ！　それで間ま違ちがいございません！」


　人差し指を立てて愛あい嬌きようたっぷりに応じる黒ウサギ。十六夜も頷うなずいて返した。


「そうか。群生地域を川辺に絞しぼったのは正解だったな。あとは開花させればクリアだが………本当にクリア方法が確立されてんだろうな、このゲーム」


　むう、と珍めずらしく悩なやんだように大岩へ腰掛けた十六夜は、頭上に亜麻色の蕾を軽く放ほうり投げる。


　彼が述べるクリア方法とは、現在参加しているギフトゲームのことである。


　学ランのポケットから取り出した羊皮紙の〝契約書類ギアスロール〟には、次のように記き載さいされていた。





『ギフトゲーム名〝湖上の華〟







　　　・プレイヤー一覧　　〝ノーネーム〟逆廻十六夜


　　　・ゲームマスター　　〝トリトニスの滝の主〟白しら雪ゆき姫ひめ





　　　・クリア条件　　　　水仙卵華の蕾を入手し開花させよ。


　　　・敗北条件　　　　　正午までにプレイヤーが勝利条件を満たさない場合。


　　　　　　　　　　　　　プレイヤー側が上記の勝利条件を満たせなくなった場合。









　　　※舞ぶ台たい補足


　　　・参加者は鉄則として、トリトニスの滝から半径１kmから出てはいけない。


　　　・主しゆ催さい者しやは鉄則として、ゲームテリトリー内に水仙卵華が群生していることを保証する。









　　宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下もと、〝ノーネーム〟はギフトゲームに参加します。




〝トリトニスの滝の主〟』







〝契約書類〟の文面に目を通した十六夜は、再度首を傾かしげた。


「水仙卵華を開花させろ、か。流石さすがに箱庭の世界特有の華となると、知識不足が否いなめないな」


「そうですね。黒ウサギは審しん判ぱんとして十六夜さんに同どう伴はんしているだけですから、詳くわしくは教えられません。………しかしこのゲームが真っ当なルールで作られていることは保証いたします。あとは十六夜さん次し第だいでございます！」


　ファイトでございますよッー!!　という黒ウサギの声せい援えんをサラリと聞き流した十六夜は、もう一度髪を搔きあげ、川辺の大岩の上で寝ね転ころがった。


　濡れたシャツの水気が寝転がった背中から徐じよ々じよに学ランへ染み込んでいく。その感かん触しよくが何ともいえず気持ち悪い。先ほどまで浸つかっていた大河のほうが気持ちいいほどだ。


　今日は日差しが強いこともあり、絶好の水泳日和びよりである。


　大河の流れはやや速いものの、清流に身を任せて泳ぐのは単純に楽しい。


　水仙卵華が群生していた流れの遅おそい川の沢さわには、他ほかにも見た事が無い動植物が生息していて知的好こう奇き心しんをくすぐられた。ゲーム中でさえなければ、大河で採取した動植物を物色しつつ、川のせせらぎに耳を澄すまして一日を過ごすのも悪くはなかっただろう。


（………。お嬢じよう様さまや春日かすか部べに見られたら、「おじいちゃんみたい」とか言われそうだ）


　空を見上げたまま、クッと喉のどで笑う。他人から見れば老成した趣しゆ味みと思われるかもしれないが、十六夜はそう思っていなかった。


　既き知ち外の事を探究するのは、何事においても楽しい。


　未経験の事を経験するのは、格別に胸が躍おどる。


　むしろこの二つに感動を覚えない方がよっぽど老成していると、十六夜は常々思っていた。


　とりわけ今の興味は、手の中にある亜麻色の蕾に注がれている。


（以前御おチビから聞いた話じゃ、浄じよう水すい効果のある華ということだったからな。街中で見かけた華も水路や噴ふん水すいのように、絶えず水が流れる場所ばかりに咲さいていた。そこから川辺に群生していることはスグに推察できたが………）


　さて、とここで思考が止まる。


　───神魔まの遊ゆう戯ぎであるギフトゲームでは、参加者側の能力不足・知識不足を考こう慮りよしない。そもそもギフトゲームとは、修しゆ羅ら神仏が人間を含ふくめた様々な種に与あたえる試練を形式化させたもの。つまり参加者側の能力不足・知識不足とは、修しゆ行ぎよう不足の未熟者ということになるのだ。


　よって異世界から来た逆廻十六夜に、箱庭の世界特有の植物をお題として与えても問題ない。十六夜自身、自分の勉強不足だったと割り切っていた。


（しかし〝蕾を開花させろ〟ときたか。どんな好条件でも、短時間では不可能だと思うんだがなあ）


　そう。此こ処こからが問題なのだ。


　勝利条件である〝水仙卵華を開花させろ〟というお題だが、このゲームには明確な時間制限が存在する。つまり制限時間内に、華の蕾を開花させろというのだ。


　蕾の開花というのは個体差や種の違い、季節の変化はあるものの、多くの場合が三～四時間はかかる。ゲームの始まりから終わりまでが一時間しかないこのゲームでは、開花させることなど不可能なはずなのだ。


（このケースはゲーム製作上の違い反はん扱あつかいになるはず。でも黒ウサギは問題ないと太たい鼓こ判ばんを押した。………つまり、何か特とく殊しゆな方法で開花させる方法があるってことか）


　しかし特有の習性を利用した開花方法ならば、十六夜にはクリアに必要な知識が足りない。


　さて、どうしたものかと仰あお向むけのまま思考を走らせる。


　黒ウサギはピョンと近寄り、十六夜の顔を上から覗のぞいて問いかけた。


「どうします？　ギブアップしますか？」


「馬ば鹿か言うなよ。ここで負けを認めるってことは、お嬢様や春日部にも負けを認めることだ。そればっかりは御ご免めんだね」


　フンッ、と鼻を鳴らして否定する十六夜。


　ですよねー、と苦笑いする黒ウサギ。


　そもそも、何故なぜ十六夜がこのギフトゲームに参加する事になったのか。


　理由は数日前に遡さかのぼる。





　　　　＊





　───〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟との戦いから一ヵ月。


　十六夜達は今後の活動方針を話し合うため、本ほん拠きよの大広間に集まっていた。


　大広間の中心に置かれた長机には上座からジン＝ラッセル、逆廻十六夜、久く遠どう飛鳥あすか、春日部耀よう、黒ウサギ、メイドのレティシア、そして年長組の筆頭に選ばれた狐きつね娘むすめのリリが座っている。


〝ノーネーム〟では会議の際、コミュニティの席次順に上座から並ぶのが礼式である。


　リーダーであるジンの次席に十六夜が座っているのは、水源の確保に同士の奪だつ還かんなど、様々な戦果を挙げているためだ。十六夜の次席に座っている飛鳥はやや不満そうではあるが、特に異論はない様子で座っている。


　そしてリーダーであり旗はた頭がしらであるジンだが、ガチガチに緊きん張ちようした面おも持もちで上座に座っていた。


　そんなジンを、十六夜はヤハハと笑ってからかう。


「どうした？　俺よりいい位置に座ってるのに、随ずい分ぶんと気分が悪そうじゃねえか」


「だ、だって、旗本の席ですよ？　緊張して当たり前じゃないですかっ」


　ギュッとローブを摑つかんで反論するジン。しかし理由はそれだけではない。


　上座に座る事が出来る者は前提として〝コミュニティの為ために試練ゲームに参加できる者〟というのが箱庭の常識である。それに加えて組織への貢こう献けん・献けん身しん・影えい響きよう力などが求められる。


　戦果らしい戦果を挙げていないジンが引け目を感じるのは当然のことだろう。


　ジンが控ひかえめに言うと、十六夜はゲンナリしたように肩かたを落とした。


「あのなあ、御おチビ。これは何度も言ってきたことだが、お前は〝ノーネーム〟の旗頭であり名めい刺し代わりなんだ。俺達の戦果は全すべて〝ジン＝ラッセル〟の名前に集約されて広がっている。そのお前が上座に座らないでどうするんだよ」


「ＹＥＳ！　十六夜さんの言う通りでございますよ！　事実、この一ヵ月間で届いたギフトゲームの招待状は、全てジン坊ぼつちゃんの名前で届いております！」


　ジャジャン！　と黒ウサギが見せたのは、それぞれ違ちがうコミュニティの封ふう蠟ろうが押されている三枚の招待状。それも驚おどろくべきことに、うち二枚は参加者ではなく貴き賓ひん客としての招待状なのだ。旗印シンボルを持たない〝ノーネーム〟にしては破格の待たい遇ぐうである。


　黒ウサギは幸せそうにはにかみながら、三枚の招待状を大事そうに抱だきしめた。


「苦節三年………とうとう我らのコミュニティにも、招待状が届くようになりました。それもジン坊ちゃんの名前で！　だから堂々と胸を張って上座にお座りくださいな！」


　黒ウサギは何時いつも以上のテンションで喜びはしゃぐ。


　しかしジンは、先ほど以上に思いつめたように俯うつむいた。


「だけど、それは───」


　───それは、僕の戦果じゃない。


　ジンがそう呟つぶやく前に、飛鳥の急せかすような声が遮さえぎった。


「それで？　今日集まった理由は、その招待状について話し合うためなのかしら？」


「は、はい。それも勿もち論ろんあります。ですがその前に、コミュニティの現状をお伝えしようと思って集まってもらいました。………リリ、黒ウサギ。報告をお願い」


「わかりました」


「う、うん。頑がん張ばる」


　ジンは暗い表情を一転させ、黒ウサギと末席に座るリリに目配せをする。


　リリは割かつ烹ぽう着ぎの裾すそを整えて立ち上がり、背筋を伸のばして現状報告を始めた。


「えっと、備び蓄ちくに関してはしばらく問題ありません。最低限の生活を営むだけなら一年は問題ないかと思います」


「へえ？　何で急に？」


「一ヵ月前に十六夜様達が戦った〝黒死斑の魔王〟が、推定五桁けたの魔王に認にん定ていされたからです。〝階層支配者フロアマスター〟に依い頼らいされて戦ったこともあり、規定報ほう酬しゆうの桁が跳はね上がったと白しろ夜や叉しや様からご報告がありました。これでしばらくは、みんなお腹なか一いつ杯ぱい食べられます」


　パタパタと二尾びを振ふりながらはにかんで喜ぶリリ。


　隣となりに座っていたレティシアは眉まゆを顰ひそめ、そっと窘たしなめた。


「リリ。はしたないことを言うのはやめなさい」


「え………あ、す、すみませんっ」


　リリは自分の発言が露骨だったと気が付き、狐耳を真っ赤にして俯いた。自じ慢まんの二尾もパタパタと大おお慌あわてである。


　耀は苦笑いを浮うかべながら話の続きを促うながす。


「〝推定五桁〟ということは、本拠を持たないコミュニティだったんだ？」


「は、はい。本来ならたった三人のコミュニティが五桁に認定されることはそう無いみたいですけど、〝黒死斑の魔王〟が神しん霊れいだったことやゲーム難度も考こう慮りよしたということらしいです」


　初めて聞く箱庭の基準に、十六夜は興味深そうな視線を向ける。


「へえ？　ゲーム難度も桁数に関係するのか？」


「ＹＥＳ！　ギフトゲームとは本来、神仏が恩おん恵けいを与あたえる試練そのもの。箱庭ではそれを分かりやすく形式化したものをギフトゲームと呼び、ゲーム難度はそのまま己おのれの格を表すのです」


　ふむ、と頷うなずきながら黒ウサギの説明を静せい聴ちようする。


　───箱庭のコミュニティの格付けは、強力な個人が数人所属しているからといって上がるものではないという。


　最下層である七桁を除けば、それぞれの階層に求められる条件が存在するというのだ。


「本拠の階級を上げる方法は数多あまたございますが、分かりやすい一例をあげるなら───


〝六桁の外門を越こえるには、フロアマスターが提示した試練ゲームをクリアしなければならない〟


〝五桁の外門を越えるには、六桁の外門を三つ以上勢力下に置き、その門に旗を飾かざった上で、百以上のコミュニティが参加するギフトゲームの主催者ホストをする必要がある〟


　………とまあ、この二つでしょうか」


　前者の六桁の外門は、参加者としての力を求められる。


　後者の五桁の外門は、主催者としての力を求められる。


　即すなわち六桁の魔ま王おうと五桁の魔王では、使用する〝主催者権限ホストマスター〟の質と規模がまるで違うのだ。


　ピッと指を立てた黒ウサギは何時いつになく真面まじ目めな表情で補足する。


「六桁の魔王と五桁の魔王では雲うん泥でいの差でございます。六桁の魔王が相手ならば、力のある個人や組織力があればクリア可能ですけども、五桁以上の魔王はそうもいきません。五桁以上は〝主催者ホスト〟としての力も認められた強きよう豪ごう達です。皆みなさんが戦った〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟もルーキーでこそあれ、ギフトゲームは太陽の星せい霊れいを封ふう印いんするほど凶きよう悪あくなものでした」


　黒ウサギが述べると、十六夜も非常に珍めずらしい真しん剣けんな声こわ音ねで同意した。


「そうだな………もしペストが練達の魔王だったなら、俺たちは審しん議ぎ決議でゲームが中断された時点で詰みだった。黒ウサギが審議決議を行う事を見み越こしていたのなら、見事と言わざるを得ない。………ま、交こう渉しようの場ではお粗そ末まつなもんだったけどな」


　ハッと鼻で笑う十六夜。


　リリは本題に戻もどるように顔をあげた。


「えっと、それでですね。五桁の魔王を倒たおすために依頼以上の成果を上げた十六夜様達には、金銭とは別べつ途とに恩恵ギフトを授さずかることになりました」


「あら、本当なの？」


「ＹＥＳ！　これについては後ほど通達があるので、ワクワクしながら待ちましょう！」


　へえ、と十六夜から喜色の籠こもった声が上がった。他ほかの二人も同様だ。


　新たなギフトがどんなものかは分からないが、魔王を倒した報酬というなら相当〝面おも白しろい〟ものに違ちがいないだろう。ジンも明るく笑って頷き、最後の報告をリリに促す。


「それではリリ。最後に、農園区の復興状態をお願い」


　ジンが話を振った瞬しゆん間かん。


　リリは顔を輝かがやかせ、今までにないほどの勢いで報告を始めた。


「は、はい！　農園区の土ど壌じようはメルンとディーンが毎日毎日頑張ってくれたおかげで、全体の１／４は既すでに使える状態です！　これでコミュニティ内のご飯を確保するには十二分の土地が用意できました！　田園に整備するにはもうちょっとかかりますけど、葉菜類、根菜類、果菜類を優先して植えれば、数ヵ月後には成果が期待できると思います！」


　ひょコン！　と狐きつね耳みみを立てて喜ぶリリ。あの荒こう廃はいしきった土地を一ヵ月やそこらで復興させられるとは思ってなかったのだろう。


　喜びはしゃぐリリを見て、飛鳥が得意そうに髪かみを搔かきあげた。


「当然よ。メルンとディーンが休まず頑張ってくれたのだもの。復興なんてあっという間よ」


　ふふん、と笑う飛鳥。


　───メルンとディーンとは、飛鳥が契けい約やくしているコミュニティの新たな同士の事である。


　開かい拓たくの霊格と功績を持つとんがり帽ぼう子しの地精・メルン。


　神しん珍ちん鉄てつで造られた永久駆く動どうの鉄人形・ディーン。


　飛鳥が十六夜に次いで二席目に座っているのは、農園区復興に対する功績が大きい。


　水源である水樹は十六夜が手に入れたギフトだが、土地の復興に必要な地精の恩恵と、それを耕す巨きよ大だいな労働力は、飛鳥がいたからこそ手に入ったものである。


「特にディーンは本当に働き者です。毎夜毎晩、飛鳥様がゲームに参加するとき以外はずっと土地の整備をしてくれて………！　メルンが分解した若木や廃はい材ざいなんかも休まず混ぜてくれて、本当に助かりました！」


「ふふ。喜んでもらえたようで何よりよ」


「人使いが荒あらいとも言うけどな」


　気分良く微笑ほほえむ飛鳥を隣で茶ちや化かす十六夜。


　空気が悪くならないうちに慌あわてて話を進める黒ウサギ。


「そ、そこで今回の本題でございます！　復興が進んだ農園区に、特とく殊しゆ栽さい培ばいの特区を設けようと思うのです」


「特区？」


「ＹＥＳ！　有りていに言えば霊草・霊樹を栽さい培ばいする土地ですね。例えば、」


「マンドラゴラとか？」


「マンドレイクとか？」


「マンイーターとか？」


「ＹＥＳ♪　っていやいや最後のおかしいですよ!!?　〝人喰い華マンイーター〟なんて物ぶつ騒そうな植物を子供たちに任せることは出来ませんっ！　それにマンドラゴラやマンドレイクみたいな超ちよう危険即そく死し植物も黒ウサギ的にアウトです！」


「………そう。じゃあ妥だ協きようして、ラビットイーターとか」


「何ですかその黒ウサギを狙ねらったダイレクトな嫌いやがらせは!?」
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　うがーッ!!　とウサ耳を逆立てて怒おこる黒ウサギ。


　レティシアは一向に話が進まないことに肩かたを落とし、十六夜達へ率そつ直ちよくに告げた。


「つまり主あるじ達には、農園の特区に相応ふさわしい苗なえや牧ぼく畜ちくを手に入れて欲しいのだ」


「牧畜って、山羊やぎや牛のような？」


「そうだ。都合がいいことに、南側の〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟から収しゆう穫かく祭の招待状が届いている。連盟主しゆ催さいということもあり、収穫物の持ち寄りやギフトゲームも多く開かれるだろう。中には種牛や希少種の苗を賭かけるものも出てくるはず。コミュニティの組織力を高めるには、これ以上ない機会だ」


　なるほど、と頷うなずく問題児たち。


　黒ウサギは〝龍角を持つ鷲獅子〟の印いん璽じが押された招待状を開いて内容を簡単に説明する。


「今回の招待状は前夜祭から参加を求められたものです。しかも旅費と宿しゆく泊はく費は〝主催者ホスト〟が請うけ負うという〝ノーネーム〟の身分では考えられない破格のＶＩＰ待たい遇ぐう！　場所も南側屈くつ指しの景観を持つという〝アンダーウッドの大だい瀑ばく布ふ〟！　境界壁へきに負けないほどの迫はく力りよくがある大樹と美しい河か川せんの舞ぶ台たい！　皆さんが喜ぶことは間ま違ちがいございません！」


　黒ウサギが胸を張って紹しよう介かいする。彼女がここまで強く勧すすめてくるのは非常に珍しい。


　十六夜達は顔を見合わせ、楽しそうに黒ウサギを皮肉った。


「へえ………〝箱庭の貴族〟の太たい鼓こ判ばん付きとは凄すごい。さぞかし壮そう大だいな舞台なんだろうな………お嬢じよう様さまはどう思う？」


「あら、そんなの当たり前じゃない。だってあの〝箱庭の貴族〟がこれほど推おしている場所よ。目も眩くらむぐらい神秘的な場所に違いないわ。………そうよね、春日部さん？」


「うん。これでガッカリな場所なら………黒ウサギはこれから、〝箱庭の貴族（笑）〟だね」


「〝箱庭の貴族（笑）〟!??　な、何ですかそのお馬ば鹿かっぽいボンボン貴族なネーミングは!?　我々〝月の兎うさぎ〟は、由ゆい緒しよ正ただしい貞てい潔けつで献けん身しん的な貴族でございますっ！」


「献身的な貴族っていうのがもう胡う散さん臭くさいけどな」


　ヤハハと笑ってからかうと、黒ウサギは拗すねた様に頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向いた。


　十六夜たちと黒ウサギのやり取りに苦笑いを浮うかべたジンは、コホンとわざとらしく咳せき払ばらいをして一同の注目を集める。


「方針については一通り説明が終わりました。………しかし一つだけ問題があります」


「問題？」


「はい。この収穫祭ですが、二〇日ほど開かい催さいされる予定で、前夜祭を入れれば二五日。約一ヵ月にもなります。この規模のゲームはそう無いですし最後まで参加したいのですが、長期間コミュニティに主力が居ないのはよくありません。そこでレティシアさんと共に一人残って欲し





「「「嫌だ」」」





　即そく答とうだった。思わず言葉を呑のみ込んでしまったジンだが、問題児三人は当たり前のことを言ったかのように平然とした顔でジンを見返す。


　しかしジンも、こればかりは譲ゆずれない。コミュニティが力をつけ始めた今だからこそ、防備も固めておかねばならない。〝フォレス・ガロ〟のように子供を攫さらう犯罪組織や、箱庭の天災である魔ま王おうが地域を襲おそう可能性だってあるのだ。


　ジンはテーブルに身を乗り出し、十六夜たちに提案する。


「でしたらせめて日数を絞しぼらせてくれませんか？」


「というと？」


「前夜祭を二人、オープニングセレモニーからの一週間を三人。残りの日数を二人。………このプランでどうでしょうか？」


　むっ、とお互たがいの顔を見る問題児たち。


　しばし顔を見合わせた後、耀が質問を返す。


「そのプランだと、一人だけ全部参加できる事になるよね？　それはどうやって決めるの？」


「それは───」


　当然、席次順で決める───と言いかけたジンだが、咄とつ嗟さに口を噤つぐんだ。箱庭のコミュニティとしては常識かもしれないが、それが外界から来た三人の常識とは限らない。


　どう説明したものかと迷っていると、十六夜がテーブルに身を乗り出して提案した。


「なら前夜祭までの期間で、誰だれが何日行くのかをゲームで決めるのはどうだ？」


「ゲーム？」


「あら、面おも白しろそうじゃない。どんなゲームをするの？」


「そうだな………〝前夜祭までに、最も多くの戦果を上げた者が勝者〟ってのはどうだ？　期日までの実績を比べて、収穫祭で一番戦果を挙げられる人材を優先する。………これなら不平不満はないだろ？」


　十六夜の提案に飛鳥と耀が顔を見合わせる。それなら条件は五分五分である。


　二人は同時に頷き合って承しよう諾だくした。


「わかったわ。それで行きましょう」


「うん。………絶対に負けない」


　不敵な笑えみを見せる飛鳥と、珍めずらしくやる気を見せる耀。


　こうして問題児三人は、〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟主催の収穫祭参加を賭けて、ゲームを開始したのだった。





　　　　＊





　───そして現在の戦果成績だが。


　意外な事に、十六夜の成績は低てい迷めいしているのだ。


　黒ウサギは川辺で素す足あしをバタつかせながらため息を吐つく。


「まさかジン坊ぼつちゃんの評判と共に、十六夜さんの戦歴まで広まっていたとは………タイミングが悪かったと言えばそれまでですけれども、十六夜さんの戦歴を鑑かんがみれば、参加を断られるのは仕方がないことかもしれません。今回は白夜叉様が特別にゲームを取りつけてくれたから良いものの、今後はもっと参加できるゲームが少なくなるやも………」


「……………」


　───そう。〝ノーネーム〟の評判が広がると同時に、十六夜の戦歴が広まり始めているのだ。その結果、十六夜はゲームの参加を著いちじるしく制限され、遂ついには〝サウザンドアイズ〟の白夜叉しかゲームを紹介できなくなってしまった。


　しかし彼が戦ってきた敵の事を考えれば、参加を断られるのも仕方がないだろう。


〝世界の果て〟に住まう巨きよ軀くの蛇じや神しん。


　元魔王にして最強種の星せい霊れい・アルゴール。


〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟の側近にして神格保持者であった悪あく魔ま・ヴェーザー。


　人じん智ちを超こえた敵を打ち負かしてきた十六夜の実力は、最下層に存在していいものではない。


〝主催者ホスト〟側にも生活がある。大敗すると分かっていて参加させるわけにはいかないだろう。そして当の十六夜も、そんな弱よわ腰ごしな〝主催者〟のゲームになど興味はなかった。


　上体を起こし、肩かたを竦すくめて黒ウサギを見る。


「ま、イジメカッコワルイって言うしな。特に搾さく取しゆするような真ま似ねはよろしくない。苦労して広めた評判も悪くなるってもんだ。俺たちのコミュニティは、〝打だ倒とう魔ま王おう〟が目的の真っ当な組織じゃないといけない。勝てるゲームを避さけて器うつわの大きさを誇こ示じするのも手の一つさ」


「それはそうでございますけど。しかしこのゲームの恩恵ギフトは、逆転を狙ねらえるものなのですか？」


「さあ？　ま、クリアするまでのお楽しみって奴やつさ」


　ヤハハと屈くつ託たくなく笑う十六夜。


　黒ウサギは対照的に複雑そうな表情を浮かべ、バシャバシャと水を蹴ける。


　彼女は彼女で、十六夜ほどの実力者に十分なゲームを紹介出来ないことがもどかしいのだ。十六夜にはもっと大きな舞台で、華はな々ばなしい戦果と名めい誉よを勝ち取るだけの実力があると黒ウサギは信じていた。


　より一層強く水面を蹴り上げた黒ウサギは、唇くちびるを尖とがらせて拗ねる。


「今回は白夜叉様が紹介してくださったからいいものの………それでも黒ウサギは、悔くやしくてなりません。ゲームに参加して勝てないなら納なつ得とくもできますが、参加そのものを断られるなんて………これではまるで、」


　飼い殺しみたいだ───と言おうとして、咄嗟に口を噤む。十六夜が黒ウサギに向かって、不ふ機き嫌げんな視線を向けていたからだ。


　十六夜は面めん倒どうくさそうに頭を搔かいて黒ウサギの瞳ひとみを見る。


「黒ウサギ」


「は、はい」


「俺はお前の謙けん虚きよな姿勢は好きだが、卑ひ屈くつな点はよろしくないと思ってる。今の状じよう況きようは確かにつまらないが、想定の範はん囲い内だと言ったはずだ。それをグチグチグチグチと人前でネガるなよ、ウザったい」


　あぅ、と黙だまりこんでウサ耳をへにょらせる黒ウサギ。


　そもそも、ゲームのクリア方法を考えている十六夜の隣となりで愚ぐ痴ちを言うのは妨ぼう害がいでしかない。ネガティブ以前に常識外れである。


　これ以上邪じや魔まにならないよう、森の木こ陰かげに隠かくれていようとトボトボ立ち去る黒ウサギ。


　気落ちしてしまった彼女に分からないよう、十六夜は小さくため息を吐いて、


「おい、黒ウサギ」


「は、はい!?」


「今晩は魚料理にしよう」


　………は？　と首とウサ耳を傾かたむける。


　十六夜は大河を見つめ、その中心を指す。


「川のあの辺りに、焼いたら美味うまそうな魚が泳いでいた。川魚なのに鰺あじに似た形をした魚だったと思う。一度食べてみたいんだが………頼たのめるか？」


　キョトン。とした顔で十六夜の話を聞いていた黒ウサギ。


　しかし十六夜の意図を理解した途と端たん、顔を輝かがやかせて頷うなずいた。


「ＹＥＳ！　了りよう解かいいたしました！　今晩の料理は、十六夜さんのリクエストに応こたえて黒ウサギが作っちゃいます！」


「おう、期待しとくぜ」


　ヤハハと十六夜が笑うと、黒ウサギは小こ躍おどりしながら料理の下準備をしに森の小道へ消えていった。戦せん況きようはウサ耳でわかるから何ど処こにいても同じなのだろう。


　しかし相変わらず喜き怒ど哀あい楽らくの分かりやすいウサ耳だなー、と十六夜は呆あきれたが、何にせよこれで集中出来る。


　差し込む日差しは徐じよ々じよに強さを増し、太陽はもうすぐ頂に昇のぼる。十六夜は体感で残り時間が一刻ほどだと見み越こしていた。次に腰こしを上げた時が最後の行動となるだろう。


（そろそろ時間もなくなってきた。行動に移さないとまずい。………と言っても、手て掛がかりらしい手掛かりも少ないんだが）


　さて、と一息ついて〝契約書類ギアスロール〟を見直す。初めは確信を得られなかった情報が幾いくつか重なった事で、〝契約書類〟の文面にも気になる点が浮ふ上じようしてきた。


（となると、後は連想ゲームだな。気になる点を重ね合わせていけば答えが見えてくるはず）


　十六夜が最初に気になったのは、ギフトゲーム名である〝湖上の華はな〟。


　確かく認にんしたところ、水すい仙せん卵らん華かは川かわに群生する植物だった。しかしゲーム名は〝湖上の華〟と明記されている。つまり特とく殊しゆな開花条件には〝川〟と〝湖〟の違ちがいがヒントとなるのだろう。


　次にクリア条件。此方こちらは場所の特定はなく〝開花させよ〟とだけ明記されている。この書き方も何か意図的な謎なぞが隠されている様に思えた。


　そして最後に、蕾つぼみと開花した華の違い。


〝蕾は水中〟に生え、〝華は水面〟に咲さく。


　つまり水仙卵華には、開花後に浮上する習性が存在するはずなのだ。


「鍵かぎはこの三つで間ま違ちがいない。これらを繫つなげると───」


　───川辺に無く、湖には在るもの。


　───蕾は水中ではなく、水面で開花する。


　───開花させる場所そのものは特に限定されていない。


　これらを統合すると、結論はこうなる。


「開花方法は………水中深度の変化。つまり環かん境きようの変化だ。水仙卵華は普ふ段だんだと川辺に咲く華だが、豪ごう雨うなどの増水によって深度が増した場合や、水中の蕾が流されて深い溝みぞに落ち込んでしまった場合、蕾は種の保存の為ために急性開花して水面に華を咲かせる………と、まとめるとこんなところか」


「正解だ」


　………ん？　と頭だけ振ふり返る。何処かで聞いたことのある声だった。


　しかし背後の木陰から現れたのは、見覚えの無い女性だった。


　艶つやのある長く黒い髪かみを三色の花の簪かんざしで纏まとめ、白い生き地じに雅みやびな花はな柄がらを施ほどこした着物を着用し、憂ゆう鬱うつ気げに袖そでを左右に揺ゆらしながら歩く美しい女性は、何やら呆れたように十六夜を見下している。ユラリユラリと十六夜に近づいた女性は、互たがいの前まえ髪がみと吐と息いきが触ふれる距きよ離りまで顔を覗のぞき込み、悪戯いたずらっぽくも威い圧あつ的な笑えみを十六夜に向けた。


「やれ、本当に珍ちん妙みような小こ僧ぞうだ。我を一ひと振ふりで倒たおす程ほどの剛ごう力りきを持ちながら、小こ賢ざかしいほど頭も廻まわる。白夜叉殿どのが目を掛かけるのも分かるというものよ」


「……………」


　息がかかる距離にまで近づいてきた美しい女性の顔を、三度瞬まばたきして見つめ直す。


　………本当に見覚えが無い女だ。美び麗れい衆目な顔立ちもそうだが、幾いく重えにも着重ねした着物の上からでも十分に魅み力りよく的で豊満だと分かる肉付きは、露ろ出しゆつが少ないにも拘かかわらず蠱こ惑わく的である。並の男なら、こうして吐息がかかるほど近づかれるだけで夢中になるだろう。


　しかし今の十六夜は、純じゆん粋すいに好こう奇き心しんが勝った。


「………誰だれだお前？」


「酷ひどい男だ。お前が腹を蹴けり上げた女の顔を忘れたか？　それとも箱庭に来て以降、手当たり次し第だいに女の腹を蹴り上げておるのか？」


　たっぷりと皮肉を込めた内容を聞き、流石さすがに気が付いた。


　十六夜は珍めずらしく目を丸くし、女の姿を凝ぎよう視しする。


「お前、あのヘビか!?　つーかさっきまでヘビだったじゃねえか！」


「ハッ、神格保持者にとって人間に変へん幻げんすることぐらいわけもないわ。それよりヘビヘビヘビヘビと五月蠅うるさいぞ。己おのれが参加しているゲームマスターの名前ぐらい確認しておけこの愚おろか者」


　言われるがまま〝契約書類〟に目を通す十六夜。


　書類にはゲームマスター・白雪姫と明記してある。


　十六夜は殊こと更さら目を丸くして驚おどろいた。


「白雪姫って事は………まさかお前、元は夜や叉しやヶが池いけに祀まつられた生いけ贄にえ……ああいや、でも待て。お前は確か、白夜叉から神格を授さずかったんだよな？　あそこは確か神社のはずじゃ、」


「さて、どうだったか。まあ今はどうでもよいだろうそんなこと。貴様は謎が解けたのだろう？　ならば迅じん速そくに行動せよ。残り時間は半刻を切ったぞ」


　クックッと袖で口元を押さえながら笑う白雪姫。その仕草に焦あせりは感じられない。


　謎が解かれたとしても、彼女は勝ちを確信しているのだ。


　ルールに明記されているゲームテリトリーには、水仙卵華が開花するのに必要な深度の湖がない。大河の最も深い場所ならあり得るが、中心は流れが速い。しかもその先は〝世界の果て〟にあるトリトニスの大おお滝たきだ。落ちれば最後、十六夜でも助からないだろう。


　白雪姫は唇くちびるを十六夜の耳に近付け、そっと囁ささやきかける。


「悪いことは言わん。降参するのだ。そして過去の無礼に詫わびを入れよ。さすれば華の一輪も恵めぐんでやる。白夜叉殿や身内の娘むすめたちにも、それで面めん目ぼくを保てるのだろう？」


「まさか。ヘビ女相手に降参した揚あげ句く、御お情なさけの華なんて持って帰ってみろ。うちのお嬢じよう様さまあたりが大将の首でも取ったような顔で大広間の真ん中に飾かざるに決まっている。それもご丁てい寧ねいに〝逆廻十六夜、此こ処こに恥はじ晒さらす〟とか達筆で一言添そえてな」


　十六夜はおどけたように飄ひよう々ひようと肩かたを竦すくませる。


　無論、いくら飛鳥でもそこまではしないだろう。


　………しかし、今の話を飛鳥が聞けば、


「して欲しいの？　しましょうか？　今なら額がく縁ぶちと記念写真も付けてあげるけど」


　と、額に青筋立てながら笑顔で承しよう諾だくするのは間違いない。


　そんな飛鳥の合いの手が無いことにやや物足りなさを感じつつ、十六夜は大岩を飛び降りてヤハハと笑う。


「しかし、まさかあのヘビがこんな美人だったとはな」


「意外か？」


「意外だ。そして役得だね。………お前、俺が勝った後の契約は覚えてるんだろうな？」


　ニヤリ、と不敵に笑う十六夜。


　フン、と返すように白雪姫は鼻で嘲あざ笑わらった。


「覚えているさ。この無理難題を解けるというのであれば………この白雪姫。心身ともに、喜んでお前に隷れい属ぞくしよう」


「本当だな？　どんなことにも付き従うな？」


「無論だ。この胸を裂さいて肝きもを喰くらうも良し。衣服を裂いて鎖くさりに繫ぎ、純潔を穢けがして泣き咽むせぶ我を欲よく望ぼうのままに嬲なぶるも良し。……ふふ。お主の欲望のまま従おうではないか」


　着物の胸むな元もとを押さえながら挑ちよう発はつ的に笑う白雪姫。それほど強く勝利を確信しているのだ。


　十六夜は契けい約やくの言げん質ちを取ったことで満足そうに頷うなずき、森に向かって距離を測るように両りよう腕うでを動かすと、


「それじゃその無理難題…………サクッとクリアするか」


「何ッ？」


「あ、そうそう。クリアする前に聞いておきたいんだが………お前はヘラクレスが行った〝十じつ戒かいの試練〟を知っているか？　南側には実際に存在するギフトゲームらしいんだが」


　当然だ、と白雪姫は訝いぶかしげに返す。それは余りに有名な試練だった。


　宗派が違ちがったとしても、神格を持つ白雪姫ならば知っていて当然だろう。





　───〝十戒の試練〟とは、ギリシャの神話の大だい英えい雄ゆう・ヘラクレスが、妻子を死なせた罪を償つぐなう為に受けた神しん託たくの事である。不死の水蛇、人ひと喰くい怪かい馬ば、地じ獄ごくの番犬といった数々の難敵を相手に試練をこなさなければならない、ギリシャ神話屈くつ指しの難易度を誇ほこるギフトゲームだ。





「さしものヘラクレスも十連勝とはいかず、二回の反則を取られて総計十二回試練に挑いどむ事になる。その〝十戒の試練〟の第五ゲーム〝アウゲイアスの家か畜ちく〟にこんなトンチ勝負がある。


　───〝三十年洗っていない三千頭の牛小屋を、一日で掃そう除じしてみせろ〟


　っとまあ、なんとも臭くさくキショく意地の悪いゲームだ。しかしヘラクレスはこのトンチ勝負を、河川を使ったとんでも無い力業で解決することになる。───後は分かるな？」


　ニヤァ、と十六夜が笑う。白雪姫も察しがついたのか、一気に青ざめた。


「お………おい、ちょっと待て本気か小僧………!?」


「おう、俺は何時いつも本気だ！」


　川辺に立った十六夜は、言うや否いなや勢い良く右足を蹴り上げた。


　途と端たん、川辺に強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はが奔り亀き裂れつを生む。亀裂は発破を仕し掛かけたような巧こう妙みようさで一直線に進み、砂利じやりと土ど砂しやを噴ふき上げて森を貫つらぬくかという勢いで突つき進む。川の水は突とつ如じよとして岸に出来た亀裂に勢い良く流れ始める。


　その様はさながら、急造の水路のように見えた。


　ヤハハハハハハ！　と高らかに笑い声を上げた十六夜は、水路に流れ込む濁だく流りゆうを先回りするような大だい跳ちよう躍やくを見せ、大きく両手を広げながら宣言した。





「森に湖がないなら───川の流れを変えて造ればいいじゃないッ♪」





　クラリ、と白雪姫は立ち眩くらんだようによろめいた。


　───そう。それが〝アウゲイアスの家畜〟においてヘラクレスが出した解答。彼は川の流れを力で捻ねじ曲げ、牛小屋ごと流す事で「牛小屋は清せい掃そうしたぞ!!」と言い張ったのだ。


　十六夜が〝アウゲイアスの家畜〟をなぞって川の流れを利用し、此処に湖を作るというなら───彼女の領地が半はん壊かいするのは間ま違ちがいない。


　白雪姫は我に返って叫ぶ。


「お………おい馬ば鹿かやめろ正気か貴様ああああああああ!!?」


　しかし何もかもがもう遅おそい。十六夜は本気だ。


　ちょっぴりワクワクし始めている程度には本気だ。


　彼の座右の銘めいに〝遊びと冗じよう談だんに何時も本気〟が追加されるぐらいには超ちよう本気だ。


　そのまま回転を交えて勢いよく十六夜が落下した直後───山河を打ち砕くだく拳こぶしは森に巨きよ大だいな窪くぼみを造りあげ、クレーター状に大地を砕く。星の地ち殻かく変動を思わせるような地じ響ひびきが広がり、大河から溢あふれた水は瀑ばく布ふの如ごとき水みず飛沫しぶきを上げて窪みを埋うめていった。





　───トリトニスの滝たきの主は、未いまだこの少年を侮あなどっていた。もしくは理解していなかった。


　この逆廻十六夜こそ………世界屈指の、最強問題児筆頭なのだと。












　第二章







「クソッタレ。箱庭に来てからずっと水難続きだ」


　バサバサと学ランの水を弾はじき、水気を絞しぼり取りながら本ほん拠きよへの道を辿たどる。十六夜は箱庭に召しよう喚かんされて以来、幾いく度ども全身を濡ぬらしていた。手て際ぎわがいいのはその為ためだろう。


　舗ほ装そうの整っていない荒あれた小道を突き進み、今は誰だれも住んでいない廃はい墟きよ街に着く。するとその直後、家屋が倒とう壊かいするような地響きが聞こえた。


　風と共に吹ふき抜ぬける砂さ塵じんを払はらいながら、十六夜は訝しげに眉まゆを顰ひそめる。


（………何だ、今の音）


　ガコン！　と崩くずれかけた門を乱暴に開き、地響きがした方向へ足早に向かう。この近きん隣りんには誰も住んでいないし、誰も近づこうとしないはずだ。


　箱庭最大の天災───〝魔ま王おう〟の爪つめ痕あとが濃こく残ったこの廃墟には、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうでさえ近づかない。悠ゆう久きゆうの時を掛かけて破は壊かいされたこの居住区には、土つち埃ぼこりに埋もれた家屋と石せき碑ひのように薄うす白じろく枯かれた街路樹が残っている程度なのだ。


　ではこの地響きはなんだというのか。十六夜は足音もなく廃すたれた街路を壁かべ越ごしに進む。その間も倒壊するような地響きは何度も起きていた。


　火事場泥棒にしては随ずい分ぶんと派手にやってくれるじゃねえか、とほくそ笑えんだ次の瞬しゆん間かん、


「─────ＤＥＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　犯人が自白した。その隣となりで、犯人のマスターが尖とがった声をあげる。


「ディーン、何度言えばわかるの。戦ってるとき以外は叫ぶの禁止と言ったでしょう？」


「………ＤｅＮ」


　巨きよ軀くの紅あかい鉄人形が小さく返事をする。


　声が小さいとあの巨軀も小さく見えるのだから不思議である。


　十六夜はやれやれと肩かたを落とし、拍ひよう子し抜ぬけしたように久遠飛鳥へ近づいた。


「………あら、十六夜君？　そんなところで何をしてるの？」


「そりゃコッチの台詞だぜお嬢じよう様さま。廃墟街のこんな隅すみっこで何してるんだ？」


「家屋をバラして整備しなおしてるのよ。農園区を優先してきたけど、居住区も放置してるわけにはいかないでしょう？」


　ああなるほど、と十六夜は納なつ得とくしたように頷いた。


「しかしお嬢様も人使いが荒あらいな。二十四時間ほとんど扱こき使ってんじゃねえのか？　農園が一段落したなら少しぐらい休ませてやれよ」


　十六夜が皮肉気に言うと、ムッと気まずそうな顔をする飛鳥。


「それは………まあ、そうね。今日は此こ処こまでにしましょうか」


「ＤｅＮ」


　ディーンは一つ目の頭を縦に振ふって頷くと、飛鳥に向かって大きな手を差し出す。飛鳥は優ゆう雅がな仕草でドレススカートの裾すそを摑つかんで座り、そのままディーンの肩に乗る。


　それを見た十六夜は、軽く跳躍して反対の肩に飛び乗った。


「失礼するぜ」


「失礼するなら降りなさい」


「じゃあ失礼しない」


「ならどうぞ。………それで、何か目ぼしい成果はあったの？」


「おう。何とか間に合ったってところだな」


　二人はディーンの重じゆう鈍どんな歩みに揺ゆられながら和なごやかに会話する。


　しばし進むと、上空から強い風と共に春日部耀の声がした。


「二人とも、今帰るところ？」


「ええ。春日部さんも？」


「うん。私もディーンの………頭の上、失礼していい？」


「ええどうぞ」


「おいコラお嬢様」


　十六夜が異議ありと声を上げる。飛鳥はしたり顔でそっぽ向いた。


　耀は大の字になって抱だきつくようにディーンの頭へ乗る。頭上に着地するや否いなや、大きくため息を吐ついた。


「十六夜は、何か成果あったの？」


「上々だな。まあ期待してろよ」


　ヤハハ！　と十六夜は腕うでを組みながら笑う。


　そう、と小さく呟つぶやく耀は何時いつも以上に物静かなままディーンの頭上で寝ねそべる。その様子を不思議に思った十六夜達だったが、疲つかれているのだろうと思いそのまま休ませる事にした。


　廃墟街を抜けた一同は貯水池の前に着く。本拠までの道は他ほかにもあったが、ディーンが物を壊こわさずに素す通どおりできる幅はばの道は此処しかない。真っ直すぐ本拠へ向かおうとした一同だったが、農園区に通じる道の向こうから声がかかった。


　割かつ烹ぽう着ぎが特とく徴ちよう的な、狐きつね娘むすめのリリである。


「あ、皆みな様さまお帰りなさい！」


「ただいま、リリ。農園区の世話は終わったの？」


「はい。まだ植えたばかりで簡単な作業にしかかかれませんから。今は貯水池から農園区への水路の確かく認にんをしていました。田園が整う前に整備しようと思ったので」


　見れば、リリの手は泥どろで随分と汚よごれていた。


　日中の強い日差しの下で農作業をしていた為か、その額には光る汗あせが流れている。しかし炎えん天てん下かの中で働いていたにも拘かかわらず、リリは何時も以上に元気な笑顔を振りまいていた。身長の半分程もある長い二尾びも、疲れを感じさせないほど忙せわしなくパタパタと揺れている。


「なんだか嬉うれしそうだな」


「はい！　こうやってコミュニティのお仕事するのはとっても楽しいです！　お昼ご飯だって美味おいしく食べられます！」


　ひょコン！　と狐耳を立てながらはにかんで笑うリリ。彼女は農園に続く雑木林をしばし見つめ、泥まみれの手をギュッと握にぎって十六夜たちを見る。


「それに………私の家は元々、農園を預かる一族でしたから。荒れた農園を見るたびに、私達の世代で土いじりは出来ないだろうなあ………って、ずっと諦あきらめていました」


　泥だらけの小さな手を、愛いとおしそうに握りしめるリリ。人一倍働き者の彼女は、前にも増して充じゆう実じつした日々を送っているのだろう───と、その時。


　グウゥゥゥン！　と、四人一いつ斉せいに腹の虫が鳴いた。


　一同、主に飛鳥とリリの頰ほおが紅潮する。


「………ぁ、えっと、」


「………。飛鳥、はしたない」


「ちょ、ちょっと春日部さん!?」


「全く、これだから箱入りのお嬢様は………」


　キッ！　と飛鳥が十六夜を鋭するどく睨にらむ。「常識的に考えて、此処は男性が庇かばう場面でしょう!?」という意図を強く込めた視線だったが、十六夜はあっさりと受け流した。


　どうしたものかと慌あわてているリリだったが、昼食のことで思い出したように話す。


「じ、実は本ほん拠きよに昼食の準備が出来ています！　私たちの昼食なので、簡単なおにぎりだけですけど、少しお時間いただければ種類を揃そろえることはできます。もしご希望の具材があれば、」


「マジ？　なら梅うめ鰹かつお醬しよう油ゆを」


「私はしそ昆こん布ぶね」


「………。シーチキンマヨネーズを」


　え？　と飛鳥とリリが首を傾かしげる。耀は口にした手前、どう説明したものかと困ったように小首を傾げる。


　笑いを嚙かみ殺した十六夜はリリの隣に飛び降り、彼女を抱き上げた。


「い、十六夜様!?　な、何を、」


「リリも乗って行け。急がないと、お嬢様の腹の虫がまた鳴きだすぞ」


「あら、誰だれが乗っていいと言ったの？」


「あれ、乗ったら駄だ目めなのか？」


「初めに言ったでしょう？　失礼するなら降りなさいと。ほら、リリだけ乗せて、失礼な人は歩いて帰りなさい」


　フン、と機き嫌げん悪く顔を背そむける飛鳥。苦笑いを浮うかべた十六夜はディーンの手の平にリリを乗せ、独り自分の足で歩きだす。


　貯水池から本拠に続く街路を抜ぬける頃ころには、正午から一時間が経過していた。
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　───昼食を摂とり終えたその後、リリは家事全ぜん般ぱんの取り仕切りに戻もどり、十六夜達は大広間に集まっていた。収しゆう穫かく祭に誰が何日参加するのかを決めるため、十六夜・飛鳥・耀が戦果を報告し、審しん査さ役にジンとレティシアが席に着く。


「おい、黒ウサギは？」


「先ほど〝サウザンドアイズ〟の店に向かったところだ」


「審査基準は聞いていますから、僕とレティシアだけでも十分です。それに後は十六夜さんの報告を待つだけですから」


　そっか、と十六夜が頷うなずく。


　コホン、とジンは少し気取った咳せき払ばらいをして始める。


「細かい戦果は後に置いておくとして。まず皆みなさんが挙げた大きな戦果から報告しましょう。まず初めに飛鳥さんですが、牧ぼく畜ちくを飼育するための土地の整備と、山羊やぎ十頭を手に入れたそうです。飼育小屋と土地の準備が調ととのい次し第だい〝ノーネーム〟に連れてくる予定です」


「ふふ。子供たちも『山羊が来る！』『乳がいっぱい来た！』『これでチーズも作れる！』と喜んでいた。派手な戦果や功績ではないが、コミュニティとしては大きな進展だと思うぞ」


　フフン、と後ろ髪がみを搔かきあげる飛鳥。華はなやかな戦果とは言えないかもしれないが、生活を成り立たせるために牧畜を寄き贈ぞうするのは、組織的に重要な戦果である。


　レティシアはペラリと報告書を捲めくって続きを話す。


「次に耀の戦果だが………ふふ、これはちょっと凄すごいぞ。火か龍りゆう誕生祭にも参加していた〝ウィル・オ・ウィスプ〟が、わざわざ耀と再戦するために招待状を送りつけてきたのだ」


　ピクリ、と十六夜の片かた眉まゆが跳はねる。例の三枚の招待状の一枚だろう。


　───〝ウィル・オ・ウィスプ〟とは、北側に本拠を持つコミュニティのことだ。


　業ごう火かの幽ゆう鬼き、ジャック・オー・ランタン。


　ゴスロリ姿の地精、アーシャ＝イグニファトゥス。


　彼らが所属する〝ウィル・オ・ウィスプ〟は、様々なガラス細工やキャンドルスタンドを製作しているコミュニティである。


「〝ウィル・オ・ウィスプ〟主しゆ催さいのゲームに勝利した耀さんは、ジャック・オー・ランタンが製作する、炎を蓄積できる巨きよ大だいキャンドルホルダーを無む償しよう発注したそうです」


「これを地下工こう房ぼうの儀ぎ式しき場に設置すれば、本拠と別館にある〝ウィル・オ・ウィスプ〟製の備品に炎を同調させることが出来る」


「なのでこれを機に、竈かまど・燭しよく台だい・ランプといった生活必ひつ需じゆ品を〝ウィル・オ・ウィスプ〟に発注することになりました。コッチは中々に値が張りましたが………先行投資と思えば悪くありません。これで本拠内は恒こう久きゆう的に炎と熱を使うことができます」


「………へえ？　それは本当に凄いな」


　十六夜から喜色と感心の籠こもった声が上がる。掛かけ値なしに凄い成果だと彼も思ったのだ。


　台所は薪たきぎを入れるタイプの竈を使っているが、これからはその手間も無くなる。


　燭台に火を灯ともし続けられるのなら、夜の読書も蠟ろう燭そくを消費しなくて済む。読書家の十六夜としてはこの上なくありがたいギフトだ。


「知らない間にそこまで設備の強化プランが進んでいたとはな。やるじゃねえか、春日部」


「うん。今回は本当に頑がん張ばった」


　何時になく得意気な微笑ほほえみを浮かべる耀。思い返せば、今回の問題児同士のゲームには、並々ならぬやる気を見せていた。彼女なりに何か強い決意があってゲームに臨のぞんでいたのだろう。これを超こえる戦果は挙げられないだろうという、仄ほのかな自信さえ見える微笑みだった。


　十六夜は椅い子すの背もたれに大きく仰のけ反り、一同の顔を見回してニヤリと笑う。


「いや、意外だったぜ二人とも。金銭を賭かけた小規模のゲームが多い七桁けたで、中々大きい戦果を挙げたみたいじゃねえか」


「上から目線でご親切に。………それで、十六夜君はどんな戦果を挙げたのかしら？」


　飛鳥が十六夜に鋭い視線を向ける。


　不敵な笑えみを浮かべた十六夜は席を立ち、一同にもそれを促うながす。


「それじゃ、今から戦果を受け取りに行くとしようかね」


「………受け取りに行く？　何ど処こへ？」


「〝サウザンドアイズ〟にさ。黒ウサギも向かっているなら丁度いい。主要メンバーには全員聞いておいて欲しい話だからな」


　含ふくみのある十六夜の言葉に、益ます々ますもって首を傾げる。


　一同は一ひと先まず大広間を後にし、〝サウザンドアイズ〟の支店に足を運ぶことにした。





　　　　＊





　噴ふん水すい広場を抜け、都市部に流れる水路の橋を越え、〝サンザンドアイズ〟の支店に向かう一同。道中に植えてあった街路樹は桃もも色いろの花弁を散らして今は初うい々ういしい青葉を芽生えさせている。箱庭に来た当初、桜の木に良く似ていると飛鳥が呟つぶやいた木だが、二ヵ月経たってようやく花弁を散らし始めたらしい。水路の隣となり、風で散乱する桃色の花弁をしばし眺ながめていたい衝しよう動どうに駆かられたが、今は〝サウザンドアイズ〟の支店に向かうのが優先である。


　店先にも同じように散乱していた花弁を、何時いつもの女性店員が竹たけ箒ぼうきでせっせと掃はいていた。


　彼女は忙しそうに手を動かしていたが、十六夜たちの顔を見るや否いなや嫌いやそうな顔をした。


「………また貴方あなた達ですか」


「そういうお前はまた店前の掃そう除じか。よく飽あきないな」


「ふん、仕事に飽きを感じるなど贅ぜい沢たく者の言葉ですね。それに私は新参ですが、二一〇五三八〇外門支店を預かる立場に在ります。押し入り客を拒こばみ、資格のあるお客様だけ暖の簾れんをくぐってもらうように選定しているのです。別に日がな一日掃除をしている訳ではありませんっ」


「へえ、そいつは知らなかった。実に立派な仕事だ。感心した。それじゃ、御お邪じや魔まします」


「帰れッ!!」


　相変わらずスルーして入ろうとする十六夜に八や重え歯ばを見せながら竹箒を振ふり回す女性店員。その切っ先を摑つかんだ十六夜は、やれやれと肩かたを落とした。白夜叉に話は通っているはずなのだが、どうにもこの女性店員は頭が固い。いっそ押し通って半泣きにさせるのも面おも白しろいかな、と意地の悪い考えも浮かんだが、実じつ践せんする前に店内から白夜叉の声がかかった。


「おお、スマンスマン。小こ僧ぞう達が来ると伝えておらなんだな。ちょいと重要な案件がある故ゆえ、急ぎで通してやってくれ」


　白夜叉の姿はなく、声だけが暖簾の向こうから届く。女性店員は心底嫌そうな顔を十六夜達に向けたが、オーナーの命令には逆らえない。ため息混じりに道をあけた。


「……………………………いらっしゃいませ。どうぞお入りください」


　店内に招かれた十六夜達は暖簾をくぐって〝サウザンドアイズ〟の店に入る。


　何時もの様に中庭から座ざ敷しきに向かった一同だったが、障子の向こうから聞こえるあられもない女性の声に足を止めた。


「や、やめてください白夜叉様!!　黒ウサギは〝箱庭の貴族〟の沽こ券けんに掛けて、あれ以上きわどい衣い装しようは着ないと言ったではありませんか………!!!」


「く、黒ウサギの言う通りです！　この白雪も神格のはしくれとして………こ、このような恥はずかしい格好をして人前に出る訳には………!!!」


　黒ウサギと白雪姫の悲痛な声が響ひびき、一同は何事かと顔を見合わせた。


　障子に映る白夜叉の影かげ絵えは、ノリノリで二人に襲おそいかかっている。


「ふふふ、うぶな奴やつらよ。おんしらは何も分かっておらん。清く正しく美しく、尊いが故に、穢けがし堕おとし辱はずかしめたいと人は強く望むものよ。おんしらのように高たか嶺ねの花など特にそうなのだ!!　このままではいずれ、その発育した豊満でエロイ身体からだにエロイ事を仕込みたいというエロイ欲求が爆ばく発はつしたエロイ暴徒がおんしらを姦かん策さくに嵌はめてエロエロにしようと動きだすに違ちがいない！　そうッ!!　まるで今の私の様にッ!!」





「「黙だまれこの駄だ神しんッ!!!」」





　刹せつ那な、竜たつ巻まく水流と轟ごう雷らいが障子を突つき破った。


　ついでに白夜叉も吹ふっ飛んできた。小こ柄がらな身体で勢い良くトリプルアクセルを決めながら十六夜の元に吹っ飛んできた彼女だが、何時かのように足で受け止められる。


「てい」


「ゴバァ!!　お、おんしいい加減にせいよッ!?　足で受け止めるなと言っておるだろう!!」


「なら吹っ飛んでくるなよ。つか何をやったら黒ウサギに金こん剛ごう杵しよを使わせるほど───」


　怒おこらせられるんだ───とは続けられなかった。


　水みず煙けむりの向こうに見える黒ウサギたちの姿に、思わず言葉を無くしたのだ。


「………黒ウサギ？　どうしたその格好」


　ひゃ、と水煙の向こうで情けない声がする。


「ゃ、やだ、なんで十六夜さんが此こ処こに………!!?」


「いや、それは俺の台詞せりふだと思うが………ふむ」


　バッと水煙を腕うでで払はらう。


　途と端たん、黒ウサギと白雪姫は自分の身体を抱だきしめるようにへたり込んだ。


　水煙が晴れて見通しが良くなった事で、後ろの仲間たちにも黒ウサギの姿が良く見えるようになったからだろう。


　黒ウサギの服装にしばし啞あ然ぜんとした問題児三人だったが、飛鳥が初めに疑問を口にした。


「………着物？」


「えっと、ミニスカの着物？」


「いいや、ワンサイズ小さいミニスカの着物にガーターソックスだな」


　うむ、と白夜叉が小さな胸を自じ慢まんげに張る。


　黒ウサギたちが着せられていたのは、身体のラインがはっきりと分かるよう小さめに着付けられた着物を、股また下したでバッサリと切り取った奇き形けいの着物だった。加えて肩から胸までを大だい胆たんに開き、肌はだの露ろ出しゆつを多くさせている。二人のように豊満な肉付きをした女性がこれほど布地の少ない衣装を着ていれば、嫌でも視線は釘くぎ付づけになるだろう。


　加えて花はな柄がらレースのガーターソックスという、もはや統一感も何もない衣装である。


　はぁあ、と深いため息を吐ついた最さい後こう尾びのレティシアが、黒ウサギたちの前に立つ。


「二人とも、とりあえず着き替がえなさい。特に黒ウサギ。そんな全身濡ぬらした格好では、」


「何ッ!?　黒ウサギが濡れ濡れだと!!?」


　───ズドオォォォォン!!!　と、追つい撃げきの轟雷が白夜叉を貫つらぬいたのだった。
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「まあ、コンセプトは悪くなかった。しかし次からはきちんと俺に相談してからだな、」


「これ以上その話を引き延ばすのは止やめてくださいっ」


　スパン、と何時もの服装に戻もどった黒ウサギが十六夜の頭を少し軽めにハリセンで叩たたく。


　しかし白夜叉は少し焦こげた頭を振り、至って真面まじ目めに首を振った。


「いや、あの服も今日の話に無関係ではない。今の服は本来黒ウサギに着せる衣装ではなく、この外門に造る新しい施し設せつで使う予定の正装での」


「し、施設の正装!?　あのエッチな着物モドキがでございますか!?　一体どんなお馬ば鹿かな施設を作るつもりなんです!?」


「だから少し落ち着けって。施設そのものは至って真っ当な代しろ物ものだ」


「うむ。やや横道に逸それてしまったが、この件については〝階層支配者フロアマスター〟の活動の一いつ環かんでな。最近の東区画下層では魔ま王おうらしい魔王も現れておらんし、ちょいと発展に協力しようと思っての。しかしさて、何ど処こから手を付けたものかと悩なやんでおった時に、十六夜から発案があったのだ。


〝発展にはまず、潤じゆん沢たくな水源の確保が望ましい〟とな」


「ほら、ちょっと前に旱かん魃ばつ騒さわぎがあっただろ？　あの様子を見る限り、どのコミュニティも水の工面には苦労しているみたいだったからな」


「街中に張り巡めぐらされている水路だが、あれは使用料を払える中級以上のコミュニティしか使えないのが現状。東の七桁けたの外門では、多くの組織が都市外にまで水を汲くみに行っておる。定期降雨は行っているものの、十分な貯水が出来るコミュニティは果たして幾いくつあるものか」


　十六夜と白夜叉の存外まともな話に面めん食くらいながらも、黒ウサギは頷うなずいて返す。


「そ、そうですね。北側のように降雪量が多いわけでも無く、南側のように大河が都市部を貫かん通つうしている訳でもありません。こればかりは土と地ち柄がらとして諦あきらめるしかなかった問題です」


「うむ。そこで一つ、〝階層支配者〟の権限で大規模な水源施設の開かい拓たくを行おうというわけだ。十六夜には白雪の元に水源となるギフトを取りに行ってもらったのだが………よもや隷れい属ぞくさせてくるとは思わなんだ。まだまだ修しゆ行ぎよう不足だのう、白雪？」


　ニヤニヤと白雪姫を見る白夜叉。


　白地の着物に着替えた白雪姫は、ムスッとした顔でそっぽを向いた。


「御お話は分かりました。しかしそうならそうと言ってくだされば良いものを………こんな小こ僧ぞうを介かいさずとも、我が主神の求めならば喜んで協力致いたしましたのに」


　白雪姫は愚ぐ痴ちを込めて返す。


　しかし白夜叉は予想外なほど真しん剣けんな声で制した。


「いや、それでは意味が無いのだ。〝階層支配者〟が全すべてを成して甘やかせば、下層は堕だ落らくする一方。施設は用意しても、最後の一押しはやはりその地域に住まうものが成さねばならん。この度たびの一件で十六夜に依い頼らいしたのは、最下層から実力のあるコミュニティが現れた事を広く知らしめ、競争心を高めようという意味合いもあったからの」


　ましてやそれが無旗無名の〝ノーネーム〟ならば、自分たちにもやれるかもしれないと勢いづくコミュニティも出てくるだろう。


　そんな白夜叉のプランを聞いても顔を顰しかめていた白雪姫だったが、十六夜を一いち瞥べつして諦めたように深くため息を吐いた。


「ふう………まあ、致し方ない。異議を唱えても契けい約やくが覆くつがえる訳も無く。トリトニスの滝は移住してきた水精群に預け、我は小僧に従いましょう」


「そりゃどうも。ま、心配せずとも俺から命令する事は暫しばらくねえよ。施設が完成するまでは白夜叉に身み柄がらを預ける契約だしな。───さて、」


　水源施設と白雪姫の話が一段落したところで、十六夜が白夜叉に視線を移す。


　彼は何も無む償しようで白雪姫を貸し出す訳ではない。


　白夜叉が提示した〝水源となるギフトを手に入れて来い〟というゲームをクリアするために、白雪姫を貸し出したのだ。


　十六夜は不ふ遜そんな光を瞳ひとみに宿し、片手を出して報ほう酬しゆうを要求した。


「さあ、これで契約成立。ゲームクリアだ。例のものを渡わたしてもらおうじゃねえか」


「ふふ、分かっておる。〝ノーネーム〟に託たくすのは前ぜん代だい未み聞もんであろうが………地域発展の為ために神格保持者を貸し出すほどの功績を立てたのだ。他ほかのコミュニティも文句は有るまいさ」


　二人のやり取りに〝ノーネーム〟一同は緊きん張ちようする。この報酬次し第だいで収しゆう穫かく祭の参加が決まる。


　白夜叉は両手を前に伸のばし、パンパンと小さな手で柏かしわ手でを打った。


　すると座ざ敷しきは光に包まれ、やがて一枚の羊皮紙が現れる。


　羽根ペンを虚こ空くうから取り出した白夜叉は文末にサインを書きこむと、リーダーであるジンに瞳を向けた。


「それでは、ジン＝ラッセル。これはおんしに預けるぞ」


「ぼ、僕ですか？」


「うむ。これはコミュニティのリーダーが管理するもの。おんしがその手で受け取るのだ」


　ジンは促うながされるまま白夜叉の前に座り、羊皮紙の文面に目を通す。


　直後、ジンは衝しよう撃げきで硬こう直ちよくしたまま動かなくなった。


「こ、これ………まさか……!!?」


「どうしましたジン坊ぼつちゃん？」


　ピョンと、ジンの後ろに回り込む黒ウサギ。


　すると彼女も、ジンと同様に驚きよう愕がくしたまま動かなくなった。


　羊皮紙の文面には次のようなことが書かれていた。





『　─　二一〇五三八〇外門　利権証　─




　　＊階層支配者は本書類が外門利権証である事を保証します。


　　＊外門利権証の発行に伴ともない、外門の外装をコミュニティの広報に使用する事を許可します。


　　＊外門利権証の所有コミュニティに右記の〝境界門アストラルゲート〟使用料の八〇％を納めます。


　　＊外門利権証の所有コミュニティに右記の〝境界門〟を無償で使用する事を許可します。


　　＊外門利権証は以後、〝　　　　　〟のコミュニティが地域支配者レギオンマスターで在る事を認めます。




〝サウザンドアイズ〟印』







「が………外門の、利権証………！　僕らが〝地域支配者〟!?」


「うむ。外門の利権証は地域で最も力のあるコミュニティに与あたえられるもの。〝フォレス・ガロ〟が解体して以降、〝サウザンドアイズ〟が預かっていたが………今のおんしらになら、返しても問題なかろう」


　ふふふ、と口元を隠かくしながら笑う白夜叉。


　───外門利権証とは、箱庭の外門に存在する様々な権益を取得できる特とく殊しゆな〝契約書類ギアスロール〟である。外門同士を繫つなぐ〝境界門〟の起動や広報目的のコーディネートなどを一任するもので、コミュニティが施ほどこした装そう飾しよくや規模がそのまま地域の復興に繫がることもある重要な利権だ。


　同列の外門同士を比べ合う際には、外門の装飾がそのまま地域の格付けにもなる。


　この利権証を所有するコミュニティはその影えい響きよう力から〝地域支配者〟と呼ばれるのだ。


「し、しかし、今の僕らは外門に飾かざる旗印がありません。外門が無印では地域のコミュニティから異論が上がるかも、」


「おいおい御おチビ、頭使えよ。俺達は水源を地域に無償提供するんだぜ？　普ふ段だんは名無しと声こわ高だかに罵ののしってる連中も、声を潜ひそめずにはいられないだろ？」


　ハッと言葉を呑のみ込むジン。この男はそこまで計算して事に臨のぞんでいたのだ。


　ジンは大きく息を呑み、困こん惑わくした視線を黒ウサギに移す。


「黒ウサギ………」


「─────………」


　黒ウサギはジンの声には反応せず、俯うつむいたまま微かすかに震ふるえていた。


　全身を震わせたまま立ち上がった黒ウサギは、ゆっくりと十六夜の方向に近付く。


　十六夜は笑え顔がおを消し、訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。


「どうした？　何か不満があるっていうなら、聞くだけ聞くが」


「─────……っ」


　ガバッ！　と黒ウサギは、十六夜の胸の中に飛び込んだ。


「凄すごいのです………！　凄いのです、凄いのです!!　凄すぎるのですよ十六夜さんっ!!　たった二ヵ月で利権証まで取り戻もどしていただけるなんてっ………！　本当に、本当にありがとうございます！」


　ウッキャー♪　と奇き声せいを上げてクルクルと十六夜にぶら下がる黒ウサギ。


　普段以上のオーバーアクションに面めん食くらう十六夜だが、触ふれ合う胸の柔やわらかな感かん触しよくにすぐさま気を取り直した。


（おお、こりゃ役得だ）


　どさくさに紛まぎれて黒ウサギの身体からだの感触を楽しむ十六夜。この細い体にどうしてこれだけのボリュームがあるのだろう？　と首を傾かしげたが、気持ちいいので良しとした。


　当の彼女はセクハラに気がつかないぐらい喜んでいるのだから構わないだろう。





　そして座敷の後ろの方に控ひかえていた問題児二人は、落らく胆たんしたように顔を見合わせた。


「………やっぱり、私達の負けなのかしら？」


「………そうなるかな。ごめんね、飛鳥」


「いいのよ。春日部さんこそいいの？」


「うん。だって仕方がないよ。黒ウサギもジンも………あんなに喜んでるんだから」


　そう、と飛鳥は短く返して黒ウサギ達を見る。


　十六夜を中心に喜びはしゃぐ彼らを、二人は何ど処こか遠い場所のことのように見つめ続けた。












　第三章







　───その夜。〝ノーネーム〟では小さな宴うたげの席が設けられていた。


　普ふ段だん振ふる舞まわないような料理の数々を並べ、年長組と共に乾かん杯ぱいをした。


　黒ウサギが腕うでをふるった川魚は、表面を軽く焼いてから油で揚あげたものに、とろみのある餡あんをかけた料理としてテーブルに並んだ。彼女自身、かなりの力作だったらしい。主力陣じんは勿もち論ろん、子供達にも好評な料理だったが、十六夜の───


「黒ウサギ。これ多分、餡をかけないで酢す漬づけにしたほうが美味うまい」


　───という一言で、色々と台無しになった。





　そんな楽しかった宴の席が終わった後。春日部耀は三み毛け猫ねこと共に自室に戻っていた。


　夜も更ふけ込み、やや肌はだ寒ざむい風が吹ふき込む窓まど際ぎわに腰こしかける。


　ヒュゥ、と風が耀の頰ほおを撫なでると同時に、ため息を吐ついた。


「三毛猫。私は収しゆう穫かく祭が始まってからの参加になったよ。残念だけど、前夜祭は御お預あずけだね」


『………そうか。残念やったなお嬢じよう』


「うん。でも仕方ない。十六夜は本当に凄いもの。水不足を解決したり、レティシアを助けだしたり。魔ま王おうの謎なぞを解いた時も、本当にとんでもない男の子だなあって感心しちゃったよ」


　だから───仕方がないんだ。


　そう言い聞かせるように細く笑って、満天の星空を見上げる。


　そしてすぐ、何かに気が付いた様に視線を落とした。


　………なんて皮肉だ。慰なぐさめて欲しくて空を見上げたのに………星空で一番輝かがやいていたのは、十六夜いざよいの月だったのだ。


「………でも、凄いのは十六夜だけじゃない。飛鳥だって凄い。あんなに酷ひどかった土地を、たった一ヵ月で土ど壌じようを整えたんだ。本当に凄い」


『ふん。そんなもん、ワシらが居おったところじゃぜんぜん凄くも無かったやないか』


「それは技術が発達していたからだよ。人の手であの土地を農場にしようと思ったら………きっと、何世代もかけて復興しなきゃいけなかったはずだもの」


　それを僅わずか一ヵ月で成し遂とげた。正に〝恩恵ギフト〟と呼ぶに相応ふさわしい奇き跡せきだろう。


　友人の華はな々ばなしい成果を誇ほこる耀だが、その笑え顔がおはどこか物もの寂さびしい。


　気になった三毛猫は喉のどを鳴らして問う。


『お嬢………何かあったんか？』


「………何も無いよ」


　ただ───と、言葉を切って窓から農園区の方へ視線を向ける。


「………三毛猫。あの農園はね。十六夜が水を供給して、飛鳥が土地を育はぐくんだんだ。だから最後に私が苗なえを用意すれば、〝農園は三人で造ったんだ！〟って、胸を張って言えるかなあ………とか。それで一日でも多く収穫祭に参加したくて、今回は頑がん張ばってたんだ」


　しかし駄だ目めだった。自信一いつ杯ぱいに挙げた戦果は、あっけなく一いつ蹴しゆうされた。


　誰だれよりも凄いと思っていた友人は、後手に回ったにも拘かかわらず自分以上の戦果を苦も無く挙げてしまった。


　そしてそれは今回に限ったことではない。耀はゲームの大一番で戦果を挙げられないことが続いている。魔王のゲームでは、戦わずして敗北するという醜しゆう態たいまで見せてしまった。


　彼らと共に〝打だ倒とう魔ま王おう〟を掲かかげて活動し続けるには、幻げん獣じゆう達が多く生息している南側に一日でも長く居て、一つでも多くの出会いが欲しかった。


　並のゲームならばいざ知らず、今の耀が魔王のゲームに挑いどむのは、余りに力不足だと彼女自身が誰より痛感していた。


〝ノーネーム〟の主力で在り続けるには、魔王相手に一人で戦えるだけの力が必要なのだ。


「………三毛猫」


『うん？』


「十六夜と飛鳥は、凄いね」


『………。せやな』


　三毛猫は短く相あい槌づちを打つ。


　耀は空に燦さん然ぜんと輝く十六夜の月を見つめ、


「でも、私は………あんまり凄すごくないね」


「─────……、」


「やっぱり、投げやりな気持ちでコミュニティに所属したのが駄目だったんだ。偶ぐう然ぜん素す敵てきな友達が出来ただけで………私には、その関係を維い持じする力がない」


『………お嬢……』


　三毛猫は掛ける言葉が見つからず、黙だまって耀の手に擦すり寄った。


　耀もそれに応こたえて顎あごの下を撫でてやる。そのまま両手で抱かかえ、膝ひざごと抱だきしめるように丸くなった。





　　　　＊





　───その後。三毛猫はひっそりと寝しん室しつを抜ぬけ出した。


　ランプの光は既すでに消され、窓から差し込む星の光を頼たよりに階段を下る。


　耀に初めて人間の友人が出来て、彼は誰よりも安あん堵どしていた。耀と同じ日に産まれ、共に十四年の月日を過ごしてきた三毛猫だが………もう、自分の寿じゆ命みようは長くないだろうと思っていた。病にかかっている訳ではなく、生物としての寿命が尽つきるという意味だ。後は箱庭でゆっくり余生を過ごすだけのはずだったのだが………どうやら、最後に一仕事せねばならんらしい。


（おのれ小こ僧ぞう………お嬢を悲しませた罪は重いぞ………！）


　抜き足。差し足。猫ねこの足。


　猫にとって音も無く廊ろう下かを駆かける事ぐらい訳もないが、相手は天下の悪童・逆廻十六夜である。警けい戒かいしすぎるに越こしたことは無い。


　猫とは思えないような奇き妙みようなステップを踏ふみながら階段を滑すべり降りていく。


　館やかたのランプを消して回っている年長組の話を盗ぬすみ聞きしたところ、十六夜はいま湯ゆ殿どのにいるらしい。普ふ段だんなら書庫で書物を漁あさっている時間だが、今日は黒ウサギたちと長く騒さわいでいたおかげで時間がずれ込んでいるのだとか。


（しかし風ふ呂ろ場ばか。小僧の服を毛玉だらけにしてやるのも悪くないが………きっちり落とし前を付けてもらうにゃ、ちょいと軽すぎるな）


　湯殿に着いた三毛猫は中を確かく認にんする。てっきり中は十六夜だけかと思っていたのだが………脱だつ衣い場には、他ほかに女物と思われる服が二つ置いてあったのだ。


（ぬぅ………オス一人にメス二人とはいい身分やのう、小僧………！）


　湯殿の中からは楽しそうな男女の声が聞こえる。


　益ます々ますもって許し難がたいと私し怨えんを燃やした三毛猫は、十六夜の衣服が入った籠かごに飛び乗ってガサゴソと漁り始める。


　学ランの下にあった硬かたい物を見つけると、閃ひらめいた様に瞳ひとみを輝かせた。


（小僧が頭につけとるアレか………よし、コイツでええやろ）


　三毛猫は目的の物を咥くわえると音も無く飛び降り、脱衣場を後にした。





　　　　＊





　ひゃー、と幼い声を上げながら、リリは十六夜に頭を洗われていた。


　十六夜の背中を流すため同席したはずなのに、どうして自分が頭を洗われているのだろう？　と疑問に思ったが、十六夜本人が楽しそうにしているので黙って洗われる事にした。


　何より、絶ぜつ妙みような力加減で巧たくみに動く指が狐きつね耳みみの裏側を搔かくのは、堪たまらなく気持ちいい。


　リリがうっとりしながら一息吐はくと、後ろから声がかかる。


「ほれ、終わったぞ」


「は、はい。………ありがとうございます」


「別にいいさ。レティシアだけ洗って、リリを洗わないのは不公平だからな」


　ヤハハと屈くつ託たくなく笑って湯船に移動する。


　湯船では先に入っていたレティシアが苦笑いを浮うかべて二人を待っていた。特注の大きなリボンを外した彼女は何時いつもの少女の姿ではなく、艶つややかで美しい女性の姿に変わっている。


　身体からだに巻いたタオルを押さえながら、呆あきれたような声を上げた。


「やれやれ………我が主あるじ殿どのは、本当に何でもやりたがるんだな」


「節操無しみたいに言うなよ。俺はただ、レティシアの髪かみが湯船で濡ぬれている姿が見たかっただけだ。黒ウサギが『一見の価値ありですっ！』と太たい鼓こ判ばんを押してきたぐらいだったからな」


「むっ………そうか。ふふ、では感想を聞いてもよろしいかな？」


　レティシアは湯から上がって縁ふちに腰こしかける。


　瑞みず々みずしく滴したたる金きん髪ぱつは、星と月明かりで濡れて燦然と輝かがやいている。昼間のように太陽の光で煌こう々こうと照り輝く様とは違ちがう美しさに、同席したリリも熱いため息を吐いた。


「凄く、御お綺き麗れいです」


「ああ。女の髪は濡れると印象が変わるもんだが、レティシアの髪は本当に劇的に変わる」


「ふふ。お褒ほめに預かり光栄です主殿」
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「けど吸きゆう血けつ鬼きは、一部じゃ水が苦手って伝承もあるはずだけどな。それにレティシアは〝魔ま王おうドラキュラ〟って異名もあるらしいじゃねえか。ドラキュラって、あのドラキュラ公こうの事だろ？　まさか本人という事はありえないよな？」


　目を丸くして意外そうな顔をするレティシア。


　まさか其方そちらに話が飛び火するとは思わなかったのだろう。


　───十六夜が述べるドラキュラ公とは、一四〇〇年代に実在したヴラド三世という貴族が名乗った異名の事である。大量の農民・貴族を串くし刺ざし刑けいに処したなど、様々な怪かい伝説を持った貴族であり、吸血鬼ドラキュラのモチーフになった人物でもある。


　十六夜が首を傾かしげると、レティシアは少し不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせた。


「いや、主殿？　その、詳くわしくは知らんが………ドラキュラ公というのは、男性のはずだろう？　それとも主殿には私が男に見えると？」


「見える見える。見えるから、そのタオルを取って確認しようぜ！」


「─────………むっ。主殿がそう言うのであれば、」


「だ、駄だ目めです駄目です、タオルを取っちゃ駄目ですよ！」


　真っ赤になりながら止めに入るリリ。


　そこまで計算していたレティシアはしたり顔で話を続ける。


「まあ、なんだ。確かに無関係ではないが、系統的には全く無む縁えんの男だよ」


「そりゃそうだよな」


「ああ。私がドラキュラと呼ばれるのは、むしろ語源のほうだ。ドラキュラとは〝龍りゆうの子〟という意味が有るだろう？　我ら吸血鬼は最強種・龍の純血によって生み出された種だからな」


「………へえ？」


　十六夜の瞳が好こう奇き心しんで鋭するどく輝く。龍という言葉に惹ひかれたのだろう。


「龍の純血種、か。………いいね、その龍の純血って奴やつには前々から興味があった。神しん霊れいや星霊と違って、皆かい目もく見当もつかない種だったからな」


「そうか？」


「そうだろ。聞いた話じゃ〝系統樹が存在しない幻げん獣じゆう〟っていうが、それがそもそも矛む盾じゆんしている。幻獣ってのは霊格が高まって系統樹に爆ばく発はつ的な変化が起きた場合に産まれる種の事だろう？　系統樹が存在しないってことは、無から発生した生命体ってことになるぞ」


「その通りだが？」


　当然だろう？　とばかりに首を傾げるレティシア。


　十六夜はしばし言葉を失った。


「──────────────……………ほう？　つまり、どういう事だ？」


「言葉の通りだが………純血の龍種は誕生ではなく発生する。ある日突とつ然ぜんなんの前まえ触ぶれも無く、強大な力が集結して形を成した種。それが龍種の純血だ。後世は単一生せい殖しよくをした場合のみ純血として生まれ、異種と交わった場合は亜あ龍りゆうとして生まれる」


「へえ………単一生殖が可能なのか。なら体長はかなり小さかったんじゃないか？」


「そんな事はない。龍の純血は何いずれも想像を絶する巨きよ体たいという話だ。特に吸血鬼を造った龍は、世界を背負った龍だったと、伝承に残っているほどだからな」


　は？　っと咄とつ嗟さに言葉を失う十六夜。


　それというのも、それに限りなく近い存在を知っていたからだ。


　───〝世界を背負った龍〟とは一部の神話に記された世界構造。もしくは世界観に似通った記述が存在する。時には最高神の化け身しんとして神話の中で息づくそれは、宗教上の宇宙観コスモロジーだ。


　例えば古代エジプトの宇宙観では〝星は植物に覆おおわれて横たわる女め神がみの姿であり、天の神は身体を屈くつ折せつさせて大気の神に持ち上げられている〟というものがある。


　このように世界＝神という宗教上の宇宙観は少なからず存在している。しかしレティシアの話では、そんな神話の宇宙観をもった生物そのモノが存在しているという。


（………いや、箱庭に来る前の吸血鬼たちがどの程度の文明レベルか分からない以上、その龍が実在していたかどうかはまだ分からない。この類たぐいの宇宙観は、文明が未発達の時代に生まれるものだからな。………けど、）


　もしそんな、神話の中でのみ許された龍が存在しているなら。


　是ぜ非ひとも一度御目にかかりたいと思い、胸の奥が熱くなった。


「………文ぶん献けんとかは残ってないのか？」


「詳しい記録は残っていないらしい。我々吸血鬼は造物主である龍によって造られ、その世界の系統樹が乱れないように監かん視しする種族だった、という口伝だけが残っている。吸血行こう為いによる種族変化は、系統樹の守護者としての名残なごりということだな」


　私の知る話は此こ処こまでだ、とレティシアが話を終える。


　ははあ、と十六夜は感心半分、呆れ半分のため息を漏もらした。


　考えてみれば有りえない話ではない。箱庭の世界のように出で鱈たら目めな世界が存在しているのだ。それが他ほかにも在るからと言って、驚おどろく事ではないのかもしれない。


　むしろ疑問点は他に山ほどあったが………それは自分で調べるとしよう。


「………ん？　ならもしかして、鬼き種は精せい霊れいよりも幻獣寄りなのか？」


「いや、そうとも言えないな。鬼種は独立種である事が多い。個体によって霊体なのか、系統樹に依い存そんした獣けものなのかが変わる。我々吸血鬼は、その半々といったところだ」


　そっか、と相あい槌づちを打つ。


「………質問はそれで終わりか？　なら今度は私が質問しても？」


「何っ？」


「十六夜は、故郷でどのような生活をされていたのだ？」


　今度は十六夜が意外な顔をする。


　レティシアは湯船に浸つかったままゆっくり近づき、普ふ段だん見せないような笑え顔がおでねだる。


「前々から聞きたいと思っていたのだ。飛鳥や耀の故郷も気になるが、十六夜は殊こと更さら気になる。強大な力を持つギフトもそうだが、箱庭の世界では重宝される博識さも謎なぞだ。故郷の世界では、その分野について研究していたのかな？」


「いや、只ただの興味本位で学んだものさ。特にやりたい事も無かったからな」


「本当に？　理由も無く独りで学んだと？」


「ああ。───いや、」


　独りではなかったな、と昔の事を思い出して苦く笑しようする。


　レティシアは表情の機き微びを感じ取り、もう一歩切り込む。


「独りではなかったと？　共に学ぶ者が？」


「まさか。俺と肩かたを並べる奴がいたら、わざわざ異世界まで暇ひまつぶしになんて来ねえよ」


　ヤハハと笑って湯船から出ていく。別に詮せん索さくされるのが嫌いやだったわけではないが、あのような聞かれ方は好きではない。


　後ろから律りち儀ぎに追従する二人の気配を感じながら、衣類の入った籠かごを取りだす。


　ヘッドホンが無くなっている事に十六夜が気付くのは、次の瞬しゆん間かんの出来事だった。





　　　　＊





　───翌朝。出発直前になっても、十六夜は本ほん拠きよの前に現れなかった。


　初日から参加する飛鳥は日ひ傘がさを片手に遠出用の鞄かばんを隣となりに置いている。真っ赤なドレススカートは今日も鮮あざやかに映はえ、凜りんとした彼女の佇たたずまいを優ゆう雅がに引き立てている。


　飛鳥は日傘を傾かたむけ、少し心配そうに頰ほおへ手を当てた。


「十六夜君、まだ見つけられないの？　夜通し捜さがしたのでしょう？」


「ＹＥＳ。子供たちも総動員して捜しているのですが………うう。そろそろ出ないと間に合わないのです」


　何時いつものミニスカートにガーターソックスを着込んだ黒ウサギは、ハラハラしながら十六夜を待っている。隣で待っているジンも同様だ。


「………あ、来ましたよ！」


　ジンが声を上げる。しかし十六夜の頭上にはヘッドホンが無く、代わりに髪かみを押さえるためのヘアバンドが載のせてあった。


　黒ウサギは目を丸くして十六夜に問う。


「ど、どうしたんですそれ」


「頭の上に何かないと髪が落ち着かなくてな。それより話がある」


　十六夜が道を開ける。後ろから、トランク鞄を引く耀と三み毛け猫ねこが前に出た。


　耀は十六夜の隣に立つと顔を見上げ、僅わずかに小首を傾かしげる。


「………本当にいいの？」


「仕方ねえさ。アレがないとどうにも髪の収まりが悪くていけない。壊こわれたスクラップだが、無いと困るんだよ」


　髪を搔かきあげながら飄ひよう々ひようと笑う十六夜。他の〝ノーネーム〟も状じよう況きようを把は握あくして顔を見合わせる。つまり十六夜は、ヘッドホンを捜すために本拠へ残るというのだ。


　耀は無表情のままパチパチと瞬きをしてからしばらく十六夜を見上げ───ふっと、小さな華はなが咲さいたように柔やわらかい微笑ほほえみで十六夜に礼を述べた。


「ありがとう。十六夜の代わりに、頑がん張ばってくるよ」


「おう、任せた。ついでに友達一〇〇匹ぴきぐらい作ってこいよ。南側は幻げん獣じゆうが多くいるみたいだからな。俺としては、そっちの期待が大きいぜ？」


「ふふ、分かった」


　耀は十六夜に向かって元気に手を振ふり、三毛猫と共に飛鳥たちの元に駆かけ寄る。


　こうして春日部耀、久遠飛鳥、黒ウサギ、ジン＝ラッセルと三毛猫。


　計四人と一いつ匹ぴきは本拠を後にした。


　本拠に残った十六夜とレティシアは小さく手を振ってそれを見送る。彼らの背中が見えなくなると、少し緊きん迫ぱくしたような顔で十六夜を覗のぞき込んだ。


「十六夜………その、本当に良かったのか？　外門利権証を手に入れてまで勝ち取った順番を、こんなにあっさり手放して………ヘッドホンなら私たちが、」


「出てこねえよ。これだけ捜して出てこないってことは、隠かくした本人にしか分からない場所にあるんだろう」


　レティシアの表情が一層緊迫する。


　口には出さなかったが、彼女も同じことを思っていたのだろう。


　十六夜は肩を竦すくませて苦笑いを浮うかべた。


「俺が外したのは風ふ呂ろに入っている時だけ。ヘッドホンが独りで何ど処こかに行くはずがねえだろう？　それとも何か？　付つく喪も神がみでも憑ついたってのか？　それならまあ、それで儲もうけもんだが」


「それは………しかし、一体誰だれが、」


「さあ？　状じよう況きよう証しよう拠ことして一番怪あやしいのは春日部だったんだが………アイツはそういう事が出来る奴やつじゃない。そう判断したから、先に行かせたんだしな」


　では誰が？　とレティシアが聞こうとして、十六夜は面めん倒どうくさそうに手を振った。


「ほっとけほっとけ。そのうち出頭するだろう。それにたかが素人しろうとの作ったヘッドホンだ。一銭の価値もない」


「………素人が作った？　まさか、知人が作った物なのか？」


　むっ、と眉まゆを寄せる。昨夜の湯ゆ殿どのの話が二人の中で蘇よみがえった。


　面倒くさいと思って話題を変えようかと思ったのだが………よく考えれば、別に隠す話でも無いかと気が変わった。


「………故郷の話、聞きたいか？」


「ああ。是ぜ非ひ聞きたいな」


「そうか………なら、先に朝食の用意を頼たのむぜ。どうにも腹が減ってテンションが上がらねえ。ついでに茶ちや請うけと良い緑茶も持ってこい。無いなら買ってこい。それが話の対価だ」


　ヤハハと十六夜が軽快に笑うと、レティシアは微笑みながらスカートの裾すそを持ち上げ、


「承うけたまわりました、マイマスター。今日の朝食はこの私が、腕うでに縒よりをかけて作らせて頂きます」


　茶目っけを込めて仰ぎよう々ぎようしく一礼する。洗練された動きで冗じよう談だんを言う彼女が可笑おかしかったのか、十六夜は高く哄こう笑しようを上げて食堂に向かった。





　　　　＊





　───二一〇五三八〇外門。噴ふん水すい広場前。


〝境界門アストラルゲート〟の起動は定時に行われる。個人での使用は緊きん急きゆうの時しか出来ない為ため、起動時間には行商目的のコミュニティも一いつ斉せいに集まってくる。一人につき〝サウザンドアイズ〟発行の金貨一枚というのは最下層のコミュニティにとって大きな出費だが、それでも需じゆ要ようが有るのはやはり、箱庭の都市の交通には欠かせないギフトだからだろう。


　しばらくして門前にちらほらとそれらしい人ひと影かげが見え始めたころ。


　飛鳥達は門柱に刻まれた虎とらの彫ちよう像ぞうを凝ぎよう視しし、ため息を吐ついた。


「この収しゆう穫かく祭から帰ってきたら、いの一番にこの彫像を取り除かないと」


「ま、まあまあ。それはコミュニティの備び蓄ちくが十分になってからでも、」


「あら、何を言ってるの黒ウサギ。この門はこれからジン君を売り出すための重要な拠きよ点てんになるのよ。先行投資の意味でも、まずは彼の全身をモチーフにした彫像と肖像画を」


「お願いですからやめてください！」


　ジンが青くなって叫さけぶ。幾いくらなんでもそれは恥はずかしすぎた。


　飛鳥は残念そうにため息を吐き、


「じゃあ………黒ウサギを売り出しましょう」


「何で黒ウサギを売り出すんですかっ！」


　スパン、と軽めにハリセンでツッコミを入れる。飛鳥はむぅっと口を尖とがらせた。


　隣となりで小首を傾げていた耀は、


「じゃあ………黒ウサギを売りに出そう」


「何で黒ウサギを売るんですかあああああああ!!!」


　スパァーン！　っと心の叫びと共にハリセンを奔らせる黒ウサギ。


　十六夜が欠けたところで二人が問題児であることには変わりない。万ばん事じ同じ調子の二人にため息を吐きつつ、二枚の招待状を取り出す。


「我々がこれから向かう場所は南側の七七五九一七五外門。〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟が主しゆ催さいする収穫祭でございます。しかしそれとは別に、舞ぶ台たい主である巨きよ軀くの御ご神木〝アンダーウッド〟の精せい霊れい達からも招待状が来ております。両コミュニティには前夜祭のうちに挨あい拶さつへ向かいますので、それだけ気に留めておいてください」


「うん」


「分かったわ」


　黒ウサギが道先案内をしている間に、〝境界門〟の起動が進む。


　青白い光が門に満ちていくと、待機していた利用者が列を作り始めた。黒ウサギ達は〝地域支配者レギオンマスター〟として列の脇わきから門が開くのを待つ。


「皆みなさん、外門のナンバープレートはちゃんと持ってますか？」


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　飛鳥が鈍にび色いろの小さいプレートを黒ウサギに見せる。このナンバープレートに書かれた数字が〝境界門〟の出口となる外門に繫つながっているのだ。


　耀は手の平にあるナンバープレートをじっと見つめ、本ほん拠きよのある方向へ視線を向けた。


「……………、」


「どうしたの、春日部さん。何か忘れものでも？」


「ううん………ただ、十六夜の事が気になって」


　ヘッドホンは見つかったかな、と小首を傾かしげる。


　飛鳥と黒ウサギも気になっていたらしく、二人も同じように本拠のある方向を見つめた。


「そうね………まさか十六夜君が、ヘッドホン一つで辞退してくるとは思わなかったわ」


「ＹＥＳ。あれほど楽しみにしていましたのに」


「きっと、あのヘッドホンは十六夜にとって大事なものなんだよ」


　チャラ、と首にかかったペンダントを握にぎりしめる。


　あの自じ称しよう・快楽主義の少年が、目の前の愉たのしみを投げ出してまで捜さがそうと本拠に残った。


　ならあのヘッドホンは、それ以上に大事な想おもいの籠こもった何かのはずなのだ。


「………見つかるといいね」


　二人も同意して頷うなずく。〝境界門〟の準備が調ととのったのは、その直後だった。












　第四章







　朝食を摂とった十六夜はその後、御お茶ちや請うけのお遣つかいに行った年長組が帰るまで農園を見物する事にした。道中、水樹から供給される水路を跨またぎ、奥の雑木林を抜ぬける。


　雑木林の木こ陰かげから視界が広がると、見み渡わたす限かぎり焦こげ茶色の肥ひ沃よくな大地が十六夜を迎むかえた。砂や砂利じやりしかなかった一ヵ月前からは考えられないほどの変化に、驚おどろきの声を上げた。


「へえ………これは驚いたな。ちゃんと農園の土ど壌じようが出来てるじゃねえか」


　十六夜はその場で膝ひざを折り、柔やわらかな土を手の平に握りこむ。


　十分な水気と栄養を含ふくんだ土壌は手で掘ほり返せるほど柔らかく、手の中で確かな重みが感じられた。農園を作るには理想的な環かん境きように仕上がっている。


　特に土に含まれる栄養素は、様々な生物や環境条件が揃そろわねば蘇よみがえりはしない。荒あれ果てた土地からここまで戻もどすのは容易なことではないだろう。


　散歩気分で少し歩いてみようかと思ったその時、背後の雑木林からリリの声がした。


「あ、十六夜様！　農園を見に来られてたんですか？」


「おう。話には聞いていたが、中々立派な土壌に仕上がってるじゃねえか」


「はい！　あとは種子と苗なえが届くのを待つばかりです！」


　ひょコン！　と狐きつね耳みみを立てて嬉うれしそうに返事をする。


　すると肥沃な土壌から雑木林へ、吹ふき抜けの風が頰ほおを撫なでる。


　それは以前のような乾かわいた風などではない。農園特有の、豊富な水気を含んだ土の匂においが二人の鼻び腔こうをくすぐる。それは正に、土地の息吹いぶきと呼べる風だった。


　リリは胸むね一いつ杯ぱいに農園に吹く風を吸い込み、熱っぽい吐と息いきを漏もらした。


「風に………水の匂いがします」


「ああ」


「土の匂いもしました」


「そうだな」


「生きている、土地の匂いがしました………！」


　感かん極きわまるといった声を上げるリリ。彼女からは星の数ほど感謝の言葉を贈おくられたが、それでもまだ足らないほどの想いがあるのだろう。


　十六夜は肥沃な土壌を一いち瞥べつし、からかうように笑った。


「しかしこうやって改めて見ると、本当に広いな。こんな立派な土地をチビたちだけで世話できるのか？」


「それは無用の心配だ、主あるじ殿どの」


　雑木林から続いてレティシアが現れる。その手には茶葉と茶ちや請うけが入った籠かごが下げられている。お遣いに行った年長組が帰ってきて十六夜を捜していたのだろう。


　十六夜は首を傾げて先ほどの意味を問う。


「どういうことだ？　リリが農園を預かる家系っていうのは聞いてるが」


「そうだ。何を隠かくそうこのリリこそ、稲荷いなりの神に連なる豊ほう穣じようの一族。代々我らの農園を預かってきた家系の一人娘むすめなのだよ」


　パンッ、とリリの背を叩たたくと、狐耳を真っ赤にして俯うつむく。


　予想外の返答に十六夜も目を瞬またたかせた。


「稲荷の神って………稲荷明神のことか？」


「え、えっと、似ているけどきっと違ちがいます。母はは様さまの伝聞では、宇迦之御魂神ウカノミタマノカミより神格を戴いた白しろ狐ぎつねが祖だと伺うかがってますけど………」


　十六夜はますます面めん食くらったように瞳ひとみを丸くする。


　───宇迦之御魂神とは、穀物神・商業神・興業神など幅はば広ひろい側面で信しん仰こうを集める神しん霊れいの名である。〝宇う迦か〟とはそもそも穀物を指す言葉だが、農耕神信仰が多た岐きに拡大されて広がったため、様々な側面で信仰を集める神霊に成ったとされる。リリの先祖はこの眷けん属ぞくなのだ。


　十六夜の居た二〇〇〇年代でも工業発展が進み、商業神や屋や敷しき神として様々な場所で祀まつられていた。都心でも宇迦之御魂神の使いとして狐の社が祀られているのは珍めずらしい事ではない。


　十六夜は顎あごに手を当てて興味深そうに笑った。


「宇迦之御魂神と言えば、伏ふし見み稲荷大社の主祭神。そこから神格を得たとなると、リリの御ご先祖は狐神の命みよう婦ぶってことか。………中々凄すごいじゃねえか。ソイツも元は〝ノーネーム〟に所属していたのか？」


「は、はい。しかしその時には既すでに老ろう齢れいだったらしく、後代の私達が農園を引き継つぎました。以降は神格を継ぐものが現れずに八代を過ごしたのですけど、母様が九代目にして神格を継ぐことになり、現在に至ります」


「へえ………リリの母親がねえ」


　もう一度農園を見回す。焦げ茶色に肥えた土壌を見み据すえた十六夜は、小首を傾かしげて問う。


「それで、リリの母親は？　やっぱり魔ま王おうに連れ去られたのか？」


「………はい」


　リリは顔を伏ふせ、狐耳を萎しおれさせる。神格を戴いただく程ほどの人材ならば魔王が放置するはずもない。同じく神格を得ていたレティシアも捕つかまえられていたのだ。当然の事だろう。


　十六夜はリリの母親についてレティシアへ視線で問うが、彼女は首を横に振ふった。


「私達はそれぞれ別々に投とう獄ごくされていた。他ほかの者達の行方ゆくえは分からず仕じ舞まい。交こう渉しよう人を介かいして自由を得たものの、魔王の正体さえ分からないのが現状だ」


　レティシアも沈ちん鬱うつそうに顔を伏せる。彼女も同士の行方については気になっているのだろう。しかし〝階層支配者フロアマスター〟である白夜叉でさえ、仇かたきの魔王は見当がつかないという。彼ら〝ノーネーム〟が探さぐるには雲を摑つかむより難しい相手だろう。


　重い空気に気が付いたリリは、気を使わせまいとして慌あわてて声を上げる。


「で、でも、母様がいなくても大だい丈じよう夫ぶです！　農園の手入れについては書物も残ってますし、道具だって残ってます！　だから、私達だけでも大丈夫なんです！」


　ムン、と胸の前で握にぎり拳こぶしを作るリリ。


　しかし十六夜は話を全く聞いていないかのように腕うでを組んだままだ。


　しばし沈ちん黙もくした後、幾いく分ぶん真しん剣けんな表情で問う。


「………宇迦之御魂神の眷属、だったな。その本ほん殿でんに通じるコミュニティは箱庭に無いのか？」


「え？………ええと、はい。多分あります。本殿ではありませんが、南側五桁けたには天門へ通じる霊れい山ざんが聳そびえているって、黒ウサギのお姉ちゃんが」


「ならその霊山を登って、宇迦之御魂神に直接所在を聞けばいい。神格を与あたえた主祭神なら、眷属の位置ぐらいは把は握あくしているはず。上手うまくすれば魔王の位置も正体も分かる。………おお、我ながら名案じゃねえか」


　ヤハハ！　と笑う十六夜。


　リリは大きく息を呑のんで驚おどろき、二尾びをバタつかせて問う。


「で、でも、五桁の霊山を登るのは物もの凄すごく大変です。皆みな様さまにそんな苦労をかけては、」


「話をよく聞けよ。これは魔王の正体を探る一いつ環かんだ。何もリリの為ためだけというわけじゃない」


　飄ひよう々ひようと肩かたを竦すくめる十六夜。


　隣となりで話を聞いていたレティシアも、真しん剣けんに検討し始める。


「………そうだな。その方法は非常に有効だ。箱庭はとてつもなく広大だが、主祭神なら眷属の居場所がわかるはず」


「だろ？」


「ああ。………いや、盲もう点てんだった。収しゆう穫かく祭が終わり次し第だい、天門について調べるとしよう」


　レティシアと十六夜は視線を交かわして頷うなずき合う。


　そのままリリに向き直った十六夜は、農園に手を広げ不敵に笑う。


「そういうことだ、リリ。そう遠くない内にお前の母親も戻もどってくるから、それまでに農園をどうにかしておけ。今の管理人はリリなんだろ？　もしもこのまま出で迎むかえたら、きっと大目玉だぜ？」


　からかうように笑う十六夜。捻ひねくれた物言いだが、それがリリを気き遣づかったものであることは明白だ。


　リリは嬉うれしくも恥はずかしそうに紅潮した狐きつね耳みみを伏せ、二尾をパタつかせて礼を述べた。


「………ありがとうございます。農園は、私達が立派に元に戻します………！」


　渾こん身しんの笑え顔がおを見せたリリは、十六夜達に背を向けて走り去っていく。その姿を見送ったレティシアはクスクスと笑って十六夜に視線を向けた。


「いやはや驚いた。前々からそうではないかと思っていたが………主あるじ殿どのは、中々面めん倒どう見みが良い御お方かただな」


「何を今いま更さら。そうじゃなかったら、こんな没ぼつ落らくコミュニティを拾ってやろうなんて思わねえよ」


「ふふ、違いない。私もリリも、主殿の優やさしさに感謝しないとな」


「おう。俺の優しさに、涙なみだして喜んでも良いんだぜ？」


　十六夜がわざとらしく述べると、レティシアは高らかに笑い声を上げた。


　その後二人は農園の脇わきの小道を進み、休きゆう憩けい所として設置される予定の場所でテーブルに腰こしかけた。白いテーブルセットはまだ汚よごれていない。農園が本格的に動き出すまでは私服で腰かけても問題はないだろう。


　ティーセットを手て提さげ鞄かばんから取り出して用意しているレティシアに、十六夜は何気なく問う。


「しかしレティシアも物好きだな。俺の話なんて聞いてどうするんだ？」


「用よう途とは色々あるとも。主殿の過去を聞けば、弱よわ味みの一つも握れるかもしれない」


「おお、なるほど。しかしそんな謀はかりごとがあるなら、話す前に言うもんじゃないぜ」


「おっと、それもそうだ。今の話は忘れてくださいマイマスター」


　カシャ、とティーカップを出しながら微笑ほほえみを浮うかべるレティシア。


　人を飽あきさせない会話術といい、精練された身のこなしといい、元魔王とは思えない程ほどにメイドが板に付いている。


　それが気になった十六夜は、片かた肘ひじを突きながらレティシアに問う。


「なあ、レティシア。お前は元魔王なんだよな？　だったらやっぱり、ギフトゲームに負けて〝ノーネーム〟に隷れい属ぞくさせられていたのか？」


「まさか。私の主は今も昔も十六夜達三人だけだ」


「けど、魔王を倒たおせば条件次第で隷属させられると聞いたぞ。レティシアは違ちがうのか？」


　ああ、なるほど。と得心がいったように相あい槌づちを打つレティシア。


「そうだな………話せば長くなる故ゆえに搔い摘つまんで話すが、私が発動させた〝主催者権限ホストマスター〟はちょっとした暴走状態になっていてな。だから私は〝ゲームクリアで倒された〟のではなく〝ゲームから切り離はなされた〟というのが正しいんだ」


「………？　じゃあ切り離された〝主催者権限〟はどうなった？」


「暴走したまま封ふう印いんされた。南側の………いや、何ど処こに封印したかは聞いていない。聞いたところで封印を解くつもりも無いしな」


　そこで話を切ると、レティシアは楽しみにしていたとばかりに満面の笑顔で問う。


「さ、次は私が質問する番だな」


「分かったからがっつくなよ。そもそも、俺のメイドは何を聞きたいんだ？」


　ふむ、とレティシアは一度言葉を切る。


　出生や私生活の事を聞きたいところだが、此こ処こは少し変化球で攻せめる事にした。


「そうだな………まずは、あのヘッドホンかな。友人か知人が作ったのか？」


「友人なんて大層なもんじゃねえさ。さっきも言ったが、同じ施し設せつに居たチビが実験で作っただけの代しろ物ものだ」


「………施設？」


「ああ。親が居ない子供や捨て子を引き取る児童福ふく祉し施し設せつ………って言っても、箱庭にはそういう施設はなさそうだな」


　さて、どう説明したものかと悩なやむ十六夜。


　一方のレティシアは、出自を聞かなかった事に安あん堵どしていた。十六夜は聞かれても気にしないだろうが、彼女はこの類たぐいの礼節には敏びん感かんな人ひと柄がらだった。


（いや………考えてみれば不思議なことではない。十六夜ほど希け有うな力を持った人間が外界でまともな生活を送れるはずがなかった。ましてや産みの親がまともで居られるはずが………）


　───と、そこで思考を止める。


　そもそも、十六夜の様な破格の才能をもった人間が、凡ぼん夫ぷから生まれるものなのだろうか？


　聞けば、飛鳥は財界の令れい嬢じようだったという。ならば先祖に人為ならざる者と交わりがあってもおかしいことではない。大きな富の裏には魔ま的な力が集つどいやすいからだ。


　耀に関しては先天的な力ではないものの、彼女の父がギフトを製造したことから何かしらの術的な血筋を持つことは推測出来る。


　この二人がそうだったように、十六夜も血筋的な才覚だと先入的に思い込んでいた。


（まだその可能性は捨てきれないが………参ったな。急に聞きにくくなったぞ）


　聞きたいのに聞けない。そんなもどかしさを抱かかえながら茶ちや請うけの芋いも羊よう羹かんを口に運ぶ。


　そんなレティシアの心情を察したのだろう。


　十六夜は自分からポツポツと身の上を話す事にした。


「施設って言っても、十二歳ぐらいまではあっちこっち盥たらい回まわしだったな。ああ、身内じゃないぞ。施設から施設、施設から養父母、養父母からまた施設ってな感じだ」


「………？　どうしてそんな事に？」


「そりゃお前、俺が優ゆう秀しゆうだったからに決まってんだろ。養子にしたいって引く手数多あまただったんだが、クーリングオフも早かったってこと」


　ヤハハ！　と十六夜は笑うが、レティシアはそんな気にはなれず、そっと視線を落とした。


　………どんなに強大な力を持っていたとしても、幼い子供である事は変わりない。義理の親とはいえ、そう何度も入れ換かわるのが健全だとはとても思えなかった。


　レティシアは何も言えず、十六夜の話を静せい聴ちようする。


「………ま、俺はガキの頃ころからサービス精神旺おう盛せいだったからな。求められた分だけ応こたえてやったんだが、どうも刺し激げきが強すぎたらしい。親を名乗った連中はどいつもこいつも必ず土下座で


『───頼たのむから、施設に帰ってくれ………！』


　と言われてはいサヨウナラ。中には利用しようとしてくれた面おも白しろい奴やつもいたが、結局ソイツも同じ幕切れさ。………フン、今考えてもつまらない幕切れだった。色々と利用されてやったのに、最後がアレだ。いい加減腹が立ったから、ソイツの脱だつ税ぜい記録と横領の証しよう拠こを全部検察とテレビ局に送りつけてやった」


　ハッ、と鼻息を荒あらくしてティーカップを呷あおる。


　その仕草を見て、レティシアは直感した。


　………幼かった十六夜は、自分を利用しようとした親の事を、彼なりに気に入っていたのだ。そうでなければ、此処まで語調を強めて罵ののしる事は無かっただろう。


「それが、何時いつだ？　ああ、確か十歳の頃だ。以来、利用しようと近づいて来る連中は片かたっ端ぱしからドン底に叩たたき落としてやったんだが、面白かったのは最初の頃だけだったな。資金稼かせぎにはなったがそれもすぐ飽きた。それでいよいよやることが無くなった時に───集めた資金で一つ、ゲームをする事にしたんだっけ？」


「ゲーム？」


「そ。まあ、ギフトゲームみたいなもんだな。賞金も出し惜おしみせず出してやった。ルールは『一週間以内に俺を見つけろ』の一つだけ。簡単なもんだろ？」


「あ、ああ」


「そんでルールを明記した紙と、賞金である札束を山積みにして、その写真をネット中にばら撒まいてやったのさ。そしたら馬ば鹿かな連中がウヨウヨと動き始めてちょっとした騒さわぎになったんだが………それも、面白かったのは最初だけだな。大半は三日で諦あきらめて『難しすぎる』だの『ヒントを出せ』だの『主催者は勝たせる気が無い』だの、まあ好き勝手言い出す始末だ」


　不ふ機き嫌げんそうに肩かたを竦すくめる十六夜。


　ここでようやくレティシアも表情を緩ゆるめて茶ちや化かした。


「いやいや、それは主あるじ殿どのも悪い。いいゲームにしたいのならプレイヤーは厳選するべきだ。ネットというのは知らないが、要するに広こう告こく塔とうだろう？　そこに景品を見せびらかして自由参加なんてすれば、粗そ悪あくな参加者が群がるのは自明の理というもの」


「ハッ、返す言葉もねえ。ガキだったと思って目を瞑つぶってくれ」


　的確な駄だ目め出だしに苦笑いを浮かべる。


　十六夜は二杯はい目の緑茶を入れながら、何ど処こか気き鬱うつな瞳ひとみで幼い頃の話を続けた。


「───ゲーム中に隠かくれていた場所がな。人里から離れた山奥だったんだよ。其そ処こにアタッシュケース三〇箱分の金を積んで待ってたんだが、一向に誰だれも来ない。しかも夏の終わりで湿度も高く寝ね袋ぶくろがジメジメと腐くさってきやがる。しかも嵐あらしまでやってきやがった。山奥で轟ごう々ごうと響き渡わたる雷らい鳴めいは成なる程ほど、〝神鳴りカミナリ〟とはよく言ったもんだ。撃うたれた所で死ぬような身体からだじゃないが、ガキなりに巨きよ大だいな何かを感じさせるものがあったのさ」


「…………、」


「そんな嵐の中、いよいよクリア出来る人間が現れそうにないと悟さとった時。何だか色々と馬鹿らしくなってな。ヒントを出せと言うからヒントを出してやったのに気付かねえし、見つかる様に時々一人でうろついてるのに見つけられねえ。テメエらの目は山さん椒しよう魚うお並みに退化してんのかとガキなりに憤ふん慨がいして、いよいよもって収まりつかなくなって、こうなったら世の中の半分ぐらい滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやろうかと小刻みに拳こぶしを震ふるわせながら隠れ家に帰ったら………」





　───そう。雷鳴轟とどろく嵐の山中で、逆廻十六夜は出会った。


〝家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨てて箱庭に来い〟


　そんな召しよう喚かんに応じた十六夜の故郷にも、たった一度だけ忘れられない出会いがあったのだ。


　それが彼女───金糸雀カナリアとの邂かい逅こうだった。





　　　　＊





　暴風で軋きしむバスの音を聞きながら、十六夜はスッと霜しもをなぞった。どうやら嵐が直ちよく撃げきしたらしい。バスを降りる時、運転手はすぐに避ひ難なんするよう訴うつたえてきたが、鬱うつ陶とうしいので無視した。


　隠れ家は山奥に破は棄きされた施設を使っていた。整備された道路の横道を逸それ、山道を登っていく。元は老ろう人じん介かい護ご施し設せつとして予定されていたみたいだが、見込んでいた高速道の開発計画が頓とん挫ざしたため、壊こわされることも無くそのまま山中に放置されている。


　大雨でより荒あれている山道を登りきった十六夜は、廃はい墟きよのひび割れたガラスの扉とびらを閉めた。


　折れた柱に掛かけていたタオルを取って頭を拭ふき、備えつけのカンテラに灯あかりを燈す。


　カンテラの灯りで腕うで時ど計けいを確かく認にんしたところ、時刻は23:56と表示されていた。タイムリミットまで四分しかない事に落らく胆たんを隠せず、幼い十六夜は小さくため息を吐ついた。


「………23:56現在。俺の発見者無し」


「───23:57現在。君の発見者一名」


　これでゲームクリアかしら？───と。そんな軽い調子で掛けられた言葉に、勢い良く振り返る。それと同時に壁かべに背を付けて警けい戒かい心しんを高めた。


　声は女性のものだった。まるで歌でも歌っているかのような声こわ音ねの侵しん入にゆう者は、暗くら闇やみの向こうで息を潜ひそめている。


　十六夜は足音を殺してゆっくり近づこうと思ったが………よく考えれば、そんな必要が無い事に気がついて肩を竦ませた。


「………ああ、そうだ。アンタがゲームの攻こう略りやく者だよ。ゲームの主催者ホストとして祝ってやるから、さっさと姿を見せろよ」


「………。これはまた、随ずい分ぶんと口の悪い主催者ね」


　呆あきれたような声音だが、それさえも耳に心地ここち好よく響ひびく。


　一字一句聞くたびに、十六夜は女への好こう奇き心しんが募つのっていくのを感じていた。


「ところで自己紹しよう介かいは必要かしら、十六夜君？」


「………。へえ？　よく調べたな」


「当たり前じゃない。コレは君を見つけるためのゲームだもの。君が何者かを知るところから入るのは当然のことよ」


　フフン、と得意気な声が響く。


「しかしまあ、よくも君みたいな問題児が生まれてきたものね。福祉施設を巡めぐること二十四ヶ所、養父母を持つこと三十一世帯。その内、引き取り手の隠いん蔽ぺい犯罪を検挙した数は二十一回。今やどんな施し設せつも家族も、君を受け入れる事を拒きよ否ひし続けている」


「らしいな。けど、そんな悪ガキの元によく来れたもんだな。侵入者用の罠わなだって廃はい屋おく内には山ほど設置しておいたはずだけど？」


「ああ、うん。アレぐらいなら問題ないかな。でもピアノ線は他ほかの人が危険だから外させてもらったわよ」


　ポン、と足元にピアノ線の束が投げられる。


　それはアタッシュケースの隠し場所に設置していた罠だった。廃屋の最さい奥おうにある為ため、薄うす暗ぐらくて確認しにくい場所に設置して在ったのだが………いや、そんな事よりも。


「………。よく金だけ持ち出さなかったな」


「だって私、君に興味があったから来たのだもの」


　当然じゃない、と明るい笑い声が暗い廃墟に響く。


「………ま、他の参加者はお金の在り処かを探す事に必死だったみたいだけど。彼らはお金の写った写真から、在り処を割り出すつもりだったみたいね」


「そう仕向ける為の写真だからな。海岸線の背景が写る様に撮とってやったんだが、幾いくらなんでもそれじゃ簡単すぎるし、趣しゆ旨しが違ちがう」


「でも、アレだけのお金でしょう？　子供一人で運び去るのは一苦労だったんじゃない？」


「それもミスリードの一つさ。他にも幾つかミスリードを用意してたんだが、どいつもこいつも簡単に騙だまされやがる。もう少し参加者は厳選するべきだった」


　チッ、と苛いら立だったように舌打ちする。


　するとクスクスとからかうような声が暗闇から響いた。


「同感。あんなやり方じゃ数は集まっても質が下がるわ。盛り上がりにも欠ける。ネットで大規模な広告を打つなら、賞品の内容を探さぐるという試験的なゲームから始めるべきだった。そしたら参加者の篩ふるいにもなるし、演出的な信しん憑ぴよう性せいも向上する。今回のゲームの最大の欠点は………『こんな大金を持ったガキが居るわけねえだろバーカ』って大半の人間に思い込ませてしまった点かしら？」


　カラコロと歌うような笑い声を上げる。


　流石さすがに少しムッとしたが、参考になる点もあったので口にはしなかった。


　謎なぞの女はハイヒールの踵かかとをカツカツと鳴らして近づく。十六夜がカンテラで照らすと女の全体像がはっきりと瞳に映った。


　女の容姿を確認した十六夜は、呆れたような声を上げた。


「………おい。アンタ、そんな格好で山に登ったのか？」


「当然。コレが私の勝負服だもの」


　言うや否いなや、女は腰こしに手を当ててポーズを取る。


　女は真っ白なロングコートの下に赤紫のキャミソールを着こみ、ヒールの付いた黒いロングブーツを着用している。特に印象的だったのは、左右対称の貝殻を付けたイヤリングだろう。多くの場合、左巻きの貝殻は遺伝子異常によって生まれるもので非常に希少だ。


　月明かりに照らされた顔は、意外にも美人だった。ウェーブを引いたショートカットの金髪が、整った小顔を引きたてている。年齢は控えめに見ても二十代前半に見えた。


「………意外に若いな、オバサン」


「ハッハッー！　若いと言いながらオバサン呼ばわりとは酷ひどいな十六夜君。私の事は尊敬と敬意と敗北感を込めて〝金糸雀お姉様〟と呼びなさい」


　───ピクリ、と十六夜の片かた眉まゆが跳はねる。


　同時に先ほどまでの親しげな気配を消し、斬きれるような敵意を金糸雀に向ける。


「………聞き捨てなら無いな。〝敗北感を込めて〟ってのは一体どういう意味だ、金糸雀オバサン。俺は主催者で、アンタは攻略者。ならアンタは恭うやうやしく俺から賞金を頂ちよう戴だいするのが筋ってもんじゃないのかい？」


　幼い子供とは思えないほど物もの怖おじしない態度で瞳を光らせる。


　しかし金糸雀は目に見えて分かるほど落胆し、肩かたを落とした。


「………あのさ、十六夜君。逆に聞くけど、君はどんな理由でこのゲームを主しゆ催さいしたの？」


「何？」


「まさかとは思うけど………〝世界の誰だれかに、自分を見つけて欲しい〟───なんて、そんな糞くだらないセンチメンタリズムで、ゲームを主催したんじゃないわよね？」


　刹せつ那な、金糸雀の眼光が十六夜を貫つらぬいた。


　少なくとも、十六夜はそう錯さつ覚かくした。


「もしそうだったら、私は君を相当買いかぶっていたことになるかな。だから素す直なおに謝るわ。〝対等に扱あつかってスミマセン。子供のゲーム相手に本気出してしまいました〟ってね」


　そこんとこどうなの？　と、金糸雀は整った眉を顰ひそめて問う。


　十六夜はしばし言葉を失って金糸雀を見つめていた。


（俺が………ゲームを始めた理由？）


〝自分を見つけて欲しい？〟───まさか、と全力で首を横に振ふった。そんな寒々しい理由でゲームを開かい催さいしたわけではない。想像しただけで鳥とり肌はだが立った。


　では何故なぜ？　と考えるも答えが出ない。


　金糸雀は背筋を大きく仰のけ反り両手を広げる。廃はい墟きよに吹ふき荒すさぶ嵐あらしのような風は彼女のロングコートを靡なびかせ、小こ柄がらな彼女を大きく見せた。


「違うでしょう、十六夜君。君がゲームを開催したのは、そんな矮わい小しようで脆ぜい弱じやくな理由じゃない。君が綴つづったあの手紙は間ま違ちがっても迷子届なんかじゃなかった。もっと強い意志で書き連ねた、一枚の挑ちよう戦せん状だったはずだ」


「……………」


「君が求めていたのは、自分に比ひ肩けんする強大なチャレンジャーでしょう？　それを探すためのゲームだったはず。なのに参加する連中は有う象ぞう無む象ぞうの凡ぼん夫ぷばかり。………ねえ、十六夜君。君が不安や憤いきどおりを感じていたのは、攻略者が現れない事じゃない。十六夜君がしたかったはずの血ち湧わき肉にく躍おどるようなものにならなかった、程度が低すぎる自分のゲームに対してだ」


「…………っ……！」


　ズドォンッ!!!　と、十六夜は苛立ち交じりに床ゆかを踏ふみ抜ぬいた。


　彼女の言葉が図星だからだろう。十歳の少年とは思えない脚きやく力りよくは廃屋全体を揺ゆらし、倒とう壊かいした壁からは荒あらぶる雨風が吹き込む。


　金糸雀は威い嚇かくに怯ひるまず、雷らい光こうを背に一歩、また一歩と近づき始める。


「もう一度言うわ。私が勝者で、君は敗者。この喧けん嘩かは君が売って、私が買ったもの。攻こう略りやく者が出た以上、君は主しゆ催さい者しやとして勝者を讃たたえる義務がある。それが出来ない人間はそもそも主催者なんかをやるべきじゃない」


　カツン、と踵を鳴らして十六夜の眼前に立つ。小柄なはずの女性が今はとても大きく見えた。幼い十六夜は一歩たじろぎ、苦々しい声で吐はき捨てる。


「………俺に、負けを認めろと？」


「そうよ。そして主催者として、攻略者に勝利宣言を。それでこのゲームは終わるわ」


「……………、」


「そして、君のゲームが終わったら………私と、次のゲームを始めましょう」


　───は？　と、虚きよを衝つかれたように間の抜けた声を上げる十六夜。


　金糸雀は構わず続けた。


「だから次のゲームよ。そうねえ、次は私が主催者に成りましょうか。君の用意したお金を使えば、そこそこの舞ぶ台たいは調ととのえられるしね。………ふふ。私が君に、本物の〝主催者ホスト〟って奴やつを見せてあげるわ」


　どう？　と首を傾かしげる金糸雀。思わぬ方向に話が飛び火した十六夜はポカンと口を開けて呆ほうける。


　しばし呆あきれ返ったまま見つめていた十六夜は───ふっ、と思い付いた様に呟つぶやく。


「なら………ゲームの賞品は？」


「賞品？」


「ああ。俺達二人だけのゲームなら、さっき言ったような工作なんてものはいらないだろ？」


「うーん、それもそうね………ならこうしましょうか」


　金糸雀は十六夜の視線に合わせるように膝ひざを折る。


　互たがいの額を重ね合わせ、悪戯いたずらっぽい口調で告げた。


「もし私が勝てば………私に、口の悪い息子むすこが出来る」


「─────、」


「もし君が勝てば………私は一生、君の遊び相手になる。オプションで、素す敵てきな居場所も用意しましょう」


　どうかしら？　と微笑ほほえみを浮うかべて問う金糸雀。


　十六夜は難しそうな顔で腕うでを組んで悩なやんだ後、仰ぎよう々ぎようしい物言いで頷うなずいた。


「………しょうがねえな。このクソゲーの勝者はアンタだ、金糸雀」


「ありがと。次は私が〝主催者〟として、君を招くわ」


　金糸雀はそう告げて十六夜の手を取り、幼い手を引いて行く。





　───この二人のゲームは、約二年に亘わたって続けられた。


　国境を越こえ、大陸を越え、イグアスの滝たきの悪あく魔まを探し、世界の果てを確かく認にんしに行った二人は最後に、一つの福ふく祉し施し設せつに辿たどりつく。


〝カナリアファミリーホーム〟。十六夜を受け入れる為ためだけに造られた児童福祉施設だった。












　第五章







　───七七五九一七五外門〝アンダーウッドの大だい瀑ばく布ふ〟フィル・ボルグの丘きゆう陵りよう。


「わ、………！」


「きゃ………！」


　ビュゥ、と丘陵に吹ふき込んだ冷たい風に悲鳴を上げる耀と飛鳥。


　多分に水を含ふくんだ風に驚おどろきながらも、吹き抜ぬけた先の風景に息を呑のんだ。


「す………凄すごい！　なんて巨きよ大だいな水樹………!?」


　丘陵に立つ外門を出た耀達は、すぐに眼下を覗のぞき込む。彼女達の瞳ひとみに飛び込んだのは、樹の根が網あみ目め模様に張り巡めぐらされた地下都市と、清せい涼りようとした飛沫しぶきの舞まう水舞台だった。


　遠目でも確認出来る程ほどに巨きよ軀くの水樹は、トリトニスの滝に通じる河か川せんを跨またぐ形で聳そびえ、数多あまたに枝分かれした太い幹から滝のような水を放出している。


　水を生む大樹。〝ノーネーム〟の水樹は此こ処こで生まれた苗なえ木ぎなのだ。


「飛鳥、下！　水樹から流れた滝の先に、水すい晶しようの水路がある！」


　耀は今まで出したことが無い様な歓かん声せいで飛鳥の袖そでを引く。


　巨軀の水樹から溢あふれた水は幹を通して都市へ落下し、水晶で彩いろどられた水路を通過して街中を勢い良く駆かけ廻めぐっている。大樹の根は地下都市を覆おおうように網目模様で伸のびており、その隙すき間まを縫ぬうようにして作られた水路は、加工された翠みどり色の水晶でできている。


　巨軀の水樹と、河川の隣となりを掘ほり下げて作られた地下都市。


　これらの二つを総じて〝アンダーウッド〟と呼ぶのだ。


（………あら、あの水路の水晶………？）


　飛鳥は水晶の輝かがやきを見て首を傾げる。記き憶おく違ちがいでなければ、北側でも同じようなものを見た気がした。


（あの水晶………翠色のガラス？　確か北側でも、）


「飛鳥、上！」


　えっ、と今度は上を見上げる。上下に忙せわしないとも思ったが、直すぐに考えが変わった。


　遥はるか空の上に、何十羽ぱという角の生えた鳥が飛んでいたからだ。


　啞あ然ぜんと見上げる飛鳥とは対照的に、耀は熱っぽい声を上げながら鳥の群れを見つめている。


「角が生えた鳥………しかもあれ、鹿しかの角だ。聞いたことも見たこともない鳥だよ。やっぱり幻げん獣じゆうなのかな？　黒ウサギは知ってる？」


「え？　え、ええまあ………」


「ホント？　何て言う幻獣なの？　ちょっと見て来てもいい？」


　珍めずらしく熱い視線を向ける耀。黒ウサギが困ったようにしていると、旋せん風ぷうと共に懐なつかしい声が掛かかった。


『友よ、待っていたぞ。ようこそ我が故郷へ』


　巨大な翼つばさで激しく旋風を巻きあげて現れたのは、〝サウザンドアイズ〟のグリフォンだった。嘴くちばしのある巨大な頭を寄せると、耀も応こたえるようにグリフォンの喉のど仏ぼとけを優やさしく撫なで上げた。


「久しぶり。此処が故郷だったんだ」


『ああ。収しゆう穫かく祭で行われるバザーには〝サウザンドアイズ〟も参加するらしい。私も護衛の戦車チヤリオツトを引いてやってきたのだ』


　見れば彼の背中には以前より立派な鋼はがねの鞍くらと手た綱づなが装備されている。契けい約やくしている騎き手しゆと共に来たのだろう。


　グリフォンは黒ウサギ達にも視線を向け、翼を畳たたみ前足を折る。


『〝箱庭の貴族〟と友の友よ。お前達も久しいな』


「ＹＥＳ！　お久しぶりなのです！」


「お、お久しぶり………でいいのかしら、ジン君？」


「き、きっと合っていますよ」


　言葉の分からない飛鳥とジンはその場の空気でとりあえずお辞じ儀ぎをする。


　グリフォンは嘴を自分の背に向け、一同に乗るよう促うながす。


『此処から街までは距きよ離りがある。南側は野生区画というものが設けられているからな。東や北よりも道中は気を付けねばならん。もし良ければ、私の背で送って行こう』


「本当でございますか!?」


　喜びの声を上げる黒ウサギと、言葉が分からず首を傾かしげる飛鳥とジン。


　耀はグリフォンから一歩距離を置き、深々と頭を下げた。


「ありがとう。よかったら、名前を聞いていい？」


『無論だ。私は騎手より〝グリー〟と呼ばれている。友もそう呼んでくれ』


「うん。私は耀でいいよ。それでコッチが飛鳥とジン」


『分かった。友は耀で、友の友は飛鳥とジンだな』


　バサバサと翼を羽ばたかせて承しよう諾だくする。その間に事情を説明された飛鳥とジンは、同じく頭を下げてグリフォンの背に跨またがる。三み毛け猫ねこも黒ウサギの胸に抱だかれて同乗する。


　自らの力で飛べる耀は一同が乗り込むまで、正体不明の鳥について質問していた。


「グリー。あの鹿の角が生えた鳥も、やっぱり幻獣？」


『………鹿の角が生えた鳥の幻獣？　まさか、ペリュドンの奴やつらか？』


　グリーは頭を上げ、鷹たかの眼光で周囲を探さぐる。


〝アンダーウッドの大瀑布〟とは反対の位置にある遠くの水場に、角を持つ鳥の群れを見つける。するとグリーは獰どう猛もうな唸うなり声を上げた。


『彼奴きやつらめ………収穫祭中は外門に近づくなとあれほど警告したというのに。よほど人間を殺したいと見える』


「………？　食人種なの？」


『違ちがう。ペリュドンは人間を殺すのだ』


「ＹＥＳ。言わば殺人種なのですよ」


　ヒョコ、と黒ウサギがグリフォンの背中から顔を出す。


「詳くわしくは知りませんが、元はアトランティス大陸という場所から来た外来種だと聞いております」


「………アトランティス大陸？　それって、あの伝説の？」


「ＹＥＳ。そしてペリュドンは先天的に影かげに呪のろいを持ち、己おのれの姿とは違った影を映すとか」


『その解呪方法が〝人間を殺す〟こと。──フン。何ど処この神が掛かけた呪いかは知らんが、実に悪あく趣しゆ味みだ。生存本能以外で〝人を殺す〟という理由を持たされた彼奴らは、典型的な〝怪物モンスター〟なのだろう。普ふ段だんなら哀あわれな種と思い見み逃のがすが、今は収穫祭がある。再三の警告に従わぬなら………耀には今晩、ペリュドンの串くし焼やきを馳走することになるな』


　ニヤリ、と大きな嘴で笑うグリー。


　翼を羽ばたかせて旋風を巻き起こすと、巨大な鉤かぎ爪づめを振ふり上げて獅し子しの足で大地を蹴けった。


「わ、わわ、」


〝空を踏ふみしめて走る〟と称しようされたグリフォンの四し肢しは、瞬またたく間に外門から遠とお退のいて行く。耀は慌あわてて毛皮を摑つかみ並列飛行をするが、彼の速度に付いて行くのは生半可な苦労ではない。


　それでも何とか付いて来る耀に、グリーは称しよう賛さんの言葉を投げかけた。


『やるな。全力の半分ほどしか速度は出していないが、二ヵ月足らずで私に付いてくるとは』


「う、うん。黒ウサギが飛行を手助けするギフトをくれたから」


「ＹＥＳ！　耀さんのブーツには補助のため、風天のサンスクリットが刻まれております！」


　背後で声を上げる黒ウサギ。


　しかしそんな余よ裕ゆうがあるのは黒ウサギだけだ。


　激しい風圧を全身に受けたジンは、飛び立ってすぐ飛ばされた。危あやうく落下しそうになったが、胴どうに括くくりつけた命いのち綱づなが伸びて宙ちゆう吊づり状態になっている。


　飛鳥は二の舞まいにならないよう歯を食いしばって手綱を握にぎりしめている。ジンと同じ醜しゆう態たいを晒さらすのは彼女のプライドが許さないのだろう。


　黒ウサギに抱きしめられている三毛猫は一見安全だが、風圧でもがき苦しんでいた。


『お、おじゅぅうおおぉおおおッ!!!　も、も少し、も少し速度落としてと旦だん那なにつたぅえてぇええええええええ!!!』


　ギニャアアアアアア！　と叫さけんでいる様にしか聞こえないが、割と本気で命が危険だった。耀は慌てて減速するように頼たのむ。


「グ、グリー。後ろが大変。速度落として」


『む？　おお、すまなかった』


　一気に速度を緩ゆるめ、街の上空を優ゆう雅がに旋せん回かいする。


　髪かみを乱れさせて肩かたで息をしていた飛鳥も、少し余裕が出来たのだろう。


　そっと背中から顔を出して眼下の街を見た。


「わあ………掘ほられた崖がけを、樹きの根が包み込むように伸のびているのね」


　半球体状に広く掘り進まれた地下都市は、樹の根の広がりに合わせて開かい拓たくしている。川辺の地下都市が安全でいられるのは、氾はん濫らんや嵐あらしなどから水樹の根が守っているからだろう。


　所々に人じん為い的な柱も存在するが、多くは樹の根と煉れん瓦がのようなもので整備されていた。


「〝アンダーウッド〟の大樹は樹じゆ齢れい八千年とお聞きします。樹霊コダマの棲すみ木としても有名で、今は二〇〇〇体の精せい霊れいが棲むとか」


『ああ。しかし十年前に一度、魔ま王おうとの戦争に巻き込まれて大半の根がやられてしまった。今は多くのコミュニティの協力があって、ようやく景観を取り戻もどしたのだ』


　魔王と聞いて、一同は顔を見合わせる。


　グリーはそれに気づかないまま旋回しつつ、ゆっくりと街を下っていく。


『今回の収しゆう穫かく祭は、復興記念を兼かねたものでもある。故ゆえに如何いかなる失敗も許されない。〝アンダーウッド〟が復活したことを、東や北にも広く伝えたいのだ』


　強い意志を込めて訴うつたえるグリー。網あみ目め模様の根っこをすり抜ぬけ、地下の宿舎に着いて耀達を背から下ろす。すると彼は大きく翼つばさを広げて遠い空を仰あおいだ。


『私はこれから、騎き手しゆと戦車チヤリオツトを引いてペリュドン共を追い払はらってくる。このままでは参加者が襲おそわれるかもしれんからな。耀達は〝アンダーウッド〟を楽しんで行ってくれ』


「うん、分かった。気を付けてね」


　言うや否いなや、グリーは翼を広げて旋せん風ぷうを巻き上げながら去っていく。


　その背を見送った耀は、少し困ったように黒ウサギに問う。


「………殺人種なんているんだね。もしも私があの幻げん獣じゆうからギフト貰もらったら、どうなる？」


「分かりません。しかしペリュドンに関しては迂う闊かつに仲良くならない方がよろしいでしょう。襲われる可能性も大きいですし、呪いを受ける可能性もございます。無理に近寄らないのが無難ですよ」


「………そう。分かった」


　強めに釘くぎを刺さされ、少し肩を落とす。


　しかしそんな暇ひまもなく、宿舎の上から次の知った声が掛かかった。


「あー！　誰だれかと思ったらお前、耀じゃん！　何？　お前らも収穫祭に、」


「アーシャ。そんな言こと葉ば遣づかいは教えていませんよ」


　賑にぎやかな声に引かれて上を見る。其そ処こには〝ウィル・オ・ウィスプ〟の少女アーシャと、カボチャ頭のジャックが窓から身を乗り出して手を振っていた。


「アーシャ………君も来てたんだ」


「まあねー。コッチにも色々と事情があって、サッと！」


　窓から飛び降りて耀達の前に現れるアーシャ。


　自じ慢まんの青髪ツインテールを揺ゆらし、ゴスロリ衣い装しようの後ろで手を組みながらニヤリと笑う。


「ところで、耀はもう出場するギフトゲームは決まってるの？」


「ううん、今着いたところ」


「なら〝ヒッポカンプの騎手〟には必ず出場しろよ。私も出るしね」


「………ひっぽ……何？」


　何それ？　と黒ウサギの方へ振り返る。


　口を開こうとした黒ウサギはしかし、ジンの背中を叩たたいて説明役を譲ゆずる。


　コホン、と一間入れたジンは簡単にだけ説明する。


「ヒッポカンプとは別名〝海馬シーホース〟と呼ばれる幻獣で、タテガミの代わりに背ビレを持ち、蹄ひづめに水みず搔かきを持つ馬です。半馬半魚と言っても間ま違ちがいではありません。水上や水中を駆ける彼らの背に乗って行われるレースが、〝ヒッポカンプの騎手〟というゲームかと思います」


「………そう。水を駆ける馬までいるんだ」


　耀は両手を胸の前で組み、強く嚙かみしめる。


　半刻もたたないうちに、二種類も幻獣の情報が聞けたのだ。


　南側は本当に幻獣の宝庫なのだと、実感がわき始めてきたのだろう。


「前夜祭で開かれるギフトゲームじゃ一番大きいものだし、絶対に出ろよ。私が作った新兵器で、今度こそ勝ってやるからな」


「分かった。検討しとく」


　パチン、と指を鳴らして自慢げに笑うアーシャ。


　一方のジャックはジンの前にフワフワと麻あさ布ぬのを揺らして近づき、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをした。


「ヤホホ、お久しぶりですジン＝ラッセル殿どの。何時いつかの魔王戦では御お世せ話わになりました」


「い、いえ。此方こちらこそお久しぶりです」


「例のキャンドルスタンドですが、この収穫祭が終わり次し第だいに届けさせていただきますヨ。その他生活用品一式も同じくです。………しかし〝ウィル・オ・ウィスプ〟製の物品を一式注文していただけるとは！　いやはや、今後とも御ご贔屓ひいきにお願いしたいですな！」


　ヤホホホホホ！　と陽気な声で笑い上げるジャック。


　飛鳥はそっと前に出て、ドレスの裾すそを上げながらお辞儀する。


「お久しぶりジャック。今日も賑やかそうで何よりよ」


「ヤホホ！　それは勿もち論ろん、賑やかさが売りなものですからね！　飛鳥嬢じようもご健勝なようで何よりですよ。前回のゲームではディーンに不覚をとりましたが、何時かリベンジを───」
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「え？」


　隣となりで話を聞いていたジンが疑問の声を上げる。


　飛鳥は慌あわてて話題を変えた。


「そ、そんなことよりもジャック！　貴方あなたはゲームに参加しないの？」


「ヤホホ。私は主しゆ催さい者しやがメイン活動なもので。ゲームの参加者、というのが苦手な性しよう分ぶんなのですよ。今回の収穫祭も招待状が来たので足を運びましたが、目的は日用品の卸おろし売うりです」


「あら、それでは参加者はアーシャ一人だけなの？　楽勝じゃない」


「うん」


「おいッ!!」


　二人の挑ちよう発はつにツインテールを逆立たせるアーシャ。


　それを見てヤホホとカボチャ頭を揺らして笑うジャック。


　箸はしが転んでも笑える人ひと柄がらとは、きっと彼の事だろう。


　その後〝ノーネーム〟一同は、〝ウィル・オ・ウィスプ〟と共に貴き賓ひん客が泊とまる為ための宿舎に入った。土つち壁かべと木造の宿舎だったが、中は意外としっかりとした建て付けにしてある。


　半分が土造りにも拘かかわらず空気が乾かん燥そうしていないのは、水樹の根が常に水気を放出しているからだろう。所々に浮うき出た水樹の根は談話室で椅い子すのようにも扱あつかわれており、その一つに腰こしかけた耀は、大きく息を吐はいて〝アンダーウッド〟の感想を述べる。


「………凄すごいところだね」


「ええ。大自然的というのかしら。北側は建造物が多いのに対して、南側は環かん境きように適して過ごしているように思えるわ」


「ＹＥＳ！　南側は箱庭の都市が建設された時、多くの豊ほう穣じよう神や地母神が訪おとずれたと伝わっています。自然神の力が強い地域は、生態系が大きく変化しますから」


「そうなのね。でも、水路の水すい晶しようは北側の技術でしょう？　似たような物を誕生祭で見たわ」


　へ？　と首とウサ耳を傾かたむける黒ウサギ。


　その隣に座っていたジャックは感心したように答えた。


「良く分かりましたねえ。飛鳥嬢の言う通り、あの水晶の水路は北側の技術ですよ。十年前の魔ま王おう襲しゆう撃げきから此こ処こまで復興出来たのは、その技術を持ち込んだ御お方かたの功績だとか」


「そ、それは初耳でございます。一体何ど処この何方どなたが………」


　黒ウサギを含ふくめ、一同は顔を見合わせる。


　ジャックはカボチャ頭の顎あごっぽいところに手を当てて説明する。


「実は〝アンダーウッド〟に宿る大だい精せい霊れいですが………十年前に現れた魔王の傷きず跡あとが原因で、未いまだ休きゆう眠みん状態にあるとか。そこで〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟のコミュニティが〝アンダーウッド〟との共存を条件に、守護と復興を手助けしているのです」


「では〝龍角を持つ鷲獅子〟で復興を主導されている御方が………？」


「そう。元北側の出身者。おかげで十年という短い月日で、再活動の目め途どを立てられたと聞き及およんでおります」


「………そうですか………凄い御ご仁じんでございますね」


　黒ウサギは胸に手を当て、ジャックの言葉を嚙み締しめる。


　───箱庭最大の災さい厄やく〝魔ま王おう〟に襲おそわれた土地に、颯さつ爽そうと現れて復興を手助けする救世主。


　そんな両者の関係が、〝ノーネーム〟と問題児たちに似ていると思ったのだ。


「ヤホホ。それでは我々は今より〝主催者ホスト〟にご挨あい拶さつへ行きますが………どうです？　此処で会ったのも何かの縁えんですし、〝ノーネーム〟の皆みなさんもご一いつ緒しよというのは」


「ＹＥＳ！　ご一緒するのですよジン坊ぼつちゃん！」


「そうだね。荷物を置いてきますから、少しだけ待っていてください」


　ヤホホ～と陽気に笑って承しよう諾だくしたジャックは、アーシャと共に宿の外で待つ。


　荷物を宿舎に置いた〝ノーネーム〟一同はジャックとアーシャに連れられて地下都市を登り、大樹の中心に在る収しゆう穫かく祭本陣じん営えいまで足を運ぶのだった。





　　　　＊





　───〝アンダーウッドの地下都市〟壁かべ際ぎわの螺ら旋せん階段。


　螺旋状に掘ほり進められた〝アンダーウッド〟の都市をグルグルと回りながら登っていく。深さは精々20ｍといったところだが、壁かべ伝いに登るとなるといささか距きよ離りがある。


　しかし〝ノーネーム〟一同は億おつ劫くうそうな顔など一いつ切さい見せず、初めて訪れた都市に瞳ひとみを輝かがやかせていた。収穫祭ということもあって、出で店みせからは美味おいしそうな薫かおりが漂ただよっている。


　耀は〝六本傷〟の旗が飾かざられている出店に、ふっと瞳を奪うばわれた。


「………あ、黒ウサギ。あの出店で売ってる〝白牛の焼きたてチーズ〟って、」


「駄だ目めですよ。食べ歩きは〝主催者〟への挨拶が済んでから、」


「美味しいね」


「いつの間に買ってきたんですか!!?」


　黒ウサギのツッコミを意に介かいさず、耀は小さな口に含んだ熱々のチーズを手で伸のばす。


　ホクホクと湯気を立ち上らせるチーズは焼き上がり特有の薫りと食感があり、単品で食べていても飽あきが来ない。


　二口、三口、と食べ進める耀の隣で、飛鳥とアーシャが物欲しそうに見つめる。


　それに気がついた耀は、包み紙を二人に近づけて小首を傾げた。


「─────………匂におう？」


「匂う!?」


「匂う!!?　匂うって聞かれた!?　そこは普ふ通つう、『食べる？』って聞くはずなのに『匂う？』って聞いたよコイツ!!」


「うん。だって、もう食べちゃったし」


「しかも空っぽ!?」


「残り香かよ!!　どんなシュールプレイ望んでるのお前!?」


　ペロ、と指を舐なめる耀。


　二人は離はなれていく出店を名残なごり惜おしく見つめながら歩を進める。


　先頭を歩いていたジャックは、姦かしましい女性陣じんのやり取りにカボチャ頭を抱かかえて笑っていた。


「ヤホホホホホ！　いやまったく、春日部嬢じようは面おも白しろいですねえ。賑にぎやかな同士をお持ちで羨うらやましい限りですよ、ジン＝ラッセル殿どの」


「はい。でも賑やかさでは〝ウィル・オ・ウィスプ〟の方が上だと思います」


「ヤホホホホホ！　いやまったく恐おそれ入ります！」


　どの集団よりも賑やかに進む一同は、網あみ目め模様の根を上がって地表に出る。


　しかし長いのはここからなのだ。大樹を見上げた耀は口を開けて呆ほうけたまま問う。


「………黒ウサギ。この樹き、何百ｍあるの？」


「〝アンダーウッド〟の水樹は全長５００ｍと聞きます。境界壁へきの巨きよ大だいさには及びませんが、御ご神木の中では大きな部類だと思いますよ」


「そう………私たちが向かう場所は？」


「中ほどの位置ですね」


「………。そう」


　つまり高度２５０ｍ。それも梯はし子ごや備え付けの足場を伝っていかねばならない。


　耀は面めん倒どうくさそうな様子を隠かくす素そ振ぶりもなく表情に出し、


「………私、飛んで行っていい？」


「春日部さん、いくらなんでも自由度が高すぎるわ」


「ヤホホ！　お気持ちはわかりますが、団体行動を乱すものではありませんよ。それに本ほん陣じんまではエレベーターがありますから、さほど時間はかかりません」


　エレベーター？　と首を傾かしげる一同。


　しかしジャックは説明せずにどんどん歩みを進める。


　太い幹の麓ふもとにまで来ると、ジャックは木造のボックスに乗って全員に手招きをした。


「このボックスに乗ってください。全員乗ったら扉とびらを閉めて、傍そばにあるベルを二回鳴らしてください」


「わかった」


　木製のボックスに備えられたベルの縄なわを二回引いて鳴らす。


　すると上空で、水樹の瘤こぶから水が流れ始めた。


　耀たちが乗っているボックスと繫つながった空箱に、大量の水が注がれているのだ。乗用ボックスと連結している滑かつ車しやがカラカラと回ると、徐じよ々じよに上がり始めた。


「わっ………!?」


「上がり始めたわ！」


「ヤホホ！　反対の空箱に注水して引き上げているのです。原始的な手段ですが、足で上がるよりはよほど速い」


　ジャックが言うとおり、水式エレベーターはものの数分で本陣まで移動した。


　吊つられたボックスを固定する金具を付け、木造の通路に降り立つ。


　木の幹に取り付けられた通路は何枚もの板木を繫げて作られており一見危なく思えたが、乗ってしまえばそんな不安はすぐに消えた。見かけより頑がん丈じような作りなのだろう。


　落ちないように両側にも柵さくが設けられており、身を乗り出さない限りは落ちそうにない。


　幹の通路を進むと、収穫祭の主しゆ催さい者しやである〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟の旗印が見えた。


「旗が一枚、二枚、三枚………七枚？　七つのコミュニティが主しゆ催さいしているの？」


「残念ながらＮＯですね。〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟は六つのコミュニティが一つの連盟を組んでいると聞いております。中心の大きな旗は、連盟旗でございますね」


　黒ウサギが指さす旗印の数は七枚。





〝一本角〟


〝二翼〟


〝三本の尾〟


〝四本足〟


〝五爪〟


〝六本傷〟





　そして中心に連盟旗・〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟が飾られていた。


「これが連盟旗………でも、連盟って何のために組むの？」


「はいな。三つ以上の複数のコミュニティが連盟を持つ場合、その証あかしとして連盟旗を作る事が出来ます。用よう途とは色々御ご座ざいますが………一番はやはり、魔ま王おうに対たい抗こうするためですね」


「魔王に？」


「ＹＥＳ！　例えば連盟加入コミュニティが魔王に襲おそわれた場合、他ほかのコミュニティは助すけ太刀だちの為ためにギフトゲームへ介かい入にゆうすることが可能になるのです」


「………そう。助けに来てくれるんだ」


「まあ、絶対に可能かと言われればそうではありませんし、介入するか否いなかは連盟コミュニティが判断する事ですから。あまりに分が悪いと助けに来てくれない事も多いです。ちょっとした気休めですね」


　そっか、と相あい槌づちを打って旗印を見上げる。他のメンバーは二人が話している間に、本陣入り口の両りよう脇わきにある受付で入場届を出していた。


「〝ウィル・オ・ウィスプ〟のジャックとアーシャです」


「〝ノーネーム〟のジン＝ラッセルです」


「はい。〝ウィル・オ・ウィスプ〟と〝ノーネーム〟の………あ、」


　受付をしていた樹霊コダマの少女は、ハッと顔を上げる。


　彼女はメンバーの顔を一人一人確かく認にんして行き、飛鳥で視線を留めた。


「もしや〝ノーネーム〟所属の、久遠飛鳥様でしょうか？」


「ええ。そうだけど、貴女あなたは？」


「私は火か龍りゆう誕生祭に参加していた〝アンダーウッド〟の樹霊の一人です。飛鳥様には弟を助けていただいたとお聞きしたのですが………」


　ああ、と思い出したように声を上げる飛鳥。


〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟と戦った時に助けた、樹霊の少年の事だろう。


　受付の少女は確信すると、腰こしを折って飛鳥に礼を述べた。


「やはりそうでしたか。その節は弟の命を助けていただきありがとうございました。おかげでコミュニティ一同、一人も欠ける事無く帰って来られました」


「そう、それは良かったわ。なら招待状をくれたのは貴女たちなのかしら？」


「はい。大精霊かあさんは今眠ねむっていますので、私たちが送らせていただきました。他には〝一本角〟の新頭首にして〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟の議長でもあらせられる、サラ＝ドルトレイク様からの招待状と明記しております」


〝ノーネーム〟一同は一いつ斉せいに顔を見合わせて驚おどろいた。


「サラ………ドルトレイク？」


　飛鳥が不思議そうに首を傾げる。その性に聞き覚えがあった。


　振ふり返った飛鳥はジンに向かって問いかける。


「まさか、〝サラマンドラ〟の………？」


「え、ええ。サンドラの姉である、長女のサラ様です。でもまさか南側に来ていたなんて………もしかしたら、北側の技術を流出させたのも───」


「流出とは人聞きが悪いな、ジン＝ラッセル殿どの」


　聞き覚えのない女性の声が背後から響ひびき、ハッと一同が振り返る。


　途と端たん、熱風が大樹の木々を揺ゆらした。激しく吹ふき荒すさぶ熱と風の発生源は、空から現れた女性が放つ二枚の炎えん翼よくだった。


「サ、サラ様！」


「久しいなジン。会える日を待っていた。後ろの〝箱庭の貴族〟殿とは、初対面かな？」


　燃え盛る炎翼を消しよう失しつさせ、樹の幹に舞まい降りるサラ＝ドルトレイク。


　姉妹であるサンドラと同じ赤あか髪がみを長く靡なびかせる彼女は、健康的な褐かつ色しよくの肌はだを大だい胆たんに露ろ出しゆつしている。その衣い装しようは踊おどり子と見み間ま違ちがえるほどに軽装だ。


　強い意志を感じさせる瞳ひとみの頭上には、サンドラよりも長く立派に生え育った二本の龍角が猛たけ々だけしく並び立っていた。亜あ龍りゆうとしての力量を推おし量るにはそれだけで十分だろう。


　サラは一同の顔を一人一人確認すると、受付の樹霊の少女に笑いかけた。


「受付ご苦労だな、キリノ。中には私が居るからお前は遊んで来い」


「え？　で、でも私が此こ処こを離はなれては挨あい拶さつに来られた参加者が、」


「私が中にいると言っただろう？　それに前夜祭から参加するコミュニティは大方出そろった。受付を空けたところで誰だれも責めんよ。お前も他の幼子同様、少しくらい収しゆう穫かく祭を楽しんで来い」


「は、はい………！」


　キリノと呼ばれた樹霊の少女は表情を明るくさせ、飛鳥達に一礼し収穫祭へ向かった。


　残ったサラは一同に目を向けると、口元に僅わずかな笑えみを浮うかばせて仰ぎよう々ぎようしく頭こうべを垂れる。


「ようこそ、〝ノーネーム〟と〝ウィル・オ・ウィスプ〟。下層で噂うわさの両コミュニティを招く事が出来て、私も鼻高々といったところだ」


「………噂？」
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「ああ。しかし立ち話も何だ。皆みな、中に入れ。茶の一つも淹いれよう」


　手招きしながら本ほん陣じんの中に消えるサラ。


　両コミュニティのメンバーは怪け訝げんに顔を見合わせるも、招かれるままに大樹の中へ入って行った。





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟収穫祭本陣じん営えい。貴き賓ひん室。


　耀達が招かれた貴賓室は大樹の中心に位置する場所にあった。窓から覗のぞくと大河の中心になっており、網あみ目め模様の根に覆おおわれた〝アンダーウッド〟の地下都市が見える。


　サラは〝一本角〟の旗が飾かざられた席に座り、耀達へ座るよう促うながした。


「では改めて自己紹しよう介かいさせてもらおうか。私は〝一本角〟の頭首を務めるサラ＝ドルトレイク。聞いた通り元〝サラマンドラ〟の一員でもある」


「じゃあ、地下都市にある水すい晶しようの水路は、」


「勿もち論ろん私が作った。しかし勘かん違ちがいしてくれるな。あの水晶や〝アンダーウッド〟で使われている技術は、私が独自に生み出したもの。盗ぬすみ出したようなことを言うのは止やめてくれ」


　ホッと胸を撫なで下ろすジン。その事が一番気がかりだったのだろう。


「それでは、両コミュニティの代表者にも自己紹介を求めたいのだが………ジャック。彼女はやはり来ていないのか？」


「はい。ウィラは滅めつ多たなことでは領地から離れないので。此処は参さん謀ぼうである私から御ご挨あい拶さつを」


「そうか。北側の下層で最強と謳うたわれる参加者プレイヤーを、是ぜ非ひとも招いてみたかったのだがな」


「………北側、最強？」


　耀と飛鳥が声を上げる。


　隣となりに座っていたアーシャが自じ慢まんそうにツインテールを揺らして話す。


「当然、私たち〝ウィル・オ・ウィスプ〟のリーダーの事さ」


　サラは彼女達を一いち瞥べつし、頷うなずきながら話を続けた。


「そう。〝蒼そう炎えんの悪あく魔ま〟、ウィラ＝ザ＝イグニファトゥス。生死の境界を行き来し、外界の扉とびらにも干かん渉しようできる大悪魔。しかしその実態は余り知られていない。三年前に私が南側へ移い籍せきして以降、突とつ如じよとして頭角を見せたと聞く。………噂によると〝マクスウェルの魔ま王おう〟を封ふう印いんしたという話まであるそうだが。もしも本当なら、六桁けたはおろか五桁最上位と言っても過言ではないな」


「ヤホホ………さて、どうでしたか。そもそも五桁は個人技よりも組織力を重視致いたします。強力な同士が一人居たところで長持ちはしませんよ」


　ジャックは笑ってはぐらかす。表情から読み取ろうにも、カボチャ頭が相手では分が悪い。


　詮せん索さくは出来そうにないと判断したサラは、視線をジンへと移す。


「ジャックの言う通り、強力な一個人では五桁のコミュニティは維い持じできない。その個人を打ち破る者が現れれば、容易たやすく瓦が解かいしてしまうからだ。………その一例が東側の〝ペルセウス〟だろう、ジン？」


「え？」


「ふふ、誤ご魔ま化かすな。最下層の〝ノーネーム〟が五桁の〝ペルセウス〟を打ち破ったのはもう有名な話。それに、例の〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟を倒たおしたのもお前たちだろう？」


「そ、それは………！」


「隠かくさなくていい。今の〝サラマンドラ〟に魔王を倒す程ほどの力は無いからな。強力な助すけっ人とが手を貸したのだろうと思っていた。故郷を離れた私だが、礼を言わせてくれ。………〝サラマンドラ〟を助けてくれてありがとう」


「い、いえ………」


　赤髪を垂れさせて一礼するサラ。彼女の物言いは高圧的だが、不思議と不快には思えない。むしろ彼女の持つ風格には相応だと思えるからだろう。


　サラは一同の顔を一瞥すると、屈くつ託たくのない笑みで収穫祭の感想を求める。


「それで、収穫祭の方はどうだ？　楽しんでもらえているだろうか？」


「はい。まだ着いたばかりで多くは見ていませんが、前夜祭にもかかわらず活気と賑にぎわいがあっていいと思います」


「それは何より。ギフトゲームが始まるのは三日目以降だが、それまでにバザーや市場も開かれる。南側の開放的な空気を少しでも愉たのしんでくれたら嬉うれしい」


「ええ。そのつもりよ」


　飛鳥が笑え顔がおで答える。


　隣に座る耀は、瞳を輝かがやかせながらサラの頭上にある龍りゆう角かくを見つめている。


「どうした？　私の角が気になるか？」


「………うん。凄すごく、立派な角。サンドラみたいに付け角じゃないんだね」


「ああ。コレは自前の龍角だ」


「だけどサラは〝一本角〟のコミュニティだよね？　二本あるのにいいの？」


　小首を傾かしげて問う耀に、苦く笑しよう交じりで返答するサラ。


「我々〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟の一員は身体的な特とく徴ちようでコミュニティを作っている。それは確かだ。しかし、頭に付く数字は無視しても構わない事になっている。そうでなければ、四枚の翼つばさがある種などは何ど処こにも所属出来ないだろう？」


「………あ、そっか」


「後は各コミュニティの役割に応じて分けられるかな。〝一本角〟〝五爪〟は戦せん闘とうを担当、〝二翼〟〝四本足〟〝三本の尾〟は運うん搬ぱんを担当。〝六本傷〟は農業・商業全ぜん般ぱん。これらを総じて〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟と呼ぶ」


「そう」


　耀は短い返事をして、連盟旗を見上げる。


　鷲わしの上体と獅し子しの下半身。巨きよ大だいな翼と強きよう靭じんな四し肢しを持つ鷲獅子。


　通常のグリフォンと違ちがう点があるとすれば、その額に龍角が生えている点だろう。二本ある龍角の一本は醜みにくくへし折れている。


　耀は旗を見つめながら、はてと小首を傾げた。


「………あれ？　なら〝六本傷〟は何を指してるの？」


「〝龍角を持つ鷲獅子〟のモチーフである鷲獅子が負っていた傷と言われている。コミュニティの組み分けとしては…………まあ、全種を受け入れているのではないか？　商才や農業の知識というのは、普ふ通つうに生きているだけでは手に入らないものだからな」


「そっか」


「収しゆう穫かく祭でも〝六本傷〟の旗を多く見かける事になるだろう。今回は南側特有の動植物をかなりの数仕入れたと聞いた。後ほど見に行くといい」


　小さく頭を縦に振ふった耀は───ふっと、黒ウサギと目が合う。


　ポン、と両手を叩たたいた耀は思い出したようにサラに聞いた。


「南側特有の植物って例えば………ラビットイーターとか、」


「まだその話を引っ張るのですか!?　そんな愉ゆ快かいに恐おそろしい植物が在」


「在るぞ」


「在るんですか!?」


　そんなお馬ば鹿かな!??　と、ウサ耳を逆立てて叫さけぶ黒ウサギ。


　耀は瞳ひとみを光らせて、更さらに問う。


「じゃあ………ブラックラビットイーターは、」


「だから何で黒ウサギをダイレクトに狙ねらうのですか!?」


「在るぞ」


「在るんですか!??　ど、何ど処このお馬鹿様が、そんな対兎うさぎ型最恐プラントをッ!!?」


「何処の馬鹿と言われても………発注書なら此こ処こにあるが、」


　バシッ！　とサラの机から発注書を奪うばい取る黒ウサギ。


　そこにはお馬鹿っぽい字でこう書かれていた。


『対黒ウサギ型プラント：ブラック★ラビットイーター。八〇本の触しよく手しゆで対象を淫いん靡びに改造す





　グシャ！





「─────────…………フフ。名前を確かめずとも、こんなお馬鹿な犯人は世界で一人シカイナイノデスヨ」


　ガクリと項うな垂だれ、しくしくと哀かなしみの涙なみだを流す黒ウサギ。


　起き訴そも辞さないのですよッー!?　と大河に向かって魂たましいの叫びを上げる彼女の背に、一同の悲ひ哀あいが集まる。


　哀しみに沈しずんだ黒ウサギはやがて、黒くろ髪かみを光る緋ひ色いろに変へん幻げんさせて立ち上がった。


「………サラ様。収穫祭に招待していただき、誠まことにありがとうございます。我々は今から向かわねばならない場所が出来たので、これにて失礼いたします」


「そ、そうか。ラビットイーターなら最下層の展示会場にあるはずだ」


「ありがとうございます。それでは、また後日です！」


「ちょ、ちょっと黒ウサギ!?」


　グワシ！　と〝ノーネーム〟のメンバーの首を鷲わし摑づかみ、黒ウサギは一目散に去って行った。


　三人を連れたままピョンピョンと流れるように飛び去る彼女を見送り、サラは呆あきれたような声を漏もらした。


「やれやれ。噂うわさ以上に苦労人の様だな」


「ヤホホ！　いや全くですねえ！　では我々も挨あい拶さつしましたし、ここでお暇いとましましょうか」


「ああいや、待ってくれ。お前達にはまだ話がある。出来れば〝ノーネーム〟のメンバーにも伝えて欲しい」


　はて、と視線を交かわすジャックとアーシャ。


　サラは幾いく分ぶん真しん剣けんな顔に成り、二人に用件を伝えた。


「今こ宵よい、夕食時にもう一度来て欲しいと伝えてくれ。十年前に〝アンダーウッド〟を襲おそった魔ま王おう───巨きよ人じん族について、相談したい事があると」





　　　　＊





　───〝アンダーウッドの地下都市〟最下層・展示保管庫。


　ズドォォォォォン!!!　と雷らい鳴めいが轟とどろいた。


　迸ほとばしる稲いな妻ずまが貫つらぬいたのは、全長５ｍはありそうな食兎植物。


　枝の触手、花弁の触手、樹液の触手と様々な触手が生えたカオスプラントは、緋色に髪かみを染めて怒おこる黒ウサギの稲妻に貫かれて燃え落ちた。


　無残に飛び散ったラビットイーターの破は片へんを拾いながら、耀は深々とため息を吐つく。


「………勿もつ体たいない」


「お馬鹿言わないでください！　こんな自し然ぜんの摂せつ理りに反した怪かい植物は燃えて肥やしになるのが一番なので御ご座ざいますっ！」


　フン、と顔を背そむける黒ウサギ。





　その後〝ノーネーム〟は日が暮れるまで収穫祭を見学した。


〝アンダーウッドの地下都市〟にあるバザーや市場を見て回り、農園に植える為ための苗や種子を物色していく。此処でしか見られない毛皮製の商品を驚おどろきながら試着したり、生花で染せん色しよくされた民族衣い装しようを試着したりなど、実に姦かしましく過ごした。


　苗なえや牧ぼく畜ちくについて目め処どは付けたが、ギフトゲームの賞品を手に入れてからでも間に合うだろうという事で保留になった。


〝ヒッポカンプの騎き手しゆ〟を始め幾いくつかのギフトゲームに参加登録をし終えた頃ころ。


　夕焼け色に染まる空を見上げて黒ウサギが呟つぶやいた。


「そろそろ、宿舎に帰りましょうか」


「うん」


　一同は螺ら旋せん状に掘ほられた壁かべを登って行き、宛あてがわれた宿舎にまで来る。


　談話室に集まった耀達は椅い子すに座って一日を振り返った。


「前夜祭は思ったよりギフトゲームが少ないみたいだね」


「ＹＥＳ！　本祭が始まるまではバザーや市場が主体となります。明日は民族舞ぶ踏とうを行うコミュニティも出てくるはずなのです。フフフ、楽しみですねー♪」


　今にも小こ躍おどりしそうな雰ふん囲い気きでウサ耳を左右に振る黒ウサギ。


　何時いつも明るくハイテンションな彼女だが、今回は一層楽しそうである。


　思い返せば、黒ウサギは初めから〝アンダーウッド〟に来ることを楽しみにしていた様にも思えた。


「………ねえ、黒ウサギ。もしかして前々から〝アンダーウッド〟に来たかったの？」


「え？　ええと、そうですね。興味は有りました。黒ウサギがお世話になっていた同士が、南側の生まれだったので」


「同士………？　それって、」


「はい。魔王に連れ去られた仲間の一人で………幼かった黒ウサギを、コミュニティに招き入れてくれた方でした」


　黒ウサギの話に、耀と飛鳥は驚きよう愕がくしたように顔を見合わせる。


「………えっと、それじゃあ……？」


「黒ウサギは〝ノーネーム〟の生まれではないということ？」


　意外な話だった。彼女の献けん身しんぶりを見れば、〝ノーネーム〟が故郷だと思うのは当然だろう。黒ウサギは両手を胸の前で組み、大事な宝物を抱だきしめるように呟く。


「はい。黒ウサギの故郷は、東の上層に在ったと聞きます。何でも、〝月の兎うさぎ〟の国だったとか。しかし絶大な力を持つ魔王に滅ほろぼされ、一族は散り散りに。頼たよる当てもなく放ほう浪ろうしていた黒ウサギを招き入れてくれたのが、今の〝ノーネーム〟だったのです」


　ギュッと両手を強く握にぎり、幸せそうにはにかむ。


　しかし耀と飛鳥は対照的に、言葉を失っていた。


　今の話が本当なら、黒ウサギは二度も魔王に故郷を奪うばわれていたことになる。彼女の献身的な姿勢は〝月の兎〟である以上に、その体験から来ているのかもしれない。


「黒ウサギを同士として受け入れてくれた恩を返すため………絶対に、〝ノーネーム〟の居場所を守るのです。そして耀さんや飛鳥さん、十六夜さんみたいに素す敵てきな同士が出来たと、皆みなに紹しよう介かいするのですよ！」


　ムン、と両りよう腕うでに力を入れて気合いを入れる黒ウサギ。


　耀と飛鳥は見つめ合い、小さく微笑ほほえんだ。


「………そう。ならその日を、とても楽しみにしてる」


「私もよ。………ところでその、黒ウサギの恩人というのはどんな人だったの？」


　飛鳥に問われて、ふっと黒ウサギの瞳ひとみが遠くなる。そして口元に笑えみが浮うかんだ。


　彼女の瞳は過ぎ去った日々を顧かえりみているのだろう。


　宿舎の窓から差し込む朱しゆ色いろの光を見つめながら、黒ウサギは恩人の名をポツリと呟く。


「───彼女の名は、金糸雀様。我々のコミュニティで参さん謀ぼうを務めた方でした」












　第六章







　───二〇一Ｘ年・五月五日。カナリアファミリーホーム門前。


　金糸雀の遺書について連れん絡らくが来てから数日後。


　逆廻十六夜は児童福ふく祉し施し設せつ・カナリアファミリーホームに足を運んでいた。


　真っ白な塗と装そうをされた無骨な建造物の前に立ち、腰こしに手を当てて見上げる。


「帰ってくるのは久しぶりだな、カナリアファミリーホーム」


　クッと喉のどで笑って門前を見上げる。五階建ての真っ白な外観は、初めて見る人間には研究施設のように思われてしまうだろう。


　しかし目を凝こらして見れば、子供の落書きでいっぱいだ。定期的に塗装をして修しゆう繕ぜんしているものの、白地の壁ではどうあっても落書きされてしまうらしい。


　それでも金糸雀が白地の壁に拘こだわったのは、


「だってその方が、子供に好き勝手させてあげられそうじゃない？」


　………つまり、落書きさせる事が前提の白しろ塗ぬりなのだ。


　資金がない児童福祉施設が聞けば憤ふん慨がいする事は間ま違ちがいないだろう。


　十六夜も昔一度だけ落書きしたことがあったが、光速で飽あきたらしい。


「久しぶりにチビ達の顔でも見て行くか………と、」


　門に手をかけた瞬しゆん間かん、十六夜が開ける前に門が開いた。


　それと同時に、二人の少年少女が十六夜を出で迎むかえた。


「ヤッホーイザ兄にい！　焰と一いつ緒しよに待ってたよん！」


「別に待ってた訳じゃないけど………お帰り、イザ兄」


「おう。出迎え御ご苦く労ろうだな鈴すず華か、焰」


　両手を広げて仰ぎよう々ぎようしく労ねぎらう十六夜。この二人は十六夜と同じくカナリアファミリーホームに引き取られた子供たちである。


　健康的な褐かつ色しよくの肌はだとパイナップルの様な髪かみ型がたの少女が、彩あや里ざと鈴すず華か。


　ボサボサの頭に眼鏡をかけた少年が、西さい郷ごう焰ほむら。


　鈴華が十六夜の背中をよじ登っている間に、焰は小首を傾かしげて十六夜に問う。


「俺の作ったヘッドホンの調子はどう？」


「悪くないな」


「そう。よかった」


「そんなことよりイザ兄。変な弁護士がずっとホームに居ついて怖こわいんだよねー。ちょちょいと追っ払ぱらってよ」


　ブンブンと両手振ふりながら、十六夜の肩かたに乗っかる鈴華。


「おいおい、俺を訪ねてきた客だろ？　二、三日居つくぐらい今までもあったじゃねえか」


「それはそうだけど………今回のおっさんは何だか、凄すごく怖いんだよね。変態的な意味で」


「変態？」


「そ。そこそこカッコいいし真っ黒な服も似合ってるんだけど


『お嬢じようさん。私とお茶でもどうですか。結けつ婚こんを前提に』


　とか誘さそわれてドン引きだよ。他ほかの子にも同じこと言ってるみたいだし」


「……………ほお？　そりゃ悪かったな」


　肩車した鈴華の足首を、勢いよく上に持ち上げる。


　バランスを崩くずした鈴華はきゃー、と悲鳴を上げながら三回転して肩から落下。十六夜は彼女を置いて行き、カナリアファミリーホームの中に入って行く。


　受付に居た年配の女性は、十六夜の顔を見るや否いなや嫌いやそうな顔をした。


「………お久しぶりです、十六夜君」


「そう嫌そうな顔するなよ。遺書を受け取ったらさっさと帰るさ」


「そうしてくれると助かります。学校の退学手続きは済ませておきましたよ」


「おう、手間かけたな。俺の客は？」


「ホーム内を散歩すると言っていました。戻もどってきたら教えるから、受付で座ってなさい」


　そうかい、と受付の女性に手を振ってドスンと座り込む。


　途と端たん、十六夜の背後から小さな手が巻きついて来る。


「ねえねえイザ兄ー。あの変態弁護士はー？」


「ホーム内を散歩中だと。またチビ達をナンパでもしてるんじゃないか？」


「げ、マジか。皆みんなが危ない！」


　シュタ、スタタタタタタタ！　と髪かみを揺ゆらしながら去っていく鈴華。


　その背中を見送り、背せ凭もたれに身を預ける。


　しかし間を置かず、ボサボサ頭の焰が隣となりの椅い子すに飛び乗り、


「コレ、新作」


「あん？」


「新作のヘッドホン二号。〝Crescent moon No.2〟。イザ兄にあげる」


　ポン、と膝ひざの上に置かれるヘッドホン。


　十歳になったばかりの焰が作ったにしては随ずい分ぶんと精せい緻ちな造形となっており、ヘッド部分にはトレードマークである炎ほのおのシンボルが貼はられている。


　口数が少ない焰だが、日用品の自主開発には子供らしからぬ情熱を注いでいた。


　十六夜はヘッドホンを手に取ってクルクル回し、焰へ苦笑いを向けた。


「あげるって言ってもな………渡わたすならヘッドホン以外にも何かあるだろ？　何で同じものをダブらせるんだよ」


「イザ兄は目覚まし時計とか使わないじゃん」


「使わないな。でもお前が作った天てん球きゆう儀ぎは良かったぞ。アレは今でも部屋に飾かざってる」


「………アレは、金糸雀先生が手伝ってくれたから作れた。俺一人じゃ作れない」


　そっと顔を伏ふせる焰。


　チッ、と舌打ちしてそっぽを向く十六夜。


「金糸雀先生………本当に死んじゃったんだな。何があっても死なない人だと思ってた」


「病死じゃしょうがねえ。しかも原因不明の病びよう魔まと来た。流石さすがに金糸雀のクソババアでも、手の打ちようがねえだろ」


「………うん」


　更さらに沈ちん鬱うつそうに顔を伏せる焰。


　十六夜は壮そう絶ぜつに面めん倒どうくさそうな顔で一度だけ天を仰あおぎ、新作のヘッドホンを手に取って頭上に取りつけた。


「ん………？　おい、焰。ヘッドバンド部分のサイズが大きすぎないか？　ガバガバだぞ」


「大だい丈じよう夫ぶ。アーム部分を耳に当てて、スライド横にあるボタンを押して。それで頭の形にサイズ調整される。フィット感重視ってやつかな」


「へえ？　目の付けどころは面おも白しろいな」


　ヤハハと笑ってスライド部分にあるボタンを押す。


　カシャン！　とヘッドバンドの部分が折りたたまれると、アーム部分がギュッと十六夜の耳を挟はさみこむ。


「なるほど………けど、少しキツイな。これじゃ音がこもって聞こえにくいんじゃねえか？」


「む………なら、改良してくる。貸して」


　ほい、と十六夜がヘッドホンを渡す───が、その手が固まる。


　十六夜が頭から取ったヘッドホンは、先ほどまでと形が変わっていたのだ。


「………おい、焰。なんだこのヘッドホンの形は」


「ヘッドバンド部分でサイズ調整した結果。バンド部分を折り畳たたんで調整すると、どうしても立ち上がってこうなる」


「そうじゃなくてだな。お前コレ、どう見てもネコ耳じゃねえか」


「おう。〝Crescent moon No.2〟はサイズ調整でネコ耳になる。これで女性受けも間ま違ちがいない」


「へえ？　お前には俺が女に見えるわけか」


「イザ兄にいは広こう告こく塔とう。常にヘッドホンを付けてもらって、〝Crescent moon〟シリーズを広めてもらう」


「おいおい、俺をモデルに選ぶのは値が張るぜ？」


「出世払ばらいでヨロシク」


　短く告げて受付の椅子から立ち上がる。ネコ耳ヘッドを改良するのだろう。


　背中を向けて去っていく焰だが、ふっと足を止めて振り返る。


「………これから部屋に戻るけど、鞄かばんとか預かろうか？」


「ん？　ああ、そうだな。後からヘッドホンと一いつ緒しよに取りに行く」


「分かった。待ってるな」


　そうして鞄を受け取り、今度こそ去っていく焰。


　十六夜は一人きりになり、再度背凭れに身を預ける。


（………。一年ぶりに来たけど、何にも変わってねえな）


　十六夜は天てん井じように付着している染しみを見ながら苦笑いを浮うかべる。





　───このカナリアファミリーホームは、親の居ない子供達を引き取って里親を募ぼ集しゆうするというのが表向きの活動だが、その実情は少し違ちがう。


　世間一いつ般ぱんでは手が付けられないほど特異な問題児たちが集められる場所───と、これだけ聞けば普ふ通つうの児童福ふく祉し施し設せつに聞こえるかもしれない。


　しかしこの場合の〝特異〟とは少々意味が違う。


　家庭環かん境きようが特異なのではなく、少年少女の個人個人が常識から逸いつ脱だつした能力や才能を持っているという意味だ。十六夜を引き取った時に、金糸雀が取り決めた事である。


　とはいえ十六夜のような驚きよう異い的な力を持つ少年少女はおらず、本当に些さ細さいな力が殆ほとんどだ。


　例えば西郷焰は、一度バラバラにした物なら瞬しゆん時じに構造を理解出来る。時間さえあればパソコンを備品から全すべて組み立てることも可能だろう。


　この少年は圧あつ倒とう的な〝理解力〟と〝再現力〟、そして〝創造力〟に長たけていた事で、このカナリアファミリーホームに送られる事になったのだ。





（………けど、そんな不思議っ子を集めていた金糸雀はもういない。焰と鈴華の世代でこのカナリアファミリーホームも終わりだな）


　らしくない郷きよう愁しゆうを感じている事に、一層の苦笑いを浮かべる。


　デジタルの時計で時間を確かく認にんすると、既すでに一五分も経たっていた。このままでは埒らちが明あかないと思い椅子から立ち上がる。


　と、背後に人の気配を感じた。


「───君が、逆廻十六夜君かね？」


「……………」


　内心、驚おどろいた。


　振ふり向いていないから正確な距きよ離りは分からないが、男と十六夜の距離は５ｍも無いだろう。物思いに耽ふけっていたとはいえ、こんな距離まで十六夜に悟さとられずに近づいた男は初めてだった。


（へえ………これは噂うわさ以上に面白いな）


　思えば不思議なことではない。


　相手は金糸雀が遺書を託たくすような弁護士だ。只ただ者ものであるはずがない。


　背後に立つ男に興味が膨ふくらみ始めているのを感じていた十六夜は、嬉き々きとして振りかえり、


「─────………、」


　もう一度、言葉を無くした。


　鈴華からは『黒い服の怪あやしいおじさん』という話を聞いていた。成なる程ほど、確かにその通りだ。


　しかし問題はそこではない。この日本という国で日常的に着用することはまずないであろう、真っ黒な燕えん尾び服ふくに黒い山やま高たか帽ぼう、そして丸い片かた眼鏡めがね。


　似非えせイギリス紳しん士し三点セットっぽい服を着た二十代半ば程ほどに見える男が、微び笑しようを浮かべて十六夜を見ていたのだ。


「………あー、そうだな。ボーラーハットとはいい趣しゆ味みだ」


「うん？　ああ、ありがとう。だが賛辞の前に質問に答えて欲しいね。君が逆廻十六夜君か？」


「そうだ」


　返事をする間、十六夜は燕尾服の男を注視する。


　顔立ちは二十代半ばに見えるが、その佇たたずまいは年ねん齢れい以上に洗練されているようにも見える。細身の身体からだに似つかわしい整った顔も好意的な印象を受けた。


　しかし何より印象的なのは、片眼鏡の奥に光るあの瞳ひとみだ。


　初めは値ね踏ぶみされているのかと思ったのだが、少し違う。幼い頃ころから大人達に値踏みされてきた十六夜は、その独特な不快感が無い事にすぐ気が付いた。


　片眼鏡の奥にある静せい謐ひつな瞳は、十六夜の事を既に見抜いているかのような錯さつ覚かくをさせた。


「………気にくわねえ目だな」


「ふふ、よく言われるよ。金糸雀にも出会い頭がしらに言われた」


「だろうな。それで、遺書はどこにある？」


「奥の一室を借りてある。其方そちらで渡わたそう。何せ量が量だ。持ち運ぶのは重たくてね」


　カツカツとホームの中に入って行く。


　十六夜は黙だまって燕尾服の男の後ろをついて行った。


　五月さつき晴ばれだった日差しは雲に覆おおわれ弱くなり、風が少し冷気を帯びる。


　季節の変わり目で気温が上下しやすく、渡り廊ろう下かから吹ふき込む空気が水気を感じさせる。典型的なにわか雨の前兆だ。


　濁にごり始めた夏空を見上げつつ、目的の部屋まで辿たどりつく。燕尾服の男と共に部屋へ入った十六夜は、部屋の中心に置いてある紙束を見てゲンナリした。


「おい。なんの小説だこれは」


「彼女の自伝じゃないかな？　まあ、義理の息子むすこの義務として大人しく読みたまえ」


　燕尾服の男は窓まど際ぎわに椅い子すを運び、山高帽を傾かたむけて黙る。


　………依い頼らい人を放ほうって昼ひる寝ねである。流石さすがの十六夜も呆あきれ返ったが、今日の目的はこの男ではない。仕方なさそうに席に座った十六夜は厚さ10cmほどもある紙束の封ふうを解き、金糸雀の自伝小説を片付けることにした───





　　　　＊





　───〝アンダーウッドの地下都市〟春日部耀の個室。


　談話室を後にした後、各おの々おのの荷物を部屋まで運び一時解散となった。


　部屋に戻もどった耀は、水樹の根を掘ほり出して藁わら葺ぶきのように敷しき詰つめたベッドに身を投げ出した。といっても、直接藁葺きに跳とび込んだ訳ではない。


　上に被かぶせられた白いシーツの上から寝ねそべったのだ。


「………木の根と藁葺きの匂においがする」


　落ち着く匂いに身を任せ、思わず寝落ちしてしまいそうになる。


　うとうとと眠ねむたげに瞼まぶたを揺ゆらす耀はしかし、ハッと思い出したように顔を上げた。


「………いけない。寝ている暇ひまはない」


　そう。耀は固い決意と約束を胸にこの南側に来たのだ。友達一〇〇匹ぴきとまでは行かないが、一種類でも多くの幻げん獣じゆう達と出会わなければ、順番を譲ゆずってくれた十六夜に顔向けが出来ない。


「………そういえば、十六夜のヘッドホンは見つかったのかな？」


　ふっと、彼が何時いつも着けていたヘッドホンを思い出す。あのヘッドホンは確か、特とく徴ちよう的な炎ほのおのトレードマークが付いていた。


　あれは昔、耀の父が好きだったメーカーと同じマークだった。


（父さんは「今は手に入らないビンテージ物だ」って言ってたけど………十六夜のヘッドホンも、そうなのかな？）


　もしかしたら、それが理由で必死に捜さがしているのかもしれない。しかし箱庭の世界に召しよう喚かんされた時点で、自分たちが持ち込んだ全すべての物品は一点物になると思ったのだが………


「………うん。考えても分からないから、帰ってから聞こう」


　頭を切り替かえる。今は十六夜の心配よりも、彼との約束を優先しなければ。幸いなことに三み毛け猫ねこは散歩に出かけたまま帰ってこない。一人で外に出るなら今しかないのだ。


「一度着き替がえて、街の外に出よう。野生区画なら色んな幻獣達が居るはず」


　ゴソゴソと荷物を取り出し始める。


　私生活からして余り物を必要としない耀である。


　鞄かばんは小さく、必要最低限の物品しか入れてないはずなのに───身に覚えの無いソレが出てきて、耀は一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。


「─────………ぇ、」


　噓うそ、と呻うめく様に呟つぶやく。


　鞄から転がり出た〝ソレ〟は………絶対に、特に、耀の鞄の中には、絶対に有ってはいけない物だった。


「えっと………え、ぇ？」


　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに、耀はフラフラと立ち上がってそのまま部屋の柱に頭を打つ。


　しかしそんな痛みは気にならない、だって、コレが、こんなものが出てきたら、まるで私が十六夜を嵌はめたように思われて───


「耀さん！　緊きん急きゆう事態でございますッ！」


　バタン！　と勢い良く扉とびらを開く黒ウサギ。耀は咄とつ嗟さにソレを背中に隠かくす。


　しかし、突とつ如じよとして響ひびき渡った激げき震しんに、思わず尻しりもちをついて倒たおれこんだ。


「わっ………じ、地じ震しん？」


「違ちがいます！　襲しゆう撃げきですッ!!　〝アンダーウッド〟は現在、魔ま王おうの残党に襲おそわれております！　我々もすぐに協力を───」


　───と、そこで黒ウサギの言葉が切れる。


　彼女の視線は床ゆかに転がった、十六夜のヘッドホンに釘くぎ付づけにされたからだ。


「よ………耀さん………？　どうして、十六夜さんのヘッドホンが此こ処こに………？」


「ち、違ちがっ………!?」


　耀の混乱に一層拍はく車しやがかかる。仕方がないだろう。耀は本当に何も知らないのだ。


　弁明しようにも口くち下手べたが災わざわいして言葉が浮うかばず、互たがいの間に沈ちん黙もくが訪おとずれる。


　堪たまらず黒ウサギが口火を切ろうとしたその時───宿舎の壁かべをぶち抜ぬき、巨きよ大だいな腕うでが二人の間に現れた。


「きゃ………！」


　二人は同時に跳はね飛ばされる。耀が風穴から外を確かく認にんすると、ギョロリと覗のぞく巨大な目玉と視線が合った。


　堪らず跳び退のいた耀だが、襲撃者は構わず巨腕を振ふるって宿舎を薙なぎ倒す。


「耀さん！」


　黒ウサギは体勢を崩くずした耀を庇かばうように抱だきしめ、宿舎の外に飛び出る。


　襲撃者の全身を目もく撃げきした耀は、戦せん慄りつと共に呟いた。


「きょ………巨きよ人じん………！」


　そう───全長三〇尺もある巨きよ軀く。巨大な長刀なぎなたを片手に握にぎる二の腕は、大木のように太い。


[image: ]


　顔には二つ穴がある仮面を着け、ギョロリと瞳ひとみを覗かせている。


　黒ウサギは巨人を見つめながら臨戦態勢をとった。


「ＹＥＳ。彼らは人類の幻獣───それが巨人族でございます！」


「オオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」


　頭を振り、猛たけ々だけしい声を上げて襲い掛かかる仮面の巨人。


　巨大な剣けんを振り下ろした先は亀き裂れつを生み地下都市全体を震しん撼かんさせる。外がい壁へきはその衝撃で崩れ始めている。大樹の根で支えられていなければとっくに崩ほう落らくしただろう。


　耀は大剣の一ひと振ふりを避よけながら黒ウサギに問う。


「魔王の残党って言ってたけど、まさか〝主催者権限ホストマスター〟が………!?」


「違います！　この不ふ埒らち者どもはギフトゲームを無視して襲ってきました！　即すなわち典型的な無法者の集団でございます！」


　黒ウサギの声こわ音ねには明らかに怒ど気きが含ふくまれていた。自由な箱庭に存在する数少ない法律ルールだったギフトゲームさえ破った蛮ばん行こうに、心底腹を立てているのだろう。


　大剣の一振りを避けた二人に、飛鳥の声がかかる。


「春日部さん！　黒ウサギ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「此方こちらは大丈夫でございます！」


　黒ウサギが返事をすると、飛鳥も強く頷うなずいて返す。


　飛鳥はギフトカードを掲かかげてディーンを召喚しようとするが、黒ウサギが慌あわてて止めた。


「ま、待ってください飛鳥さん！　地下都市でディーンと巨人が暴れたら、絶対に崩落してしまうのですよ！」


「じゃあどうすればいいの!?」


「耀さんと一いつ緒しよに地表へ！　外にはもっと多くの巨人族が来ています！　都市内は黒ウサギにお任せ下さいッ!!!」


　言うや否いなや、金こん剛ごう杵しよを掲げて千の稲いな妻ずまを迸ほとばしらせる黒ウサギ。


　仮面の巨人は避ける間もなく大声を上げて倒れた。


　しかし、間かん髪はつ容いれずに頭上から三体の巨人が落下してくる。


「オオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」


　ズドォンッ!!　と落下してきた巨人族は、黒ウサギに鎖くさりを投げつけて捕とらえようとする。しかし彼女には十六夜に匹ひつ敵てきする俊しゆん足そくがある。


　鎖の隙すき間まを縫ぬって巨人族の懐ふところに飛び込み、〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟の稲妻を叩たたきつけた。


「ご安心を！　この程度なら何体来ても黒ウサギの敵ではありません！　御お二人は外の援えん護ごを！」


「わ、分かったわ！」


　飛鳥が承しよう諾だくすると、耀は旋せん風ぷうを巻き上げて飛鳥を拾い上げる。地表に上がる直前、眼下を見た耀の瞳に、崩ほう壊かいした宿舎が映った。


「………っ……！」


　焦あせりが耀の胸を締しめ付ける。あれではヘッドホンも無傷では済まないだろう。自分の無実を証明しようにも、ヘッドホンが壊こわれてしまえばそれも難しい。


　もしも誤解が解けなかったら、今の楽しい生活や関係が全すべて泡あわのように消えてしまうのではないか───


「春日部さん！　外に出るわ！」


「───っ、う、うん」


　飛鳥の声で意識が現実に戻もどる。地下都市から出て視界が開けると、そこは乱戦状態だった。


　平原と大河の岸で、弾はじき合う鋼はがねの音が響く。


　飛び散る火花が、夜の帳とばりを照らし出す。


　轟ごう々ごうと撃うち合う炎ほのおの矢と、竜たつ巻まく風の壁が弾け合う。


　奇き跡せきの結けつ晶しようである〝恩恵ギフト〟を用いた戦争が、〝アンダーウッド〟の麓ふもとで繰くり広げられていた。


「そ、想像以上の事態ね………！」


　巨人族の数はせいぜい二〇〇体といったところだが、敵は一人で十の味方を相手取っている。巨軀の襲しゆう撃げき者一体に、何人もの獣人や幻げん獣じゆうが襲おそい掛かってようやく足止めしているのだ。


　それでも数で勝まさる〝アンダーウッド〟の住人が優勢と思われるが、混乱した戦場には様々な声が飛び交かっている。


「大樹に居る者は灯あかりを消せ！　奴やつらは夜目が利きかないッ!!」


「駄だ目めだ!!　〝二翼〟の奴らには夜目が利かない者もいる！」


「知ったことか!!　このままでは押し切られるだけだろうがッ!!」


「そもそも見張りは何をしていた!?」


　伝でん染せん病びようのように瞬またたく間に広がる混乱。これでは統とう率そつも何もない。〝アンダーウッド〟の住人達は今や、烏う合ごうの衆しゆうとなってバラバラに戦っている。


（駄目だ。今は、目の前の事に集中しないと………！）


　頭の中でスイッチを入れ替かえる。これだけの事態だ。他ほかのことを考えている場合ではない。


「飛鳥。まずはサラを捜さがして状じよう況きようを、」


「それは無理みたいよ」


　飛鳥が即そく答とうする。彼女が指差す方向を見ると、夜空で一ひと際きわ光を放つ人ひと影かげが見えた。


　炎の翼を広げて飛ひ翔しようするサラと、それを追い打つ三体の巨人族。


　一いち瞥べつすると他の巨人より小こ柄がらに見えるが、仮面の他に金属製の冠かんむりと笏しやくや杖つえといった装身具を纏まとう三体の巨人は、明らかに別格の雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。


「サラが戦っているあの三体。あれが敵の主力でしょう。私たちが下手へたに割り込んで均きん衡こうが崩くずれたら、大だい打だ撃げきになるかもしれない。今は混乱している下の戦いを手伝いましょう」


「わかった。それで、どうする？」


　飛鳥は耀に摑つかまったまましばし考え、街の防衛線を見下ろす。


「………これ以上街に侵しん入にゆうさせてはいけないわ。一番危険そうなところに落として」


「大丈夫？」


「ええ。落下途と中ちゆうでディーンを召しよう喚かんして、隙すきができたところを畳たたみ掛かける」


「分かった。私は上空から援護する」


「お願いね」


　バサッ、と飛鳥の真しん紅くのドレススカートが落下の勢いで大きく靡なびく。飛鳥はギフトカードを取り出し、戦火の中心で叫さけんだ。


「来なさい、ディーン！」


　召喚の呼び声と共に、無印の円えん陣じんが浮うかぶ。


　その中心から現れたのは重じゆう厚こうな外装を持つ、紅あかい鉄人形。巨きよ人じん族と同じ背せ丈たけの鉄人が上空から落下する。


　その衝しよう撃げきは大地に巨きよ大だいな亀き裂れつを作り、一帯を震しん撼かんさせた。


「─────ＤＥＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　月夜を揺ゆらす雄お叫たけびが響ひびく。


　その姿に巨人族が、鷲わし獅じ子しが、数多あまたの亜あ人じんたちが戦せん慄りつする。


　突とつ如じよ現れた識別不能の紅い鉄人形。戦線の動きが止まった隙を見て、飛鳥は一いつ喝かつする。


「先手必勝よ！　叩きつぶしなさい！」


「ＤＥＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　大地を踏ふみ抜ぬいて突とつ進しんを仕し掛かけるディーン。身近にいた二体の巨人は仮面の頭を摑まれたまま、後頭部を叩きつけられる。


　堪たまらず、巨人族の戦士も吼ほえた。


「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」


　鉄てつ腕わんを無理やり引き剝はがそうとする巨人だが、ディーンの剛ごう力りきは揺るがない。左右の巨人を連続して叩き付け叩き付け叩き付け、敵の意識を消し飛ばす。


　意識を失った巨人の一体を持ちあげたディーンはそのまま、


「投げつけなさい！」


「ＤＥＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　命令されるまま、他の巨人に向かって叩き付けた。


　巨人も度ど肝ぎもを抜かれただろう。巨きよ軀くの彼らが空中を舞まって胸むな元もとに飛んで来るなど、想像したことも無いに違ちがいない。


　二体の巨人は達だる磨まのように丸く絡からみ合いながら、大河の中ほどまで吹ふき飛ばされた。


　この豪ごう快かいな戦いぶりを上空から見ていた耀は、援護も忘れてポカンと口を開けていた。


「ディーン………凄すごい………！」


　魔ま王おうの側近を容易たやすく葬ほうむったと聞いていたから、ある程度の強さは予想していた。


　しかし想像以上だ。全力で暴れる紅い鉄人形は、巨人族の戦士をまるで寄せ付けない。瞬く間に三体の巨人族を打だ倒とうしてしまった。


　その雄ゆう姿しに〝アンダーウッド〟の士気が一いつ斉せいに高まる。


　これを勝機と見た誰だれかが、大樹の上で〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟の旗印を広げて照らした。


　サラは急加速して三体の巨人を振ふり払はらい、炎のように燃え上がる赤あか髪がみを靡かせて叫ぶ。


「〝主催者ホスト〟がゲストに守られては末代までの名折れッ！　〝龍角を持つ鷲獅子〟の旗本に生きる者は己おのれの領分を全まつとうし、戦せん況きようを立て直せ！」


　一喝に応じて、おおと鬨ときの声が上がる。サラの一喝で己を取り戻もどした各コミュニティは、旗印の下に集つどって本来の役割に就つく。


〝一本角〟と〝五爪〟は最前線に出て雄叫びと共に襲い掛かる。


〝二翼〟と〝四本足〟は戦車チヤリオツトを引いて援えん護ごする。


〝三本の尾お〟と〝六本傷〟は負傷者の運送と物資の供給をこなす。


　一糸乱れぬ動きを見せ始めた〝龍角を持つ鷲獅子〟の同士を相手に、巨人族は徐じよ々じよに戦線を離はなれて後退し始める。上空から戦況を見ていた耀は決着がついたと確信したが───


　刹せつ那な、琴きん線せんを弾はじく音がした。


「………え？」


　反応する間もなく一帯は濃のう霧むに包まれた。眼下の戦場も同じだ。


　上空１０００ｍ地点に浮いている耀の前まで届く濃霧。


　これでは視界などとても役に立たない。


「どうして急に………!?」


「きゃあ!!」


　ハッと我に返って眼下を見る。


　サラを襲っていた三体が、今度は飛鳥とディーンを目標にして襲いかかっているのだ。しかも最悪なことに、他ほかの巨人族に巻きつけられた幾いく重えもの鎖くさりがディーンの動きを鈍にぶくしている。


　ディーンの動きが封ふうじられれば、飛鳥は無防備になってしまう。


「飛鳥───ッ!!」


　耀は旋せん風ぷうを駆く使しして急降下した。ありったけの速度で勢いをつけた耀は、さらに己の重量を〝生命の目録ゲノム・ツリー〟に保管された最も重い獣けものに変へん幻げんさせる。


　大気を突つき破り数多の衝しよう撃げき波はを生みながら打ち下ろされた一いち撃げきは。


「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」


　巨腕の一ひと振ふりで払われた。


「………なっ……!?」


　さながら、蠅はえでも払うように。


　冠かんむりと仮面をつけた巨人族は、耀の全ぜん霊れいの一撃を苦も無く弾き飛ばしたのだ。


　かろうじてガードした耀だが、そのまま大河の水面を何度もバウンドして対岸にまで吹き飛ばされた。衝撃を風圧で和やわらげた為ために無傷だが、もし地面に叩たたき付けられていれば大おお怪け我がを負っていたかもしれない。


　しかしその程度で済んだのは、耀の体が常人より遥はるかに強固であるおかげだ。


（もしこんなのを、飛鳥が受けたら………！）


　きっと───彼女の華きや奢しやな体はコナゴナに砕くだけ散るだろう。


　耀は最悪の想像を、頭を振って払った。


　一刻も早く飛鳥のもとに駆かけつけるため、旋風を巻き上げて飛ひ翔しようする。


　鷹たかの瞳ひとみを持つ耀だが、濃霧に覆おおわれた地上は視界が悪くて見えない。地表ギリギリを全速力で飛ぶ耀の耳には、鋼はがねと鋼が打ち合う甲かん高だかい音と巨人族の雄叫びしか聞こえない。加えて嗅きゆう覚かくも惑まどわされ始めている。何らかのギフトが使われていることは明らかだった。


（こうなったら………！）


　耀は急きゆう上じよう昇しようし、空中で停止する。


　この濃霧がギフトの力なら、此方こちらもギフトの力で対たい抗こうすればいい。


　両手を広げた耀は、ありったけの風を双そう掌しように集め始める。


（飛ぶ以外のことは初めてだけど………きっと出来るはず───！）


　否いな、出来なければいけない。


　出来なければ、飛鳥の命が危ないのだ。


「っ、この………吹き飛べッ────────!!!」


　轟ごうと竜たつ巻まいた風は水平に奔り、やがて立ち昇のぼるように霧きりを搔かきまわす。


　しかし、当然のように出力不足。濃霧が晴れる気配はない。無む駄だな努力で終わるかと思われたがしかし、耀の行動を察した幻げん獣じゆうたちが同時に雄お叫たけびを上げた。


「────ＧＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａ!!!」


　呼応するかのように数多あまたの旋風が巻き上がる。人の言語野では理解できない獣たちの雄叫びだが、耀には一つ一つがはっきりと聞き取れていた。


（グリーと、その仲間たちが………）


　心中でお礼を告げ、霧が薄うすくなったと同時に走り出す。手て遅おくれになっていないことを願いながら、駆けつけた先に───


　拍ひよう子し抜ぬけするぐらい無事な彼女がいた。


「飛鳥………！」


「か、春日部さん………きゃっ！」


　安心した耀は勢い余って飛鳥に飛び込んでしまい、二人は横転する。ディーンから降りていたおかげで落ちなくて済んだが、それでも尻しりもちをついてしまった。


「よかった………！　でもあの状じよう況きようで無傷なんて、やっぱり飛鳥は凄い………！」


「当然よ………と言いたいけれど。私の力で倒たおしたわけじゃないわ」


「え？」


「………。周りを見ればわかるはずよ」


　飛鳥の重い声に促うながされ、周囲を確かく認にんする。


　霧は薄くなり人ひと影かげが見えるようになり始め、巨きよ人じん族の姿が───


「────噓うそ、」


　知らず、呟つぶやいた。


　霧が晴れた先の巨人族は───皆殺しだった。


　鋭えい利りな刃は物もので頭・首・心臓を的確に裂さかれ、一体残らず屍しかばねと化していたのだ。その中には敵の主力と思われる冠かんむりや笏しやくの装身具を着けた三体もいる。


　………耀が飛鳥の元に駆けつけるまで、一分もなかったはずだ。


　なのに戦場にいた巨人族は全すべて、同一の殺害方法で死んでいたのだ。


「まさか………全ての巨人族を、たった一人で………!?　一体誰だれが───!?」


　その事実に戦せん慄りつし、息を呑のむ。


　あの一いつ瞬しゆんに巨人族を皆殺しなど、人じん智ちを超こえた所業である。


　こんな怪かい物ぶつじみたことが出来るのは、彼女の知る限り、たった一人しか───!?


「───お怪け我がはありませんか？」


「ぇ………え？」


　ハッと我に返る。不意の声にすぐさま警けい戒かい心しんを高めた耀だったが、次の瞬しゆん間かんには解いていた。決して意識的に解いたわけではない。


　声の主は亜あ人じんでも、幻獣でも、亜あ龍りゆうの類たぐいでもないが───一目見てわかった。


　この女性が巨人族を皆殺しにしたのだと。


「……………、」


　純白で美しい白はく髪はつを、頭上で纏まとめている黒い髪かみ飾かざり。


　静せい謐ひつさを放つ白いドレススカートと、精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた白銀の鎧よろい。


　顔の上半分を隠かくす、白黒の舞ぶ踏とう仮面。


　全身を白黒で塗ぬり固かためているであろうその姿は、余す事なく巨人族の血で染まっていたのだ。


「………貴女あなたが、巨人族を？」


「……………」


　仮面の女性は答えず、二人を一いち瞥べつして無事を確認する。すると耀たちに背を向け、唯ゆい一いつ血で染まっていない黒い髪飾りと、纏められたポニーテールを揺ゆらして去っていく。


　啞あ然ぜんとその背を見つめる耀。飛鳥は体を起こしながら苦々しく、


「彼女、強いわよ」


　一言だけ告げた。プライドの高い飛鳥が無条件で認めざるを得ないほど、圧あつ倒とう的な実力者ということなのだろう。もしかしたら彼女とは、この収しゆう穫かく祭で競きそい合うことになるかもしれない。そう思うと、二人は無事を素す直なおに喜べなかった。





　二人が沈ちん鬱うつに俯うつむく最中、安全を知らせるための鐘かねが鳴らされた。


　濃のう霧むに覆おおわれていた〝アンダーウッド〟の星空は、耀と幻獣たちの働きによって払はらわれた。


　満天の星々を見上げた耀は、川辺の清せい涼りような空気を背せ伸のびと共に吸い込み、一晩遅おくれの満月を見上げ───


「────────────────ぁ、」


　宿舎にあった、彼のヘッドホンを思い出す。同時に嫌いやな寒気が背筋を奔った。耀は冷や汗あせを搔きながら、すぐさま旋せん風ぷうを巻き上げて宿舎に戻もどるのだった。












　第七章







　レティシアは十六夜の話を聞きながら、蒼そう白はくに冷めていくのを感じていた。


　心中では一心に、只ただ一心に、一つの事を願い続けていた。


　それで事実が変わるなら。


　星の廻めぐりが変わるなら。


　億千万でも願い続ける覚かく悟ごが胸にあった。





　───どうか間ま違ちがいであってくれ。


　───どうか人ひと違ちがいであってくれ。


　───頼たのむから、同名の何なに某がしで有ってくれ。





　そうでなければ………今日までの三年間が、報むくわれない少女が居るのだ。





　　　　＊





　遺書の九割を読み終わる頃ころには、外は豪ごう雨うになっていた。


　通り雨かと思っていたのだが、何時いつの間にか本降りに変わっていたらしい。


　ガタガタと建て付けの悪くなっている窓を揺らす風が、雨の雫しずくを横よこ薙なぎに叩たたきつけている。


　十六夜は豪雨に曝さらされた中庭を見つめ、一人呟いた。


（………そういや、金糸雀と出会ったのもこんな豪雨の日だったな）


　思い出して、クッと喉のどで笑う。


　十六夜は硝子ガラスが水を弾はじく音は嫌きらいじゃなかった。元々、水の奏かなでる音そのものが嫌いではない。だから暫しばらく窓まど際ぎわに身を預け、水の弾ける音と共に遺書の内容を吟ぎん味みした。


（あのクソババア………こんな分厚い遺書を残しておきながら、殆ほとんどが思い出話じゃねえか。作り話でも何でもいいから、もう少し読み手を楽しませようってつもりはなかったのか？）


　やれやれ、と首を振ふる。


　金糸雀の遺書に書かれていたのは、本当に自伝まがいの思い出話だった。


　あの嵐あらしの夜の出会いから、世界中を廻って十六夜を連れ回したこと。


　世界三大瀑ばく布ふを一つ一つ巡めぐり、悪あく魔まが潜ひそむという伝承に挑いどんだこと。


　星は本当に球体なのか、世界は平面に広がっていないのか、自前の船で確かめに行ったこと。


　そんな二人の思い出話を綴つづること約六〇〇ページ。


　………率直に感想を言おう。金糸雀は、極度の親バカだったに違ちがいねえ。


（………。まあ、楽しかったからいいんだけど）


　豪雨は更さらに強くなる。最近快晴が続いていた反動だろうか。まだまだ止やむ気配はない。そんな外の景色を見ていた十六夜は、唯一書かれていなかった思い出があったことに気が付く。


（そういえば………戦場を見に行ったことだけ、一言も書かれてなかったな）


　つぅ、と霜しもに触ふれて苦笑い。


　金糸雀は本当に、十六夜が行きたいと言えばどんなところにでも連れて行った。


　綺き麗れいな水景色が見たいと言えば、水上都市や世界三大瀑布にも連れて行ってくれた。


　壮そう大だいな景色が見たいと言えば、キリマンジェロでもエベレストでも富士でも何ど処こにでも連れて行ってくれた。


　そして十六夜が戦場を見たいと言えば───最も凄せい惨さんな場所に見学へ連れて行ってくれた。


　その旅行の最後に、「二度と此こ処こには連れて来ないから」と金糸雀は告げた。


　戦場に行きたければ、自分の意思と足で行けと、初めて十六夜を突つき放したのだ。だから十六夜も、金糸雀が生きている間は足を運ぶまいと誓ちかった。


　………その程度の信しん頼らい関係はお互たがいにあったんだな、と今いま更さらになって自覚し苦く笑しようした。


（─────………、）


　金糸雀と過ごした七年間。それ以前の十年間。その人生濃のう度どは比べるまでもない。


　純じゆん粋すいに一言、〝楽しかった〟と胸を張って言える日々だった。


　しかしそれでも………胸の奥にある一番空くう虚きよな部分が満たされたかと言えば、否いなだ。





　イグアスの滝たき壺つぼに棲すむ悪魔に挑んだ。そして十六夜は生せい還かんした。人類初の所業だ。


　───しかし、悪魔は存在しなかった。


　神が住まうというキリマンジェロを、僅わずか十歳で踏とう破はした。その景色は神秘に溢あふれていた。


　───しかし、神など存在しなかった。


　星は本当に球体なのか。世界は平面に広がっていないのか。七海の謎なぞを十六夜は走破した。


　───しかし、それは既き知ち内の事だった。


　そんな数多あまたの旅の果て、やがて十六夜は悟さとった。





　世界で一番幻想的フアンタジーなのは、逆廻十六夜という存在なのだと。





　以来、十六夜の気き性しようや奇き行こうは落ち着きを見せ始める。カナリアファミリーホームという居場所を与あたえられてからは、法律を大きく犯おかすような事は何もしていない。


　普ふ通つうの人間なんて所しよ詮せん、斬きって叩いて撃うてば死ぬのだ。


　その事実が十六夜の心の箍たがになり、良心になり、常識になった。


　人間の社会むれで十六夜が暮らしていくには、相応に背せ丈たけを合わせてやらねばならない。


　───〝天は俺の上に人を創つくらず〟


　それを比ひ喩ゆでも何でもない、純然なつまらない事実として彼は受け止めた。


　金糸雀の死後に残ったのは、つまらない世の中を嘲あざ笑わらうような作り笑いだけだった。


（────………。続きでも読むか）


　哲てつ学がくに手を出し始めたら、本格的に老成の始まりだなーなどと思いながら、席に戻もどる。


　むかつく事にまだ六〇ページもありやがる。


　腹が立ったから、一字一句ガッツリ読み込んで誤字でも探してやろうか、と思ってページの最後の一行を読んだ。


『───あ、そうそう。書き忘れるところだったわ。今日、デジタル時計をしてきてるわね？　十六夜君が次に時計を見る日時は、5/5　15:49　48.27秒じゃないかしら？』


「何？」


　思わず独り言が出た。そして反射的に腕うで時ど計けいを見る。


　十六夜のデジタル時計は、5/5　15:49　48.27秒を指していた。


「………。へえ？　どういうことだコレ」


　十六夜の口から喜色の声が上がる。


　言わずもがな、相手は遺書である。ましてや今日訪おとずれる事は誰だれにも知らされていないし、彼自身気まぐれで今日を選んだだけだ。


　十六夜の行動をコンマ数秒まで言い当てるなど不可能なはずだ。


「ハッ、なんだよ。随ずい分ぶん面おも白しろい手品を残してくれたなクソッタレ。さっぱりトリックが分からねえぞクソババア」


　罵ののしりながらも、十六夜の心は弾はずんでいた。久しぶりの昂こう揚よう感だ。


　───そうだ。こうでなくちゃいけない。


　生しよう涯がい俺を楽しませると契けい約やくした女の遺書が、只ただの思い出話で終わっていいはずがない。


　この残り六〇ページこそ金糸雀の最後のサプライズだと確信し、十六夜はページを捲めくった。





『だから、そのクソババアと言うのを止めなさい』





「───っ──!!?」


　ガタンッ!!　と十六夜は勢い良く立ち上がった。そして周囲を確かく認にんし、監かん視しカメラや怪あやしいものが無いことを確認する。


　当然ながらそんなものは出てこなかった。この部屋にある怪しいものは、部屋隅すみの燕えん尾び服ふくの男ぐらいのものである。


　気が付けば十六夜の表情からは笑えみが消えていた。この二枚目の冒ぼう頭とうは異常過ぎる。まるで、十六夜の独り言を聞いていたかのような文脈で書かれていたのだ。


「ハッ………流石さすがは金糸雀主しゆ催さいのラスト・サプライズ。最高に面白いじゃねえか………！」


　十六夜は高鳴る動どう悸きを抑おさえ、まずは筆ひつ跡せきを確かめる。


　しかしそれは紛まぎれもなく金糸雀の物だった。


　………死者がこの時を予想して書いた？　それは素す敵てきな発想だったが、残念なことにファンタジーは五年も前に卒業したのだ。十六夜は訝いぶかしがりながらも、次の文章を読む。


『さて。君も薄うす々うす分かっているとは思うけど、コレは私からの最後のゲーム。〝主しゆ催さい者しや〟は存在しない私。対戦相手も存在しない私。挑ちよう戦せん状も私。よって十六夜君の勝利条件はただ一つ！　存在しない〝私〟と〝君〟を見つけ、入り口に提示せよ───！』


　バサァ！　と前まえ触ぶれなく遺書が舞まいあがり、カナリアファミリーホームの中に散乱して行く。


　屋上に、中庭に、廊ろう下かに、受付に、個室に、談話室に。


　その他ほかに何十ヶ所という場所へ吹ふき飛んで行く。不自然な紙かみ吹雪ふぶきに呆あつ気けに取られていた十六夜だったが、その手元にヒラヒラと舞い落ちた遺書の一枚に目を通し、愕がく然ぜんとした。


『ちなみに一八時迄までに見つからなかったら───私の賞品として、みんなを連れて行きます』


「………な……!?」


　嫌いやな予感がした。〝主催者〟となった金糸雀は絶対に偽いつわりのルールを書かないことを、十六夜は誰よりも知っていた。すぐさま部屋を飛び出して入り口にある受付に駆かけ寄る。


　そして焰や鈴華の個室を探策し、全すべての部屋を確認した。


　しかし何ど処こにも、誰もいない。戦せん慄りつした十六夜は、自然と時刻を確認していた。


　現在の時刻は16:00


　カナリアファミリーホームから、人が雲うん散さん霧む消しようした瞬しゆん間かんだった。





　　　　＊





　───〝アンダーウッドの地下都市〟宿舎残ざん骸がい前。


　巨きよ人じん族の襲しゆう撃げきを退けた後、耀は一直線に宿舎前に戻って来ていた。樹きの根に支えられているとは言っても、中は普通の宿舎である。


　床ゆかが抜ぬければ落ちるし、柱が倒たおれれば瓦が解かいする。


　ましてや巨人の剛ごう腕わんを中に突つっ込まれたのでは、ぐちゃぐちゃになるのは当然だ。


　耀は瓦が礫れきを風で吹き飛ばし、十六夜のヘッドホンを捜さがす。


（お願い………もしヘッドホンが壊こわれてしまったら………！）


　悲痛な思いで願う耀。その心中はアクシデントの連続でぐしゃぐしゃになっていた。


　その中でも、特に耀を追い詰つめたのが───


（南側でも………また、活かつ躍やくできなかった………！）


　あれだけ強い決意で来たのに。


　友人に順番を譲ゆずって貰もらってまで来たのに。


　今度はちゃんと参戦できたのに、手も足も出ないまま敗北してしまった。これでヘッドホンまで壊れていたら、本当に居場所がなくなってしまう。


　強く、強く、強く願われた想おもいは虚むなしく、瓦礫の下から出てきたヘッドホンは、


「…………ぁ、」


　コナゴナだった。辛かろうじて炎ほのおのエンブレムが残っているだけのスクラップだった。


　せめて外装の部分だけでもどうにかなっていたら、箱庭の奇き跡せきで元に戻せたかもしれない。


　しかしコナゴナだった。修しゆう繕ぜんなど一目見て諦あきらめられるほど、無む慈じ悲ひにコナゴナだった。


　耀は震える手で炎のエンブレムを拾い、その場にへたり込んでしまった。


（どうしよう………だって、このヘッドホンは、十六夜が大事にしていた───）


　そう。楽しみにしていたはずの収しゆう穫かく祭を差し置いてまで捜していた、彼の大事な宝物。これを捜すためにコミュニティに残って、代わりに、私に頑がん張ばって来いって、なのに、その宝物を私が盗んだことにされたら…………箱庭で手に入れた大事なものが、一いつ斉せいに瓦解してしまう。


「………春日部さん？　どうしたの？」


　ビクッ!!!　と背筋が跳はねた。後ろから近づいて来る友人の足音が、今は死神の足音に聞こえる。耀の動悸は爆ばく発はつしそうなほど加速していた。


「か………春日部さん？　ちょっと、顔が真っ青よ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「あす……か………！」


　炎のエンブレムを抱だきしめ、震ふるえながら立ち上がる。


　いっそ逃にげようかと脆ぜい弱じやくな意思に囚とらわれそうになったその時───折れた大樹の根が、春日部耀の頭上に降り注いだ。





　　　　＊





　───〝アンダーウッド〟収穫祭本陣じん営えい。


　黒ウサギとジンはその後、サラの許もとに呼び出されていた。元々本陣営に呼び出されていたジンは襲撃時、大樹の中で匿かくまわれていたのだ。


　戦いに参戦出来なかった事を内心恥はじていたが、今はそんな場合ではない。


〝ノーネーム〟と同じく呼び出された〝ウィル・オ・ウィスプ〟のメンバーと共にサラへ問う。


「サラ様。一体これはどういうことですか？　魔ま王おうは十年前に滅ほろんだときいていましたが」


　ジンの追つい及きゆうを聞き、サラは背せ凭もたれに仰のけ反り天を仰あおいだ。


「………すまない。今晩くわしい話をさせてもらおうと思ったのだが、彼奴きやつらの動きが存外早かった。実は両コミュニティを〝アンダーウッド〟に招待したのには訳があったのだ。………話を聞いてくれるか？」


「はい」


「ヤホホ………まあ、聞くだけでしたら」


　即そく答とうするジンと笑って誤ご魔ま化かすジャック。


　サラは身を乗り出し、事情を説明する。


「この〝アンダーウッド〟が魔王の襲撃を受けていたという話は既すでに聞いたな？」


「はい。十年前の話だったとか」


「そうだ。魔王を倒す事は出来たのだが、傷きず跡あとは深く残ってしまった。そして魔王の残党が、〝アンダーウッド〟に復ふく讐しゆうを企たくらんでいるらしい」


「………それがさっきの巨人族だと？」


「そうだ。しかしそれだけとは限らん。私もさっきまで巡じゆん回かいに行っていたのだが、やはり周囲の様子がおかしい。ペリュドンを始め殺人種と呼ばれる幻げん獣じゆうまで集まり始めている。グリフォンの威い嚇かくにすら動じないとなると、何かしらの術で操あやつられている可能性もある」


「なるほど………しかしあの巨人族は、一体どこの巨人族なのですか？　あの仮面は見覚えがありませんが」


　ふむ、とそこで言葉を切る。


　言葉を纏まとめるように悩なやんだサラは、ゆっくりと話を続ける。


「あの魔王の残党は………箱庭に逃げ込んできた巨人族の末まつ裔えい。その混血達だ」


　やはり、と黒ウサギは頷うなずいた。


「箱庭の巨人族はその多くが異界での敗残兵だ。ケルトのフォモール族などが代表格なのだが、北ほく欧おうの者達も多い。敗残してきた経けい緯いから、基本的に戦いを避さける穏おだやかな気き性しようで、物造りに長たけた種なのだが………五十年前に〝侵しん略りやくの書〟と呼ばれる魔ま道どう書しよを手に入れた部族が、〝主催者権限〟を用いて巨人族を支配し始めたのがきっかけだ」


　む、と黒ウサギは考えるようにウサ耳を伏ふせる。


「〝侵略の書〟………？　もしやゲーム名は、Labor Gabalaと呼ばれる物だったのでは？」


「知っているのか？」


「え、ええ。しかし知っていると言っても、ウサ耳に挟はさんだ程度の話で御ご座ざいます。別名では〝来らい寇こうの書〟と呼ばれる〝主催者権限ホストマスター〟で、土地を賭かけ合うゲームを強制できる書だとか」


「そうだ。〝主催者権限〟の中では最もポピュラーな能力とも言える。彼奴らはそれで次々とコミュニティを巨きよ大だいにしていったのだ」


　───しかし、その魔王の一族は戦いに敗れて滅んだ。


　巨人族は敗残兵に戻もどったのだ。


　元が気性の穏やかな一族というならば何故なぜ、この〝アンダーウッド〟を狙ねらい続けると言うのか。サラは椅い子すから立ち上がり、壁かべに掛かけてあった連盟旗を捲まくる。


　その後ろにあった隠かくし金庫から人の頭ぐらいの大きな石を取り出し、一同に見せる。


「この〝瞳ひとみ〟が連中の狙いだ」


「………〝瞳〟？　この岩石がですか？」


「ああ。今は封ふう印いんされているが………開かい封ふうされれば、一度に一〇〇の神しん霊れいを殺す事が出来ると言われている」


　一斉に、息を呑のむ音が貴き賓ひん室に響ひびいた。


　黒ウサギ達は一ヵ月前に神霊の魔王と戦ってきた。その神霊を一度に一〇〇体も薙なぎ倒すという。背筋に戦せん慄りつが奔るのを感じながら、黒ウサギはおずおずと問う。


「一体、これはどんなギフトなのですか？」


「─────………。〝バロールの死眼〟だ」


　ガタンッ!!　と、ジンと黒ウサギは腰こしを浮うかせるほど驚おどろいた。


「バ、バ、〝バロールの死眼〟!!?」


「ご、御ご冗じよう談だんをッ!!?　〝バロールの死眼〟と言えば、ケルト神話群において最強最悪とされた死の神眼!!　視みるだけで死の恩おん恵けいを与あたえる、魔王の瞳ではありませんか!!!」


　血相を変えて声を上げる。しかしその凶きよう悪あくさを考えれば無理もないだろう。


　───〝バロールの死眼〟とは、死の恩恵を与える神眼である。


　紀元前五世紀にまで遡さかのぼって語られるケルト神話に記述された、巨きよ人じん族の王バロールが所持した神眼であり、この瞳が一度瞼まぶたを開けば太陽の如ごとき光と共に死を与えると伝承されている。


〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟が風に乗せて死を運んでいたとするならば。


〝バロールの死眼〟は、光と共に死を強制する瞳なのだ。


「しかし〝バロールの死眼〟はバロールの死と共に失われたはず。それが何故今さら、」


「そうおかしなことではない。聞けば、ケルト神というのは多くが後天性の神霊と聞く。ならば神霊に成り上がる為ための霊格こうせきが確立されていることになる。第二のバロールが現れたとしてもそれはおかしなことではない」


　───サラが述べる通り、神霊は功績を積む事で後天性的に成り上がる事が出来る。


〝黒死斑の魔王〟がそのいい例だろう。


　彼女は八〇〇〇万の死し霊りよう群で在ることとは別に、ハーメルンの笛ふえ吹ふきによる信しん仰こうと恐きよう怖ふを取りこんで神霊に成った。


　神霊への転生とは〝一定以上の信仰を集める〟という試練ゲームを乗り越こえた先にある恩恵なのだ。


「い、言われれば確かに………ケルト神の半分以上は、国こく威いと共に信仰を得た一族です。権けん威いあるドルイド達の信仰が、祖そ霊れい崇すう拝はいと自然崇すう拝はいが主流だったから、とかなんとか………」


「そう。人は信仰を集めれば神に成れる。ケルト神話群はその顕けん著ちよな一例だ。故ゆえに箱庭の中で偶ぐう発はつ的に〝バロールの死眼〟を開眼させる巨人族は、少なからず現れたらしい。一節では〝侵略の書〟の副産物とも言われているがな」


　そう言って視線を落とすサラ。


　視線の先には、魔王の力が宿る瞳。


「連中は何としてもこの神眼を取り戻したいのだろう。適性が無ければ十全の力を発揮しないが、それでも強力なギフトであることは変わりない。私達が収しゆう穫かく祭で忙いそがしい時を狙って、今後も襲しゆう撃げきを仕し掛かけてくるだろう」


「ヤホホ………その襲撃から街を守る為に、私達に協力しろと？」


　ジャックとアーシャはあからさまに嫌いやな顔をした。彼らは戦せん闘とう能力こそあるが、武ぶ闘とう派はのコミュニティではない。彼らはあくまで物造りが主体のコミュニティである。


　前回のように巻きこまれたならともかく、進んで戦いに臨のぞむのは主義に反するのだろう。


　アーシャはツインテールを左右に振ふって難色を示す。


「確かにウィラ姐ねえは強いよ。でも、性格が致ち命めい的てきに戦闘向きじゃないんだよね。だから滅めつ多たなことじゃギフトゲームにも参加しないし。それにこの件はまず、〝階層支配者フロアマスター〟に相談するのが筋ってもんだろ？　相手はギフトゲームすら無視する無法者だぜ？」


　アーシャの指し摘てきに、サラは沈ちん鬱うつそうに黙だまりこむ。その指摘は正しかった。


〝階層支配者〟とは今回のように無法行こう為いを行う連中を裁くのが使命。ましてや相手は〝主催者権限ホストマスター〟すら持っていない無法者である。問答無用で虐ぎやく殺さつされても文句は言えない。


　しかしサラは、辛つらそうな瞳を向けて首を横に振った。


「残念ながら………現在南側に〝階層支配者〟は存在しない」


「………は？」


「先月のことだ。時期としては〝黒死斑の魔王〟が現れたのと同時期になる。七〇〇〇〇〇〇外門に現れた魔王に〝階層支配者〟が討うたれたのだ。その後の安否は今もわからん。しかも魔ま王おうの正体も不明ということ」


「なっ………!?」


　予想外な回答に絶句するアーシャ。他ほかの二人も同様だ。まさか〝階層支配者〟が不在になっているとは思っていなかったのだろう。


　サラは瞼を閉じて天を仰あおぎ、南側の現状を話す。


「巨人族が暴れ始めたのはそれからのことなのだ。本来なら〝アンダーウッド〟に移住してくるはずだった〝一本角〟の同士………ユニコーンの群れも、奴やつらの襲撃で壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けたらしい。以後、連れん絡らくも途と絶だえたままだ」


「そ、そんな………!!」


　黒ウサギは蒼そう白はくになった。それではトリトニスの滝たきで出会ったユニコーンも無事では済まないだろう。


「我々は白夜叉様に代行として、南側から新たな〝階層支配者〟を選定して欲しいと相談した。しかし秩ちつ序じよの守護を司つかさどる〝階層支配者〟にふさわしいコミュニティはそう見つかる物ではない。そこで白夜叉様から話を持ちかけられたのが………〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟の五桁けた昇しよう格かくと、〝階層支配者〟の任命を同時に行うというものだった」


　ハッと黒ウサギとジンが察したように息を呑む。


「で、ではこの収穫祭は、〝龍角を持つ鷲獅子〟の五桁の昇格と〝階層支配者〟の任命を賭かけたゲームなのですか!?」


「そうだ。〝階層支配者〟になれば〝主催者権限〟と共に強力な恩恵ギフトを賜たまわる。巨人族を殲せん滅めつするには〝主催者権限〟を用いたギフトゲームで挑いどむしかない。南側の安あん寧ねいのためにも、この収穫祭は絶対に成功させねばならないのだ」


　強固な決意で宣言するサラ。初めて知る真実に言葉を無くす一同だが、黒ウサギは同時に納なつ得とくもしていた。


　───〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟は、下層で有数の規模を持つ連盟だ。


　遥はるか遠い〝ノーネーム〟の外門にさえ〝六本傷〟の分家が存在している。そして規模と同様に、活動の歴史も長い。


　その由ゆい緒しよある連盟の議長席に、新参であるはずのサラ＝ドルトレイクが座っている。如何いかに南側の住人が大らかな気き性しようとはいえ、群れの主ともいえる議長席を易やす々やす譲ゆずるはずがない。縄なわ張ばり意識の強い一部の幻げん獣じゆうなどは特にそうだろう。


　しかしサラは、〝階層支配者〟である〝サラマンドラ〟の元・跡あと取とり娘むすめである。


　その経験を見込まれ、僅わずか三年という所属歴で議長に任命されたのだろう。


（彼女は御お父上の隣となりでずっと〝階層支配者〟の活動を見てきたはず。〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の将来を見み据すえれば、彼女を議長に据すえるのは当然の流れだったのかも）


　黒ウサギはサラのことを詳くわしく知らないが、〝サラマンドラ〟は元同盟コミュニティだ。その跡取り娘だっただけに、噂うわさ程度は聞いていた。彼女が星せい海かい龍りゆう王おうの角を継つげば、〝サラマンドラ〟は最盛期を迎むかえるだろうと噂されていたほどの逸いつ材ざいである。


　しかし当のサラは、憂ゆう鬱うつ気げに赤あか髪がみを触さわって苦く笑しようを浮かべた。


「次期〝階層支配者〟という立場を捨てて〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟に身を置いた私が、南側の〝階層支配者〟になろうとしている。さぞ滑こつ稽けいに見えるだろうが………今は手段を選んでいる場合ではない。南側の安寧の為にも、両コミュニティの力を貸していただけないだろうか？」


「そう言われましてもねえ………」


　ジャックは事情を聞いてもまだ難色を示す。


　それでも引けないサラは、〝バロールの死眼〟の上に手の平を載のせ、


「無論、タダとは言わん。多くの武功を立てたコミュニティには、この〝バロールの死眼〟を与あたえようと思う」


「は………!?」


「聞けばウィラ＝ザ＝イグニファトゥスは生死の境界を行き来する力があると言う。ならばこの〝バロールの死眼〟も使いこなせよう。我らの手元で腐くさらせておくよりは、彼女の下もとで力を振るった方が有益というもの。………どうだろう、ジャック」


「それは………まあ、おっしゃる通りですが。ウィラならば〝バロールの死眼〟の適性は高いでしょう。しかし、我々以外のコミュニティに渡わたったときはどうするのです？　下層でウィラ以外に〝バロールの死眼〟を使いこなせる例外など………きっといませんよ？」


　───チラ。とジャックが黒ウサギたちを見る。


　口ではこう言っているが、〝ノーネーム〟は別だとも思っているのだろう。


　サラもその視線に気づき、頷うなずいて返す。


「安心して欲しい。〝バロールの死眼〟を譲じよう渡とするのは〝ウィル・オ・ウィスプ〟か〝ノーネーム〟の何いずれかに限らせてもらう予定だ」


「ぼ、僕たちもですか？」


「し、しかしサラ様。黒ウサギ達の同士に適性持ちはいないと思われますよ？」


　難色を示す二人に対して今度はサラが驚おどろき、思い出したように切り出した。


「すまない、すっかり忘れていた。実は白夜叉様から〝ノーネーム〟へ、新たな恩恵ギフトを預かっていたのだった」


「え？」


「話は聞いているだろう？　The PIED PIPER of HAMELINをクリアした報ほう酬しゆうのことだ。アレさえあれば〝バロールの死眼〟を使いこなすことが出来るはず」


　パンパン、とサラが両手を叩たたいて使用人を呼ぶ。


　使用人は両手に小箱を持ち、蓋ふたには向かい合う双そう女め神がみの紋もんが刻まれている。


〝サウザンドアイズ〟の旗印で封ふう印いんされた小箱を渡され、ジンは面めん食くらって驚く。


「これが、新たな〝恩恵ギフト〟………？」


「そう。お前たちは〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟主催ゲーム、The PIED PIPER of HAMELINを全ての勝利条件を満たしてクリアした。これはその特別恩賞。開けてみるといい」


　ジンは神しん妙みような顔で頷き、小箱の封ふうを解く。


　小箱の中には笛ふえ吹ふき道どう化け───〝グリムグリモワール・ハーメルン〟の旗印を刻んだ指輪が入っていた。





　　　　＊





（………此こ処こ、何ど処こ？）


　耀が目を覚ましたのは、緊きん急きゆうの救護施し設せつとして設けられた区画だった。運び込まれている者達は先ほどの襲しゆう撃げきで戦った者たちばかりだ。


　戦いの負傷以外で運ばれた耀は、少し恥はずかしくてベッドの上で丸く体を縮ませた。


　………気を失って運ばれたのは、すぐ理解した。


　後頭部に鈍にぶく響ひびく痛みは、きっとタンコブだろう。触れば少し膨ふくらんでいる。問題は、瓦が礫れきと樹の根に潰つぶされたはずの自分が、その程度の怪け我がで済んだという事実だ。


（………私、）


「あら、気が付いた？」


　ベッドを仕切るカーテンの向こうから、飛鳥が現れる。


　その腕うでに巻かれた包帯を見て、耀は深く息を呑のんだ。


「飛鳥………！　その腕の傷、」


「ああ、これ？　軽く擦こすったぐらいよ。気にしなくていいわ」


　よっこいしょ、と椅い子すに座る飛鳥。それで全てを把は握あくした。


　彼女が身を挺ていして、自分を助けてくれたのだと。


「………飛鳥、」


「それより春日部さん。コレについて、説明してくれる？」


　スッと差し出したのは、炎ほのおのエンブレム。


　十六夜のヘッドホンに付いていたトレードマークだ。彼女がこれを持っているということは、ヘッドホンが壊こわれたことも知っているのだろう。


　責められると思った耀は、ベッドの中で更さらに小さく蹲うずくまる。


「春日部さん。………貴女あなたがヘッドホンを持ちだしたの？」


「……………、」


「それとも違ちがうの？」


「………違う」


　静かに呟つぶやき、ヒョコッとベッドから顔を覗のぞかせる。


　飛鳥は両りよう腕うでを組んだまま、難しそうな顔で悩なやむ。


「じゃあ、春日部さんは全く無関係という事でいいのかしら？」


「………分からない。けど、私の鞄かばんの中に入ってた」


「入れた覚えは？」


「無い」


　即そく答とうする。それは事実だ。彼女が準備をした時には確かに入っていなかった。


　しかし、どうやって鞄の中にヘッドホンが入り込んだのか。


「ええと、話を纏まとめるとこういうことね。春日部さんが荷物をまとめた後、犯人は十六夜君のヘッドホンを持ち出し、春日部さんの荷物の中に紛まぎれ込ませた。………これが可能なのは？」


「───……私？」


「春日部さん以外でっ！」


　苦笑いしながら言いなおす飛鳥。自分の事を微み塵じんも疑ってない友人の発言に、少し元気を取り戻もどす。耀はゆっくりと身体からだを起こした。


「そ、そんなこと言われても………私以外でそんな事が出来るのは───」


　───ハッと息を呑み、連想する。


　耀は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔に成った後、


「………飛鳥。そのエンブレム、貸して」


「え？　どうしたの急に」


「犯人の匂におい。残ってるかも」


　ポン、と両手を打つ。耀の嗅きゆう覚かくは犬並みだということを忘れていた。


　どうやらかなりパニックになっていたらしい。随ずい分ぶんと初歩的な方法を見落としていた。耀のギフトはこういう状じよう況きようでこそ無類の力を発揮するギフトなのだ。


「─────………」


「どう？」


「………うん。やっぱり残ってた」


　けど、とまた顔が歪ゆがむ。耀にはどうして彼がそんな事をするのか分からなかった。今まで一度も耀を困らせたことなど無かったのに。


　何か事情があったのかと悩む耀だが、カーテンの向こうの声に、ハッと顔を上げる。


「えっとっと、〝ノーネーム〟の春日部耀さんと。此処でいいですか、三み毛け猫ねこの旦だん那なさん？」


『ありがとな、鉤かぎ尻尾しつぽの姉ちゃん。此処まででええよ』


「いえいえ。あんな複雑な事情を聞いて見て見ぬふりをしては〝六本傷〟の名折れです。力不足は承知ですが、クッション役にでも成りますよ」


　シャラ、とカーテンが開く。現れたのは二一〇五三八〇外門の噴ふん水すい広場にカフェテラスを持つ、鉤尻尾の店員と三毛猫だった。


「どうもですよー常連さん！　向こうの方で打ちひしがれていた、三毛猫の旦那さんを連れてまいりましたー！」


『うおおおおい！　そんな暴ばく露ろは必要ないやろ！』


「えー？　でも本当に、この世のドン底みたいな顔で参ってたじゃないですか」


『そ、そ、それは姉ちゃん、色々と事情が………』


「………三毛猫」


　ギクゥ！　と三毛猫が店員の猫ねこ娘むすめの腕の上で跳はねる。


　三毛猫を受け取った春日部は、哀かなしそうな顔で問う。


「どうして………？」


『そ、それは………お嬢じようが余りにも不ふ憫びんやったから………仕返しにって、』


「……………、」


　そんな事で───と責めたい気持ちが、幾いくつも浮うかんでは消えた。


　耀は冷静になり、瞼まぶたを閉じて顧かえりみる。


　───このまま三毛猫が犯人だと十六夜に突つき出す事は簡単だ。


　しかし、その原因は本当に自分に無いだろうか？


　元はと言えば、自分の弱さが原因だったのではないだろうか？


　それに三毛猫の飼い主としての責任もある。このまま全すべての結果だけを十六夜に突きつければ、それこそ自分達の関係は崩ほう壊かいしてしまうだろう。


「………飛鳥」


「何？」


「やっぱり犯人が分かっただけじゃ駄だ目めだ。何とかしてヘッドホンを直さないといけない。………手伝ってくれる？」


「ええ、喜んで」


　ベッドから降りて、気持ちを一新する耀。


　此こ処こは箱庭の世界。きっと何か奇き跡せき的な方法があるはずだ。二人は方法を探さぐる為ため、もう一度宿舎へ急いだ。












　第八章







　───カナリアファミリーホーム。[image: ]　17：38


　十六夜は散らばった遺書を全て集めると、窓まど際ぎわでずっと眠ねむっていた燕えん尾び服ふくの男を椅い子すごと蹴けり上げた。


「うわお!?」


「うわお！　じゃねえよ。何時まで寝ねてるんだこの似非えせ弁護士」


　若じやつ干かん余よ裕ゆうの無い声で燕尾服の男を責める十六夜。


　不ふ貞て腐くされながら起き上がった男は山やま高たか帽ぼうをパンパンと払はらってかぶり直し、首を傾かしげる。


「それで、何の用だい。ゲームの決着は付いたのかな？」


「いいや。まだ肝かん心じんな点だけが解けてない」


「………ほお？　つまり大まかには解けた訳だ」


　キラリ、と片かた眼鏡めがねの縁ふちが光る。


　十六夜は集めた六〇〇ページの遺書を見せて解を提示する。


「出題は『存在しない〝私〟と〝君〟を見つけ、入り口に提示せよ』


　まず当然だが、存在しない物を提示することは出来ない。これは形ある何かの比ひ喩ゆだと推測出来る。───ではなんの比喩なのか。答えはその前の文章にある」


〝主しゆ催さい者しや〟は存在しない私。


　対戦相手も存在しない私。


　挑戦状も私。


「他ほかの二文と違ちがってこの一文だけが存在が確立されている。挑戦状＝遺書と置き換かえるなら、遺書の中で唯ゆい一いつ語られることの無かった〝私金糸雀〟と〝君十六夜〟のエピソード。───即すなわち戦争見学が、〝存在しない私と君〟の解答だ」


「おお………正解だ、十六夜君」


　パチパチと手を叩たたく燕尾服の男。しかしそれ以上のアクションは無い。


　十六夜はスゥッと目を細めて男を威い嚇かくする。


「………お前が〝入り口〟じゃないのか？」


「私が？　面おも白しろい推理だね。是ぜ非ひ聞かせて欲しいな」


　微び笑しようを浮かべる燕尾服の男。十六夜は先に時計を確かく認にんする。


　現時刻は17:40となっていた。説明している時間は余りないが、他にあてもない。


「………此処からの推理は俺的に眉まゆ唾つばなんだが。遺ゆい言ごん書しよには〝みんなを連れていく〟と書いてあった。これをストレートに解かい釈しやくするなら、死者の世界に連れていくという意味だ」


「ほうほう。それで？」


「つまり手紙が指している入り口ってのは、死者の世界への入り口………だと、思うんだが」


　珍めずらしく言葉を濁にごす十六夜。


　燕尾服の男は興味深そうに顎あごを撫なでてクックッと笑う。


「ふふ。つまり私は死者の国の水先案内人だと？」


「いいや………そんなチャチなもんじゃないと思っている」


「というと？」


　ズイ、と山高帽を傾かたむけて迫せまる男。


　十六夜は警けい戒かいと疑心を高めながら口にした。


「───南米にはあるんだよ。燕尾服と山高帽を常備する、生と死の神しん霊れいを祀まつる宗教が」


「………ほお？」


「神霊の名は〝十字架の男爵クロア＝バロン〟。生と死、人界と神界が交わる永遠のクロスポイントに立つと伝えられる燕尾服の死神。………そしてその死神は、生命という側面から全知を得るという」


　十六夜は真っ直すぐに燕尾服の男の片眼鏡を覗のぞきこむ。


　この世の全すべての生命に通じるという瞳ひとみなら、遺書に細工をして書きかえる事も可能だろう。


〝十字架の男爵〟と呼ばれた男は、やれやれと首を左右に振ふる。


「成程ね。実に面白い推理だ。しかし口にしている君自身は、随ずい分ぶんと半信半疑なようだが？」


「……………、」


「ふふん？　思ったより疑い深いな。君の性格を鑑かんがみると、もっとテンション上げて喜ぶと思ったのだがね。………しかしそうだな、君の疑問に二つ答えよう。まず遺書についてだが、私は手を加えていない。その遺書は正しよう真しん正しよう銘めい、金糸雀の書いたものだ」


「………もう一つの疑問は？」


　燕尾服の男は、ニヤァと口元を歪ゆがめ。





「───ご名答。私はクロア＝バロン。〝神々の世界ギネー〟への道を預かる神霊ロアの一人だ」





　ユラリ、と燕尾服を揺ゆらして立ち上がる。途と端たんに男の存在感が肥大した。


　十六夜は一歩、二歩と下がって燕尾服の男───〝十字架の男爵クロア＝バロン〟から遠ざかる。


「………ハッ、なるほど。特大のハッタリ、というわけでもなさそうだな」


「無論だよ。しかし君は、今も疑い続けているようだね？」


「そんなことねえよ。………と言いたいが、アンタが相手じゃ強がりにもならないな」


　飄ひよう々ひようと肩かたを竦すくめる背中は、今も冷や汗あせが流れている。


　十六夜のその姿に〝十字架の男爵〟はガッカリしたように肩を落とした。


「………成なる程ほど。金糸雀が心配するわけだ」


「何っ？」


「ツマラナイ奴やつだと言ったんだ、十六夜君。いやはやまったく残念無念の吃驚びつくり仰ぎよう天てん、的外れの当て外れ。やれやれ、君はもっと面白い人間だと聞いていたのだがね。それだけ強大な超ちよう常じようの力を宿しながら、それを解放する術すべを無くしてしまっている。精神的な封ふう印いんと言ってもいい。───単刀直入に言うと、君はこの世界に適応しすぎてしまった。そんな状態でゲームをクリアさせるわけにはいかんなあ」


　カツン、と靴くつを鳴らす。山高帽を押さえながら燕尾服を揺らして一歩近づく。


　刹せつ那な、暴風は小部屋の窓を全て打ち砕くだき、雨風で二人を濡ぬらした。


「まずは荒あら療りよう治じだ。我が領地───生と死の交差点へ誘いざなおうッ！」


　硝子ガラスの破は片へんは暴風に乗って渦うずを巻き、小部屋の壁かべを紙でも切るように崩くずしていく。


　小部屋の足場はやがて無くなり、十六夜は虚こ空くうへ落ちていく。


　全身を覆おおう落下の感かん触しよくは、未知と呼ぶには余りに不気味。重力に身を任せた落下ではなく、世界そのものが希き薄はくになっていくイメージ。


　不安と恐きよう怖ふしかない暗くら闇やみに落ちていく最中───十六夜は、不思議な昂こう揚よう感を感じていた。


（───まさか………本物なのか………？）


　走そう馬ま灯とうのように流れたのは、金糸雀と二人で旅をした日々の事。


　───悪あく魔まが潜ひそむという瀑ばく布ふに挑いどんだ。


　───神霊が座すという霊れい山ざんに挑んだ。


　───海の果て、星の果てまで探しにいった、胸の奥を埋うめる最後の一欠片かけら。


　それが見つかるかもしれないという期待感に昂揚しながら、十六夜は何ど処こまでも暗闇に落ちて行く。


　再構築されていく足場は、同時に山形に伸のびて灰色の塔とう群を作り出す。


　世界の上下、空と大地が出来た途端、体は反転し空に向かって落ちていく。


　半球体状に広がる大地が、何処までも遠ざかっていくのを不思議そうに眺ながめていると───何故なぜか、背中が平らなものに衝しよう突とつした。


　十六夜はすぐさま立ち上がり、一帯を確かく認にんする。


「………どういうことだ、おい………!?」


　見れば、空なんてなかった。


　灰色の塔群は何時の間にかビルディングに成り代わり、見知らぬ都市を造り上げていた。


　透とう明めい色のガラス張りされたビル群の下は歩道と車道が綿密に作られており、まるで新品の模型のような精度だ。


　十六夜がミニチュアのようだと感じたのは、生活感を一いつ切さい感じられないからだろう。


　しかし、そんなものは些さ細さいなことだ。


　十六夜が驚きよう愕がくしたのは、球体の内側のように閉じられた世界に対してである。


（天地の全すべてが地続きに続いている………これが生死の世界………!?）


　そう。ボールの内側に作られた世界、と例えればわかりやすいだろう。


　球体の世界に並列して建築されたビル群と、左右上下に上り坂が続いている車道。


　十六夜が啞あ然ぜんと見み渡わたす街並みの中に、人ひと影かげが見えた。


「君のための特注だ。気に入ってくれたかな、十六夜君」


〝十字架の男爵クロア＝バロン〟は小さなビルの屋上から十六夜に声をかけ、跳ちよう躍やくして眼前に降り立つ。


　燕えん尾び服ふくに包まれた両りよう腕うでを大きく広げ、十六夜に宣言した。


「さあ、ここからは私が主しゆ催さいのボーナスステージ。君が世界より授さずかった強大な力………このクロア＝バロンに、提示してみせるがいいッ────!!!」
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　刹那、燕尾服の男は影かげとなって車道を這はうように突とつ進しんする。


　反応が遅おくれた十六夜は影に捕つかまり、首筋を摑まれて地面に叩たたき付けられた。


「テメェ………！」


　十六夜は手首を摑み、捻ひねり上げる要領で組み伏ふせようとする。しかし燕尾服はまたも影となって実体を無くし、十六夜の背後に回り込む。


「ハハ、優やさしいなッ！　神霊に命を狙ねらわれて、取り押さえようとする人間はそういないぞッ！」


　嘲ちよう笑しように似た笑い声を上げ、十六夜の背中を蹴けり上げる。


　十六夜の体は宙を舞まい、空に向かって直進し、対極にあるビルの屋上を貫つらぬく。


　コンクリートと鉄筋を幾いく重えにも破って、ようやく勢いが止まる。


〝十字架の男爵〟も、その後を影となって追う。十六夜が吹ふき飛ばされた軌き跡せきには、砲ほう弾だんでも撃うち込まれたように建造物が倒とう壊かいしていた。


「………む。少しやりすぎたか？」


　山やま高たか帽ぼうを傾かたむけ、眉まゆを顰ひそめて呟つぶやく。自省の意味で口にしたのではない。　楽しむ間もなく終わらせてしまった、という意味だ。


　───〝十字架の男爵〟は生と死の神しん霊れいであると共に、愛と情じよう欲よくの神でもある。


　それもラム酒を片手に、騒さわぎながら交じり合う粗そ暴ぼうで猥わい雑ざつな愛を司つかさどる神霊だ。


　喜き悦えつ愉ゆ悦えつは彼の属性。なのに、酒さか瓶びんを開ける間もない時間でゲームを終わらせてしまっては物足りないにも程ほどがある。


（金糸雀の懸け念ねんは当たっていたか。こんな少年を箱庭に送り込んだところで───）


「───おい、糞くそメガネ」


　何っ？　と驚おどろいて振ふり返る。ビルの貫かん通つう痕こんはまだ続いているのに、背後から声がかかったからだ。決して『糞メガネ』に反応したわけではない。


　しかしそんな驚きと怒いかりも、スグに消し飛んだ。


〝十字架の男爵〟の背後には────第三宇宙速度でぶっ飛ぶビルが接近していたからだ。


「は────ッ!!?」


　絶句、という言葉を彼は長い生しよう涯がいで初めて使った。


　その馬ば鹿かげた速度、影になって捌さばく暇ひますらない。


〝十字架の男爵〟は即そく座ざに右手を前に差し出し、陽炎かげろうのように揺ゆれる闇やみを展開した。


　第三宇宙速度で吹き飛んだビルは闇に触ふれた部分だけ切り抜ぬかれたように消しよう滅めつし、そのまま瓦が礫れきとなって何十棟とうものビルを倒壊させた。


「───へえ？　守りに入ったということは………今の一いち撃げきなら、致ち命めい傷しようを与あたえられると思っていいのか？」


　十六夜の声が響ひびく。驚いたことに彼は無傷だった。土つち煙けむりで汚よごれてはいるが致命傷は全く見られない。しかしその表情には劇的な変化があった。


　軽けい薄はくな笑えみには余よ裕ゆうがあり、瞳ひとみには愉悦の色が浮うかび始めている。


「いいぜいいぜ、いいなオイ。お前凄すごくいいぞ。こんなに熱が入ったのは何時いつぶりだ………？　ハハ、昔過ぎてマジ思い出せねえッ!!　流石さすがは自じ称しよう神様ッ！　ボーナスステージも半はん端ぱじゃなく面おも白しろいじゃねえかッ───!!!」


　ズドンッ!!　と足場の車道をクレーターのように窪くぼませ、砲弾のように駆かけ抜ける十六夜。またも反応が遅れた〝十字架の男爵〟は、首を摑まれて叩きつけられる。


「ガッ………！」


　更さらに追つい撃げきの蹴りで、十二棟のビルを貫通して吹き飛ぶ。


　十六夜は屋上に立ち、両手を広げて告げる。


「───とことんだ。とことん付き合ってもらうぞ神様。俺のための特注舞ぶ台たいで、俺のためのボーナスステージで………俺のために、金糸雀が用意した代理人。だったらお前は、俺が飽あきるまで付き合うのが仕事のはずだ」


　ガラッ、と瓦礫から立ち上がる〝十字架の男爵〟。


　燕尾服を整え、山高帽をかぶり直した彼は、にこやかに答えた。


「よろしい。君がそれを望むのなら………〝主しゆ催さい者しや〟の代行として、とことんお相手しよう」


　ただ───と一間置いた彼は、


「このゲームは既すでに私のゲーム。勢い余って殺しても………悪く思うなよ少年───！」


　両手を広げ、陽炎のように揺らめく闇を四方八方へと展開する。


〝十字架の男爵〟が死神としての力を解放する最中………十六夜は一度だけデジタル時計に視線を移した。


「………さて、困った。間に合うのかこれ」


　小さく、誰だれにも聞こえない声で呟く。


　二人が衝しよう突とつしたのは、そんな呟きが泡あわのように消えた直後だった。





　　　　＊





　───〝アンダーウッドの地下都市〟宿舎の瓦礫前。


　瓦礫の回収作業は既に始まっていた。巨きよ人じん達の強きよう襲しゆうから一時間。前夜祭の間に建て直さねばならないことを考えれば、一分一秒が惜おしいのだろう。


　そんな忙いそがしい中でも耀のお願いを聞いてくれたのは、南側の住人の大らかな気質のおかげだろう。


　ヘッドホンの残ざん骸がいを見るや否いなや、飛鳥は即そく答とうで、


「諦あきらめましょう」


「………。ええと、もう少し頑がん張ばってみない？」


「無理よ。元の形に戻もどすなんて物理的に無理。ヘッドホンを直すことよりも、十六夜君の機き嫌げんをとる方向で考えを進めましょう」


　ヘッドホンを見限って、他ほかの手を探そうと提案する飛鳥。


　耀は何としても元に戻したかったが………そうそう都合のいいことはない。


　アームやヘッドの部分が分解しているだけならともかく、外装の全すべてがコナゴナに砕くだけているのだ。二人で直すには無理がある。


「でも………機嫌を取るって、どうやってとるの？」


「そうね。第一候補としては………ラビットイーターを、黒ウサギとセットで贈」


「るわけないでしょうこのお馬鹿様!!!」


　スパァーン！　と背後からハリセン一いつ閃せん。


　耀は眼めを丸くして驚き、


「それ、名案！」


「ボケ倒たおすのも大たい概がいになさい!!!」


　スパパァーン！　と更にハリセン一閃。


　どうやらジンとジャックと共にサラの元から帰ってきたらしい。


　ジンの片かた腕うでには、しょんぼりした三み毛け猫ねこが抱だかれていた。


「全くもう………耀さんっ。詳くわしいお話は、三毛猫さんよりお聞きしましたよっ！　どうして黒ウサギに相談してくださらなかったのですか!?」


「え、えっと………巨人族が襲おそってきてそれどころじゃ、」


「その話ではありませんっ！　収しゆう穫かく祭の滞たい在ざい日数の事でございます！　相談してくだされば、黒ウサギや十六夜さんや………飛鳥さんだって、耀さんを優先的に参加させました！　なのにどうして相談してくれなかったのですかっ!?」


　黒ウサギは耀の肩かたを摑つかみ激しくブンブンブンブンブンブンブンブンブンブンブンブンブンと揺さぶって問い詰つめる。危あやうく脳のう震しん盪とうを起こしそうになったが、今はそれどころではない。


「で、でも、ゲームで決めるっていう約束が」


「ゲームは所しよ詮せんゲームでございますっ！　我々は同じ屋根の下で暮らし、同じ苦楽を共にし、同じ旗の下で戦う同士です！　悩なやんでいることがあるのなら、まずは我々に相談するのが筋でございますっ！　ましてや………耀さんが、戦果を誤魔化すほどに悩んでいたなんて………！　黒ウサギは、まるで気づいておりませんでした………!!」


　ハッと耀と飛鳥は互たがいを見る。


　そして二人の視線は、自然にジャックへ向けられた。


「ジャック………貴方あなた、」


「ヤホホ………ここに来るまでの道中、彼女とお話させてもらったのですが………どうやら、まずいお話だったようで」


　ポリポリとカボチャ頭を搔かく。


　黒ウサギは半泣きになりながら二人を見つめ、


「〝ウィル・オ・ウィスプ〟のギフトゲームは………御お二人が一いつ緒しよにクリアされたと、ジャックさんから伺うかがいました。御二人は素す晴ばららしい連れん係けいプレーを見せてくれて、凄く参考になったと………敗北したゲームを、とても誇ほこらしげに語ってくれました」


「………っ……」


　黒ウサギの切実な声に、二人は何も言えずに俯うつむいてしまった。


　───そう。収穫祭の前に参加した〝ウィル・オ・ウィスプ〟のゲームは、耀と飛鳥の二人で参加したものだった。


　例の炎ほのおを蓄ちく積せきできるキャンドルスタンドも、二人が勝ち取った戦果だったのだ。


　飛鳥は堪たまらず、前に出て弁明した。


「ち、違ちがうのよ黒ウサギ！　春日部さんに話を持ちかけたのは私で………！」


「違う。私が悩んでいたから飛鳥が気を遣ってくれて、」


「………いえ。そんな気を遣わせたのは、黒ウサギにも責任がございます。黒ウサギの過度な期待が、御二人と小さな壁かべを作ってしまったのです。本当に………申し訳ありません」


　三者三様に頭を下げる。


　ジンは三毛猫を抱いたまま耀に近寄り、小首を傾かしげて問う。


「ヘッドホンは、駄だ目めそうですか？」


「………うん。本当にごめん……なさい」


「いえ、壊こわれてしまったものは仕方がありません。直せないなら他の方法で手を打つしかありません。僕から代案がありますので、聞いてもらえますか？」


　ジンの突とつ然ぜんの言葉に、耀は驚おどろいて顔を上げる。まさか彼から提案があるとは思っていなかったのだろう。


　しかしその時、緊きん急きゆうを知らせる鐘かねの音が〝アンダーウッド〟に響ひびき渡わたった。


　網あみ目め模様の樹きの根から飛び降りてきた樹霊コダマの少女が、


「大変です！　巨人族がかつてない大軍を率いて………〝アンダーウッド〟を強襲し始めました！」


　───直後、地下都市を震ふるわせる地鳴りが一帯に響いた。





　　　　＊





　樹の根を出た耀たちが見たのは、半ば壊かい滅めつ状態になっている〝一本角〟と〝五爪〟の同士達だった。警けい戒かいの鐘が鳴らされてからほんの僅わずかな時間に、一体何があったのか。


　耀たちが面くらって驚いていると、空から旋せん風ぷうと共にグリーが舞まい降りてきた。相当激しく戦っていたのだろう。自じ慢まんの翼つばさは度たび重なる戦せん闘とうで荒あれており、後ろ足には深い切り傷を負っている。


　隣となりに降り立ったグリーは血相を変えて訴うつたえた。


『耀………！　丁度いい、今すぐ仲間を連れて逃にげろッ！』


「え？」


『彼奴きやつらの主力に化け物がいるッ！　先日の奴やつらとは比べ物にならんッ！　このままでは全ぜん滅めつだ！　お前たちだけでも東へ逃げ、白夜叉殿どのに救きゆう援えんを………！』


　グリーが叫さけぶ最中、琴きん線せんを弾はじく音が響いた。


　聞き覚えのある耀はハッと顔を上げる。


（この音………濃のう霧むの時と同じ………！）


　先ほどの戦闘を思い出すが、しかしそれを伝えるだけの暇ひまは与あたえられなかった。


　琴線を弾く音は二度三度と重なり、音色の数だけ最前線の仲間たちがバタバタと倒れていく。音源からは離はなれている耀達でさえ、意識が飛びそうになった。


『奴だ………！　あの音色で見張りの意識を奪うばわれ、二度の奇き襲しゆうを許してしまった。今は仮面の騎き士しが戦線を支えているが、それも何時いつまで持つか………！』


　グリーの悲痛な声を翻ほん訳やくする耀と黒ウサギ。


　途と端たん、ジャックは驚きよう嘆たんの声を上げた。


「仮面の騎士………!?　ま、まさかフェイス・レスが参戦しているのですか!?」


「ま、まずいぜジャックさんッ！　もしアイツにもしものことがあったら、〝クイーン・ハロウィン〟が黙だまってねえよッ!!　すぐに助けに行こうッ!!」


　ジャックは麻あさ布ぬのに火を付けて巨きよ大だいな業ごう火かを纏まとい、アーシャはその上に飛び乗って最前線を目指す。残された耀達は再びグリーに状じよう況きようを尋たずねる。


「………この竪たて琴ごとを弾いている巨きよ人じんって、仮面の人でも勝てないの？」


『というよりも攻せめあぐねている。あの音色は近くで聞くほど効力が高い。それで昨日、サラ殿も力を抑おさえられていたそうだ。となれば、神格級のギフトと見て間ま違ちがいない』


「神格………それで、仮面の人と竪琴の巨人は？」


『先ほどまで共に戦っていたが、竪琴のほうは姿を消した。仮面の騎士は音色に耐たえながらも戦いに臨のぞんでいる。………あと竪琴の主は、巨人族ではない』


「え？」


『身長はお前たちと大差ない。深めのローブを被かぶった人間だ。巨人族が従っているところを見ると、奴が指揮者なのかもしれん』


　唸うなる様な声を漏もらすグリー。その間も巨人族は次々と攻め込んできていた。


　遠くでは巨人族の雄お叫たけびと幻げん獣じゆうたちの断だん末まつ魔まが重なり合って響いている。


『………それに奴だけではない。空から確かく認にんした巨人族の数は五〇〇超ちよう。かつてない大軍隊だ。戦闘を請うけ負う〝一本角〟と〝五爪〟が壊滅状態では、もう………』


「………っ……」


　想像以上に厳しい状況を知らされ、耀は言葉を無くした。巨人族一体に手も足も出なかった耀にはそれ以上の作戦が出てこなかった。通訳しようにも、余りに凄せい惨さんな内容で説明できない。


　そんな耀に代わって黒ウサギが飛鳥とジンに説明する。するとジンは一歩前に出て、意外な言葉を口にした。


「大だい丈じよう夫ぶ。僕に考えがあります」


「………え？」


「先ほど〝サウザンドアイズ〟からギフトが届きました。もし敵の巨人族がケルトの末まつ裔えいだというのなら、このギフトで敵の戦線を瞬しゆん間かん的に混乱させられるはず」


「ほ、ほんとに？」


「はい。………しかし、それだけでは足りません。竪琴の術者を破らねば同じことを繰くり返すだけです。術者を逃がさないためにも………耀さん。貴女あなたの力が必要です」


　力を貸してくれますか、とジンが尋ねる。


　耀は瞳ひとみを瞬またたかせて驚いたが、すぐに眉まゆを顰ひそめた。


「………それは、私に見せ場を譲ゆずるということ？」


「違います。僕の予想が正しければ、耀さんの力が必要な状況に陥おちいるはず。貴女でなければできないことです」


　真っ直すぐ、耀を見つめ返す。同情で見せ場を譲られたのではないか、という勘かん繰ぐりはその視線で消え失うせた。


「………わかった。作戦を教えて」





　　　　＊





　───ビルの側面を足場に、両者は飛び退のいた。


　刹せつ那な、足場にしたビルが衝しよう撃げきで吹き飛んだ。


　強きよう烈れつな踏ふみ込みで爆ばく破はされ、瓦が礫れきと共に粉ふん塵じんを巻き上げ倒とう壊かいしていく最後のビルディング。


　十六夜と〝十字架の男爵クロア＝バロン〟は共に肩かたで息をしているが、互たがいに外傷はない。


　どんな一いち撃げきでも効かない十六夜と、如何いかなる傷も瞬しゆん時じに癒いえる神しん霊れい。


　二人の戦いは激化していく反面、完全に拮きつ抗こうしてしまっていた。〝十字架の男爵〟は山やま高たか帽ぼうを傾かたむけ、困りきったように周囲の廃はい墟きよを見回す。


「やれやれ。境界の一部を切り出して作った舞ぶ台たいだったのだが、あっという間にボロボロになってしまったなあ。そもそも君のその体は何だ？　即そく死しの呪のろいを与えてなぜ生きている？」


「さあな。俺が聞きたいぐらいだ」


　投げやりに返す十六夜。事実、呪いを撥はね除のけたことについては十六夜が一番驚おどろいていた。


　しかし返答する声に、先ほどまでの興奮はない。


　訝いぶかしげに思った〝十字架の男爵〟だが、ゲームを盛り上げるために一つ提案をする。


「どうする？　こんな瓦礫の山ではテンションも上がらないだろう？　君が望むなら舞台を作り直すが？　今度は山あり谷あり森あり奈な落らくありの、スペクタクルな舞台を」


「いや、もういい」


　───はっ？　と言葉を切る〝十字架の男爵〟。


　十六夜は腕うで時ど計けいを確認し、瞼まぶたを閉じたまま天を仰あおいだ。


「17:58………時間切れだ、クロア＝バロン。倒たおしきれないのは悔くやしいが、ボーナスステージはこれ以上いらない」


「………ほう？　もう満足したのかい？」


「だから悔しいと前置きをしただろうが。人の話はちゃんと聞けよ」


　チッ、と舌打ちをする。しかし心底悔しいというわけではない。


　十六夜は両手を広げ、今日の出来事を強く嚙かみしめた。


「………生と死の神霊ロア。その神力は死を招くことと、死者の蘇そ生せい。世間一いつ般ぱんに広がっているゾンビの原点はアンタにある。そうだろ？」


「これはこれは………本当に博識だな君は。その通りだよ」


「つまりアンタは、俺がゲームオーバーになってチビ達が死んだとしても、蘇よみがえらせればいいと思っている。そうだろ？」


「………まあ、否定はしない」


「けど俺はそれが気に食わない。………人間は、斬きって叩たたいて打てば死ぬ。そんな事実があったから、今日まで自制心を保てたんだ。なのに、斬って叩いて打って死んで蘇る？　ハッ、そんな糞くそみたいなもんを目まの当たりにしたら、明日からの自制が辛つらくなるだけだ」


　だから、もういい。


　勝ち逃にげ宣言をした十六夜に、〝十字架の男爵〟は落らく胆たんを隠かくそうともせずに嘲あざ笑わらった。


「いやはや………自制とはまた、君らしからぬ物言いだ。己おのが愉ゆ悦えつこそ君が生きていくために必要な動力源。我々快楽主義者にとって、失ってはならない活性剤ざいのはずではなかったのかね？　〝感動に素す直なおになれ〟とは金糸雀が最初に教えてくれた言葉のはずだが？」


「……………」


　十六夜は言い返さずに瞼を閉じた。


　そのまま閉とざされた空を仰ぎ、両手を広げる。


「………ハッ。アンタ、伝承ほど全知じゃないんだな」


「うん？　まあ、そうだね。私は精せい霊れいから成り上がりの神霊だ。全知の領域にはまだまだ達していない」


「だろうな。だからアンタは、金糸雀の言葉の真意もわかっていない」


　何っ？　と声を上げる〝十字架の男爵〟


　十六夜は顔を前に戻もどし、両手を広げたまま周囲の倒壊したビル群を指す。


「見ろよ、この砕くだけ散ったビルディングを。俺がその気になって暴れたら、人間社会なんてほんの数分でボロボロだ。これじゃあ癇かん癪しやくの一つも起こせやしねえ。そんな俺を鎖くさりで縛しばるための言葉が〝感動に素直になれ〟という言葉だ」


「……………」


「〝感動に素直になれ〟───ああ、そうさ。アイツは何ど処こに足を運ぶにしても同じことを俺に言った。大陸を巡めぐり、七海を渡わたり、世界の遺産を見て回って、俺に山ほど感動を分け与あたえて───世界を壊こわさないよう、俺に感動のろいを植え付けたのさ」


　十六夜の力が、世界を壊してしまわないように。


　ありったけの素す晴ばららしいものを見せることで、金糸雀は十六夜の力を封ふう印いんしたのだ。


「………ま、そういうことだ。どんなに面おも白しろくても、俺の枷かせが壊れるようなものはいらない。俺の日々は明日も明後日あさつても、この世界で続いていくんだからな」


　ホント惚ほれたら負けってやつだよなー、と十六夜は苦笑いを浮うかべて再び空を見上げる。


　しかし〝十字架の男爵〟が受けた衝撃は計り知れなかった。


　片かた眼鏡めがねの奥にある瞳は初めて動どう揺ようの色が浮かび、初めて十六夜を直視したようにも見えた。


「………十六夜君。君は、この世界が好きなのか？」


「ああ、大好きだぜ。一いつ生しよう涯がいを腐くさりながら過ごしてやれる程度にはな」


　恥はじも、誇こ張ちようも、照れも、不ふ遜そんさもない瞳で、十六夜は真っ直すぐに即そく答とうした。


〝十字架の男爵〟はため息を吐つき、山高帽を片手で押さえながら独白する。


「………そうか。金糸雀は本当に、君という最大級の異い端たんを………この世界に適合させたのだね」


「そうさ。トラブルメーカーだった逆廻十六夜は今や、賢けん明めいさに定評のある神霊・クロア＝バロンから太たい鼓こ判ばんをもらえるほどの社会適合者。記念に認にん定てい書しよの一つも欲しいところだね」


　ヤハハ！　と笑う十六夜。屈くつ託たくのない笑い声なのに、今は酷ひどく乾かわいて聞こえた。


　そんな仮面ペルソナを着けた笑えみの裏に、冷めた心があるのを〝十字架の男爵クロア＝バロン〟は見み抜ぬいていた。


　山高帽で顔を隠すように傾けていた彼は───強い決意を胸に、顔を上げた。


「───しかしそれでは駄だ目めなのだ、十六夜君」


「何っ？」


「金糸雀がラストゲームにかけた真意。今こそ理解した。そして如何にゲームの幕を引くべきなのかもッ！　金糸雀が残したその封印のろい………無理やりにでも解かねばならんのだ───！」


　山高帽を脱ぬぎ捨て、球体の世界の中心を指す。


　途と端たん、球体の世界は地じ響ひびきを上げて急激に収縮し始めた。


　閉ざされた世界に逃げ場はない。十六夜は驚きよう愕がくの声を上げた。


「な………何をするつもりだお前………!?」


「この疑ぎ似じ境界を収縮させて無に還かえす。そうなれば主しゆ催さい者しやも参加者もないッ！　助かりたくば、私か世界そのものを破は壊かいするかのどちらかしかないッ!!!」


　強固な決意を浮かべる〝十字架の男爵〟。


　十六夜の背筋に緊きん張ちようが走った。





　　　　＊





　耀は指示された作戦通り、上空でジンの合図を待った。


　その高度、約１０００ｍ。巨きよ軀くの〝アンダーウッド〟よりも更さらに高い。


　敵に見つからない位置にまで上じよう昇しようし、混乱が起こるのを待つ。


　鷹たかの目を持つ耀には下の様子がありありと分かったが、巨きよ人じん族には耀を捉とらえる事はできないだろう。


（奇き襲しゆうを仕し掛かけるにはこれ以上ない位置。これでジンの言う混乱が本当に起こるなら………）


　耀はじっと機会を窺うかがう。普ふ段だんならばこんな大役は十六夜に任せられていただろう。彼なら奇襲などせず、混乱に乗じて真正面から突つき破ったはず。


　そして誰だれにも真ま似ねできない劇的な勝利で、ヤハハと笑うのだ。


「……………、」


　私もこの作戦が成功したら………彼のように、自じ慢まんげに笑えるだろうか？


　そう思った耀は腰こしに手を当てて、小さな胸を反らし、


「───やはははははははははははははははははははははははははははははうんこれはない」


　想像以上に恥はずかしくて途と中ちゆうで止やめた。どんなにテンションが高くなっても、こんな笑い方は絶対できない。


　誰も見ていない上空で、恥ずかしさで耳まで真っ赤になったのだ。根本的に向いてない。


　頭を切り替かえ、作戦に集中する。上空からは巨人族に倒たおされていく幻げん獣じゆうたちもよく見えた。


　………本当なら、あの幻獣たちとも友達になることができたかもしれない。


　そう思うと、少し切なかった。





　　　　＊





　その間、ジン達は出来るだけ前線に移動していた。グリーの背中を借りて低空飛行を続けながら巨人族の合間を縫ぬって進む。


「そういえばグリーさんの騎き手しゆはどうなされたのですか？」


『先ほどの戦いで落下し、川に流された』


「そ、それは………すみません」


『何、心配するな。その程度で死ぬほど私の騎手はやわではない』


　フッと嘴くちばしを上げて笑うグリー。その彼の手た綱づなは今、飛鳥が握にぎっていた。


　彼女の言葉は支配するだけではなく、対象の力を引き出すこともできる。


〝巧たくみに、速く飛べ〟と命令されたグリーは今、巨人族の大剣けんや鎖をスルスルと抜ぬけながら戦場を駆かけ抜けている。普段以上に優ゆう雅がな飛ひ翔しようを見せるグリーは、自分自身に驚おどろいていた。


『飛鳥のギフトは凄すごいな………！　まるで私の霊れい格かくそのものが向上しているようだ！』


「そ、そうなのですか？」


『ああ。潜せん在ざい能力を引き出すというよりは、対象に己おのれの霊格を一時的に上乗せするギフトなのかもしれん。私一人で巨人族の合間を縫って進むなど、とてもではないが不可能だ』


　なるほど、と黒ウサギは得心がいったように頷うなずく。


　それなら飛鳥のギフトが同格以上の相手に通用しにくい理由も説明できる。聞けば、ジンの身体能力を向上させたこともあるという。


（しかしそれが本当なら………飛鳥さんの力はギフトというより、むしろ───）


「ジン君！　この辺りでどう!?」


　飛鳥は長い髪かみを押さえてジンに問う。


　ジンはガチガチに緊張したまま、それでもしっかりと頷いた。


「はい。これだけ敵てき陣じんに踏ふみ込めば───！」


「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」


　足を止めた途端、巨きよ大だいな大剣が一同を襲おそう。しかしグリーの背中から飛び出た黒ウサギが、〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟の蒼あおい稲いな妻ずまで巨人を焼き払はらう。


「ご安心くださいジン坊ぼつちゃん！　不ふ逞ていな巨人族は黒ウサギが一いつ匹ぴきたりとも近づけません！　今こそジン坊ちゃんが受け継いだギフト───〝精霊使役者ジーニアー〟を使う時です！」


　黒ウサギの声が戦場に響ひびく。


　ジンは応こたえるように〝グリモワール・ハーメルン〟の指輪を嵌はめた右みぎ腕うでを掲かかげた。





「隷れい属ぞくの契ちぎりに従い、再び顕けん現げんせよ───〝黒死斑の御子ブラツク・パーチヤー〟───────ッ!!!」





　刹せつ那な、漆しつ黒こくの風が戦場に吹雪ふぶいた。


　蠢うごめくように生物的で、不ふ吉きつを具現化させたような黒い風は、瞬またたく間に戦場を駆け抜けていく。召しよう喚かんの円えん陣じんには笛ふえ吹ふき道どう化けの旗印が刻まれ、その中心へと黒い風が圧縮される。


　やがて人型へと変化していく黒い風は、圧縮された全すべての空気を放出して爆はぜた。


　爆ばく心しん地ちは白と黒の斑まだら模様の光が溢あふれ、その中から顕現したモノは───





「──────何ど処こに逃にげたの、白夜叉ああああああああああああッぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!」





　戦場とは無関係の駄だ神しんの名を叫さけび。


　一いち撃げきで、一〇〇の巨人族を薙なぎ払った。


　一いつ瞬しゆん面めん食くらった飛鳥だが、流石さすがに何を召喚したのか気が付いた。


「ちょ、ちょっと待って！　新しいギフトって、〝黒死斑の魔王〟なの!?」


「ＹＥＳ！　ハーメルンの魔道書グリモアから切り離はなされているため神しん霊れいでは無くなっていますが、大戦力であることは間ま違ちがいありません！」


「それに彼女───ペストには、黒死病を操あやつる力があります！　もし伝承が正しければ、ケルトの巨人族には抜ばつ群ぐんの効き目があるはず………！」


　そう、それがジンの狙ねらいだった。


　───ケルト神話群に記されている、巨人族の逸いつ話わ。


　その中の一説・ダーナ神話群と呼ばれる巨人族の闘とう争そうを記した史実には、黒死病を操ることで他ほかの巨人族を支配していた一説がある。


〝治ち療りよう法が確立されていない病を操る〟とは、最強最悪の支配体系の一つだろう。


　ましてやペストが操る黒死病には八〇〇〇万もの死し霊りようというバックアップがある。


　ジンは彼女の力で伝承に則のつとり、巨きよ人じん族の混乱を煽あおるつもりだったのだが───


「出て来い、出て来い、出て来なさい白夜叉ッ………!!!　よくも元魔王の私に、あんな下げ劣れつでイヤラシイ服装の数々を………!!」


「ウオオオオオオオオオオッォォォォォォォ──────!!!」


[image: ]


「五月蠅うるさいわ、この木偶でくの坊ぼうッ!!!」


　一いつ喝かつ、腕うでの一ひと振ふりで放たれた衝しよう撃げき波はは、怨えん嗟さの声を上げて巨人族を薙ぎ倒たおす。その一間だけ黒い風の密度が下がり、ペストの姿が露あらわになる。


　一瞬だけしか見えなかったが、ジン、飛鳥、黒ウサギの三人は同様に目を疑った。


「………メイド服でしたね」


「………フリフリのメイド服だったわね」


「白夜叉様………」


　ホロリ、と同情の涙なみだをペストに向ける黒ウサギ。彼女が激げき怒どして暴走している理由も何となく察しがついたのだろう。


　しかし一見して無差別に攻こう撃げきしているペストだが、隷属は上手くいっているらしい。


　その証しよう拠ことして、黒い風を受けた〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟の同士は無傷で戦っている。


　対して直撃を受けた巨人族は、全身に白黒の斑模様の斑はん点てんを浮うかばせ、次々と倒れていた。


　───ジンのギフト〝精霊使役者ジーニアー〟とは、霊体の種族を隷属させて使役するものである。


　飛鳥のギフトとは違ちがい、限定的な種族しか作用しないことに加え、隷属関係を結ばない限り発動しないギフトだが、自然霊にも僅わずかながら効果はある。


　火霊を操って火（花）を発生させたり。


　風霊を操って（そよ）風を発生させたり。


　水霊を操って水（蒸気）を発生させたりするなど、多た彩さいな一面もある。


　しかし一度契けい約やくを結べば、その支配力は絶大だ。


　如何に魔王を隷属させようとも、〝ペルセウス〟のルイオスのように未熟であればその力は激減する。だが〝精霊使役者〟のギフトがあれば己の霊格に関わらず、相手が魔王であっても十全に支配することが出来るのだ。


　怒いかり狂くるったペストは順調に巨人族を搔かき乱し、殲せん滅めつしていく。


　すると予定通り、琴きん線せんを弾はじく音が聞こえた。前回の戦せん闘とうと同じように濃のう霧むが一帯を包み込んで行き、視界の全てが奪うばわれていく。


　ジン達は予定通りの状況へ運べたことに安あん堵どしながらも、祈いのるように上空を見る。


「耀さん………後は任せました」





　　　　＊





　耀は濃霧が発生した直後、ペンダントを握にぎりしめて眼下を注視する。


　耳を澄すませ、ソナーのように超ちよう音おん波ぱを発生させて音源の位置を探さぐる。


（この濃霧と音色は視覚も嗅きゆう覚かくも聴ちよう覚かくも惑まどわせる。だけど元が音波なら、この方法で位置を探ることが出来るはず）


　そう。これが耀にしか出来ないという探たん索さく方法。この方法なら距きよ離り感かんを狂わされたとしてもぶつかり合う音の波で位置を把は握あくすることが出来る。


　問題があるとすれば、上空から離れすぎているため、多少の位置修正が必要ということぐらいだろう。


（………！　見つけた！）


　感知した耀は〝生命の目録ゲノム・ツリー〟の力を解放し、流星のように流れ落ちて行く。針の穴を通すかのような正確さで竪たて琴ごとの音源を目指す。


　フードを被かぶった敵の手の中には、豊ほう穣じようと天候の神格を持つ〝黄金の竪琴〟が握られていた。


　倒すとまで行かずとも、あの竪琴さえ奪えば………！


「今だ───！」


　濃霧を突つき破って耀が落下する。逃とう亡ぼうしている最中に視覚外から現れたことで虚きよを衝つかれたのだろう。滑すべり落ちるように飛ひ翔しようした耀は、〝黄金の竪琴〟をその手から奪い去る。


　迎げい撃げきされない内に上空へと逃のがれ、自分の勝ち取った戦果を腕の中でしっかりと抱だきしめる。


　そしてこの瞬しゆん間かん───巨人族と〝アンダーウッド〟の勝敗が決した。





　　　　＊





　その間も球体は地じ響ひびきを上げて収縮していき、世界はどんどん小さくなっていく。


　犇ひしめき合う大地の悲鳴は大陸プレートの歪ゆがみのように全すべてを呑のみこんでいく。


　十六夜は冷静さを取り戻もどしながらも、真意が見えない〝十字架の男爵クロア＝バロン〟を見み据すえて低く唸うなり声を上げる。


「………何が目的だ、クロア＝バロン………！　このままじゃお前も、」


「その通りだ逆廻十六夜ッ!!!　一度生死の境界を閉じれば其そ処こに逃げ場はないッ！　二人ともども境界の狭はざ間まに埋うもれて消しよう滅めつするッ！　助かりたくば、もはや君の力でこの世界を引き裂さくしかないッ!!!」


〝十字架の男爵〟は両手を広げ、十六夜に訴うつたえかける。


　十六夜は盛大に舌打ちし、拳こぶしを振ふり上げた。小指の先から五指の全ての握あく力りよくを握りこみ、腰こしの回転を使って振り下ろす。


　瓦が礫れきに埋もれたコンクリートと鉄筋は十六夜が振り下ろす拳の熱と衝しよう撃げきで拉ひしやげ、巨きよ大だいな窪くぼみを作り上げる。涸かれた湖を彷ほう彿ふつとさせる窪みはしかし、収縮していく大地に呑み込まれて跡あと形かたもなく消え去った。


「その程度ではないだろう、逆廻十六夜ッ!!　君は金糸雀と共に死の国へ向かうのか!?　それは君の望むところではないはずだッ!!　死にたくないのなら、未知の領域を見せてみろ!!!」


「っ………！」


　収縮せよ、


　収縮せよ、


　収縮せよと急せかすように大地は軋きしみを上げ、やがて山のように積みあがった空の瓦礫と、地上にある瓦礫の山がぶつかり合うほどの高さにまで収縮され、鬩せめぎ合う。


　天の高さは瞬まばたきの間に奪われて今にも落ちてきそうだ。


　十六夜は何度も拳を振り下ろすが、閉とざされた世界を裂くには破は壊かい力がまるで足らない。


「解わかってるのか!?　このまま君が敗北すれば無論、子供たちも死ぬ!!　それでもいいのか!?」


「───っ……この糞くそメガネ………！」


　十六夜は奥歯を砕くだきそうなほど嚙かみしめる。両りよう腕うでの回転率を上げて乱打するが、それでも活路はまだ見えない。


　幾いく度ども幾度も叩たたき付けるうちに、とうとう十六夜の拳が砕けて血が滲にじむ。


〝十字架の男爵〟は痺しびれを切らして叫さけんだ。


「この戯たわけ!!!　星も砕けぬ一いち撃げきで、〝神々の世界ギネー〟が裂けるはずないだろうッ!!」


「だったらどうしろってんだよ糞メガネッ!!」


「言葉の通りだッ!!　星を打ち砕く一撃を振り下ろせッ!!　君がギフトを使えば、脱だつ出しゆつすることぐらい訳もない!!」


　想像以上の要求と未知の言葉に、十六夜は面めん食くらって驚おどろいた。


「………ギフト……!?」


「そうだッ!!　君が今使っている力は、その上うわ澄ずみの部分に過ぎないッ!!」


〝十字架の男爵〟の助言を受け、両腕を見つめる十六夜。


「俺の力が……ただの表層部分だと………？」


「そう………！　君の裡うちに眠ねむる力があれば、確実に〝神々の世界〟を切り裂ける………！」


　十六夜の反応に手て応ごたえを感じた〝十字架の男爵〟は、口元にうっすらと笑えみを浮うかべ、挑ちよう発はつするように両手を広げた。


「………言っただろう？　未知の領域を見せてみろと。それに君はわかっていたはずだ。逆廻十六夜の存在こそ、この世の何者よりも神秘の塊かたまりであると。ならばその深しん奥おうにある奇き跡せき………この〝神々の世界〟で使わねば、永遠に機会を失うぞ」


「……………」


　十六夜は冷や汗あせを搔きながらも、気持ちは再び昂こう揚ようし始めていた。


　───全力を出すなど、産うぶ声ごえを上げたときにしか機会がなかった。それほど現世は十六夜にとって脆もろく儚はかない居場所だった。


　それが今、余す事無く力を振るって良いのだと言われた。それも十六夜本人さえ知らない未知の力を行使していいと言われたのだ。


（………裡うちの、力………！）


　昂揚感を胸に、無意識に右手を掲かかげた。そして無意識故ゆえに気づく。


　この構えが、逆廻十六夜の力を引き出すに適しているのだと。


「そうだ………それでいい。君はまだ自分のギフトを使いこなせないだろう。今はただ、闇やみ雲くもに振り下ろすだけでいい」


〝十字架の男爵〟は両手を広げ、燕えん尾び服ふくを靡なびかせながら十六夜を見つめる。


「覚かく悟ごしろ………クロア＝バロン───!!!」


　刹せつ那な、一いち条じようの光が十六夜の手中から現れ天地を引き裂いた。収縮していくだけの世界の外がい殻かくをいとも容易たやすく貫つらぬく光は、終わる世界を支える一本の柱にも見えた。


　自じ滅めつの道を辿たどっていた世界を己おのれの手で抉こじ開け、十六夜は境界を飛び出した。












　エピローグ







　───〝アンダーウッドの地下都市〟新宿舎。


　次の日の朝。耀達〝ノーネーム〟を迎むかえたのは、例の仮面の女性だった。


　返り血を落とした仮面の女性は、精せい錬れんされた物もの腰ごしと静せい謐ひつな純白の鎧よろいを纏まとって彼女たちを待っていた。ジャックは彼女を紹しよう介かいするように手を開いてヤホホと笑った。


「彼女こそ〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あいを受けた騎き士し〝顔亡き者フエイス・レス〟！　どうか親しみを込めてフェイスと呼んでやってください！」


「………そう。彼女が………」


　後ろに控ひかえている飛鳥は複雑そうな顔でフェイス・レスを見る。彼女の実力を知る飛鳥としては、不用意に親しくなることが躊躇ためらわれたのだろう。


　初めて対面する黒ウサギも彼女を一目見るや否いなや、別格の空気を肌はだに感じていた。


「なるほど………〝クイーン・ハロウィン〟の寵愛者。世界の境界を預かる星せい霊れいの力を借り、ヘッドホンを召しよう喚かんするということですね？」


「ヤホホ！　その通りです！　彼女は我々〝ウィル・オ・ウィスプ〟に客分として招いているニューフェイスでしてね！　彼女なら、代わりの品を召喚できるはずですヨ！」


　ジャックの言葉に、耀の顔が目に見えるほど明るくなる。


　が、少し不安そうに眉まゆを顰ひそめた。


「だけど………異世界からの召喚って、凄すごく高額なんじゃ………？」


「ヤホホ！　高額どころか本来なら、断固として拒きよ否ひしますヨ。しかし〝ノーネーム〟とは長くお付き合いさせてもらう予定なので………まあ、お友達料金ということで手を打たせてもらいました」


「うん。今後の日用品の類たぐいは、〝ウィル・オ・ウィスプ〟製のものを使うということで契けい約やくしました」


「そ、そっか………ありがとう、ジン」


　安あん堵どしたように笑顔を向ける耀。


　ジンは慌あわてて両手を振ふった。


「と、とんでもありません。皆みなさんには数えきれないくらいの恩があります。これぐらいはどうということもないです。………それに、まだ問題点が残っています」


「………問題？」


「はい。厳密には〝クイーン・ハロウィン〟の力で召喚するわけではなく、星の廻めぐりを操あやつって因果を変える───要するに、〝耀さんは初めからヘッドホンを持ち込んでいた〟という形での再召喚です。なので耀さんの家にヘッドホンがないと成立しないのですが………」


　心配そうに告げるジン。


　対照的に、耀の瞳ひとみはどんどん喜色に染まっていた。


「………大だい丈じよう夫ぶ。十六夜が持ってるヘッドホンと、同じメーカーのヘッドホンがある」


「ほ、本当ですか!?」


「うん。それに父さんはビンテージ物だって言っていた。あれならきっと、十六夜も許してくれる」


「あら、けれどそのヘッドホンはお父様のものなのでしょう？　勝手に持ち出していいの？」


「それは大丈夫。父さんも母さんも、行方ゆくえ不明のままだから」


　さっくりと己の身の上を述べる耀。


　しかし両親を亡なくしている飛鳥は、何とも言えない表情になり俯うつむいてしまった。


「ご、ごめんなさい。そうとは知らず………」


「ううん。私も話してなかったことだし。………それに」


　耀は父から送られたペンダントを取り出し、ギュッと握にぎりしめた。


「私たち………三人とも、自分のことを話したがらなかったから。知らないのも当然だと思う」


「………ええ。その通りね」


「だからヘッドホンを渡わたすのを機会に、十六夜ともっと話そうと思う。やっと出来た友達だもの。関係を維い持じする努力を、自分からしていかないと」


　気持ちを新たに、前を向く。


〝家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨てて箱庭に来い〟


　そんな無責任で、横暴で、何よりも素す敵てきな招待状に、自分は応こたえたのだ。


　だから、少しずつ周囲に目を向けて行こう。捨ててきた分だけ身軽になった心で、今度は自分から歩み寄って行こう───





　　　　＊





　───十六夜が目を覚ますと、とっくの昔に陽ひは沈しずんでいた。


　遺書を読む最中に寝ね落おちしてしまったのだろう。机に突つっ伏ぷして涎よだれを垂らして寝るなど、生涯初の醜しゆう態たいだ。


「………18:15か。あークソ。なんか、すげえ腹減った」


「おっ！　なら夕食は食べてくかいイザ兄にい！」


　ガバ!!　と背中から覆おおいかぶさる鈴華。何時いつの間に回り込んだのか、全く気配を感じられなくて少し驚おどろいた。が、当然そんな素そ振ぶりは見せない。


「降りろ、鈴華。抱だきつくなら最低Ｄカップ以上になってからにしろと何度言えばわかる」


「な、何おう!?　鈴華さんは将来いっぱい出ていっぱい引っ込んでいっぱい出てる女の子になる予定なんだぞ！　青田買いしとくとお買い得なんだぞ！」


「はいはい予定は未定な。いいからどけ」


　首根っこを摑つかんで引きずり下ろす。


　むすーと怒おこったように膨ふくれた彼女は、小部屋を飛び出していく。


「ふーんだ。イザ兄なんてもうしんないもんね！　そこで餓が死ししてろこのバカヤロー！」


「いや、それは困るな。夕食は食べるから用意してくれ」


　ふぁ、と大きな欠伸あくびを浮うかべる。


　鈴華は不ふ機き嫌げんそうな顔を一転させ神しん妙みような顔つきで十六夜を見つめ、


「─────………。ん、わかった。待ってるからねイザ兄」


　一いつ瞬しゆん、不自然な間を置いて去っていく鈴華。


　それと入れ替かわりに、ボサボサ頭とメガネをかけた少年、焰が入ってきた。


「お目覚めかイザ兄」


「ああ。………って、またそのヘッドホンか」


「おう。ネコ耳部分を調整改良してみた。これできつくなり過ぎないはず」


「ふーん？　まあ、それも後で受け取りに行く。今は遺書の続きを読むから、鈴華と一いつ緒しよに夕食の準備でもしといてくれ」


「─────………。わかった。絶対に取りに来いよ、イザ兄」


　やはり不自然な間を置いて、焰も去っていく。


　その背中を見送った十六夜は、机の上にある遺書を捲めくった。





『涎垂らして寝るなんて、汚きたないわよ十六夜君』





　やかましいわクソババア。


『ふてくされないでよ。これでも安心してるんだからね？　君がゲームクリアできない可能性も０ではなかったのよ。だからこうして遺書が届いている現状はとても嬉うれしく思ってる。………おめでとう、十六夜君。此こ処こまで到とう達たつしてようやく君は権利を手に入れた』


「……………」


『何を言っているのかわからないって顔してるわね。うん、今はわからなくていい。此処まではある種の予定調和だから。でも人の手で扉とびらを開くには幾いくつか可能性の収束と分ぶん裂れつが必要なの。その収束点は本来、極僅わずかな範はん囲いで偶ぐう発はつ的に起こるものなんだけど………ああ、いいや。理論の説明はクロアにでも任せよう。ここで問題なのは、君に渡す招待状の事よ』


「招待状？」


　何のことかわからない、と首を傾かしげた直後。


　ヒラリ、と遺書の一番下から封ふう書しよが舞まった。


『それが招待状。君の運命を変える手紙。君が今日体験したことが、君の日常となる手紙。………だけど君はその手紙を開けずとも、この世界で幸せになる可能性がある。その手紙の事を忘れて生きていく権利が君にはある。焰や鈴華と共に生きる優やさしい未来がこの世界にはある。私は君にそれを再さい確かく認にんして欲しくて、このゲームを持ちかけたんだ』


　この世界で十六夜が手に入れた居場所。家族。思い出。


　それらを鑑かんがみるために〝十字架の男爵クロア＝バロン〟を嗾けしかけたのだという。


「………大物をぶつけ過ぎだ。おかげで少しばかり冷や汗あせ搔かいたぞ」


『何を情けない。十歳のころの君なら喜び勇んでぶっ殺してたでしょうに。………まあ、私がそうしないように育てたんだけどさ。君は傲ごう慢まんな物言いとは裏腹に常識へ傾かたむき過ぎた。それだけの超ちよう常じようを有しながら、世界と折り合いを付けることが出来るぐらいに。………だから、君に選せん択たく肢しを与あたえるべきだと思ったの。きっとどちらを選んでも名残なごり惜おしい想おもいは残るだろうから。最後の選せん択たくは、君の手で行うべきなんだ』


「……………」


　ペラリ、と無言で次のページを捲る。





『前述したとおり、君にはこの世界で幸せになる可能性がある。私が保証しましょう。


　しかし手紙を開ければ、その保証は全すべて霧む消しようしてしまいます。


　多くの苦難が貴方あなたを待ち受けるでしょう。


　屈くつ辱じよく的な目にも多く遭あうことでしょう。


　しかし、その両手に溢あふれるほどの人たちを救うことになるかもしれない。


　………だからよく考えて欲しい。


　家族を、友人を、未来を、世界の全てを捨てる覚かく悟ごがあるのなら───手紙を開けなさい』





　遺書はそこで終わっていた。別れの言葉などは一いつ切さいない。


　金糸雀にとっての別れは、死別した時に交かわしたつもりでいるのだろう。


　十六夜は招待状を手に取り、もう一度遺書を読み直す。


「………。手紙を開けば帰ってこられない。そういうことでいいんだな？」


　当然返事はない。しかし十六夜は確信していた。


　───遠い日の戦場見学で彼女は、戦場へ行くなら自分の意思と足で行けと言った。あれはこの時の為ために告げられた言葉だったに違ちがいない。


　この六〇〇ページにもなる膨ぼう大だいな遺書に書かれることのなかった、金糸雀の万ばん感かんの思いを、十六夜は感じ取っていた。


「………ハッ。あれこれと考えるほどのもんじゃないか」


　感傷に浸ひたらぬよう、十六夜は一切の思考を放ほう棄きした。


　───そう、今日は楽しいことがあった。


　それが明日も明後日あさつても続くと金糸雀が保証した。なら乗らなくてどうするのだ。


　机から立ち上がり、招待状の開け口に手をかける。


　一度だけ扉に視線を向けた十六夜は、


「───じゃあな、鈴華。焰」


　ゆっくりと封ふう蠟ろうを開け、中の手紙を読んだ。





　　　　＊





　一同は〝アンダーウッド〟の螺ら旋せん階段を上り、網あみ目め模様の樹きの根を上って川沿いの地表に出る。其そ処こにはフェイス・レスが用意した〝黄道の十二宮〟を描えがいた陣じんがあった。


「こ、黄道の門を使うとは………随ずい分ぶんと本格的ですね。しかし扱あつかえるのですか？」


「……………」


　フッと口元だけで笑うフェイス・レス。耀以上に口数が少ないが、自信家ではあるようだ。彼女は十二宮の陣の中心に耀を座らせ〝クイーン・ハロウィン〟の旗印が刻まれた剣けんを取り出す。すると太陽の光が地に描かれている十二宮の紋もん章しようを輝かがやかせ始めた。


　儀ぎ式しきを見守る飛鳥は、緊きん張ちようを解ほぐすように黒ウサギへ問いかける。


「ねえ、黒ウサギ。どうしてハロウィンと太陽と〝黄道の十二宮〟が関係あるの？」


「ええと、ハロウィンは元々、一年間の太陽の周期を二分化して行われる祭事を指します。そして周期が変わるその時に、異世界の境界が崩くずれ去るのです」


　黒ウサギが述べると、助け舟ぶねを出すようにジンが補足する。


「ケルト民族は独自の太たい陰いん暦れきを持つほど高度な天文学を修めていたそうです。ただ彼らがどのような宇宙観コスモロジーを持っていたかは定さだかではなく………ハロウィンはその数少ない文化の名残を残す祭事なのです」


「な、なるほど。それで〝黄道の十二宮〟は？」


　飛鳥がおずおずと尋たずねる。


　ジンはワザとらしく咳せき払ばらいをして答えた。


「黄道とは〝太陽が通過する軌き跡せき〟を指します。十二宮とは太陽の軌き道どう線上に存在する星座。箱庭内では十二宮の星座を幾いくつ支配しているかで、太陽の主権を決めるほど重要なものです」


「今行われている儀式は、〝クイーン・ハロウィン〟の力で世界の境界を崩し、〝黄道の十二宮〟の力でそれを安定させる複合術式なのです。………しかし、〝クイーン・ハロウィン〟の力を借りているとはいえ、人間が召しよう喚かんを可能にするとは………」


　感心する黒ウサギとは対照的に、飛鳥は一層息を呑のんだ。


「あの人………人間なの？」


「ＹＥＳ。様々な武具で身を固めておりますが、人間で間ま違ちがいありません。それも皆みなさんに匹敵するほど、強大な才能の持ち主でしょう。〝ウィル・オ・ウィスプ〟が北側の下層で最強のコミュニティというのは、あながち間違いではないかもしれません」


　そう、と相あい槌づちを打つ飛鳥。


　一方の耀は、中心で座ったまま必死にヘッドホンへ想おもいを高めている。


（父さんのヘッドホン………父さんのヘッドホン………）


　因果を変えるといえば大おお仰ぎようだが、要するに召喚前の耀の行動を、少しだけ事実から変えるだけである。このまま半日間、耀はヘッドホンの事を考え続ければ、後はフェイス・レスがどうにかしてくれるらしい。


（巨きよ人じん族のこともあって、今日の夜には十六夜も収しゆう穫かく祭に来る。絶対に成功させないと………！）


　耀はうわ言のようにヘッドホンの事を考えながら儀式が終わるのを待つ。


　やがて〝黄道の十二宮〟を示した陣じん形けいが満たされると、耀の意識は二ヵ月前───箱庭からの招待状が届いた時にまで遡そ行こうする。








　───秋しゆう霖りんが過ぎ去った季節。偶ぐう然ぜん父のヘッドホンを持ち出して付けていた私は、部屋に飛び込んできた三み毛け猫ねこの招待状を受け取り、その開かい封ふう口へ手をかける。


　無表情ながらも、私は少し興奮していた。空から私宛あての手紙なんて、今の時代では考えられないほどファンタジーに溢れた発想だからだ。


　しかし開けようとしたその瞬しゆん間かん、ふっと疑問がわいた。


（………もしここで手紙を開けなかったら………？）


　このまま破り捨てたら、春日部耀は箱庭に来なかったことになるのだろうか？


　もしそうなら、春日部耀は幾つもの辛つらい思いを帳消しに出来る。


　ワータイガーの爪つめに裂さかれることはない。


　黒死病に罹かかって死にそうな思いをすることもない。


　初めて出来た友人関係で、胸が締しめ付けられるようなことも───


（………私の時代に居たら、どれも経験できなかっただろうな）


　そう思うと、少し誇ほこらしい気持ちになった。


　箱庭ではたった二ヵ月間で、何度も辛い目にあった。そして楽しいこともあった。


　人生の天てん秤びんが左右に何度も傾かたむいて揺ゆれる様は、確かな実感を胸に残してくれた。


　───箱庭に来た私の判断は正しかった。そう胸を張って、春日部耀は招待状を開いた。





　　　　＊





『悩なやみ多し異才を持つ少年少女に告げる。


　その才能ギフトを試ためすことを望むのならば、


　己おのれの家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨て、


　我らの〝箱庭〟に来られたし』





　　　　＊





　十六夜の視界は一いつ斉せいに開かれた。足元は瓦が解かいし、遥はるか上空に投げ出される。


　落下の圧力を受けながらも、その壮そう大だいな風景に絶句していた。


（なっ…………………!?）


　世界の果てを彷ほう彿ふつさせる崖がけがあった。


　縮尺を見間違うほど巨きよ大だいな都市が見えた。


　十六夜の想像を遥かに超こえた何もかもが其処にはあった。


（何ど処こだ、此こ処こは………！）


　落下の風圧を全身に受けながら問う。


　何処までも広がる未知の世界は、〝十字架の男爵クロア＝バロン〟が造り出した模型の世界とは比べ物にならないほど、力強い生命力で満ちていた。


　落下するすぐ隣となりを、見たこともない怪かい鳥ちようが素す通どおりしていく様を見て、堪こらえ切れず叫さけんだ。


「ど………何処だここ!?」


　溢あふれ出た疑問は、とうとう言葉になって外に出る。


　そして徐じよ々じよに腹の底から、嬉うれしさがこみ上げた。


　決して満たされないだろうと思っていたこの魂たましいに、熱い何かが注がれていく。


　胸の奥にあった、埋うまるはずのない空くう洞どうへ、最後のピースがはめ込まれるのを確かに感じて───途と端たん、最高にイカレた形でブチ壊こわされるのを、十六夜は感じていた。


「は、ハハ………ひ、ひゃははははははははははははは！　いやいや在りえねえッ！　幾らなんでもコレは在りえねえぞクソババアァ!!」


　気がつけば、十六夜は落下しながら狂くるったように笑っていた。


　だってもう、笑うしかないだろう。


　探していた宝箱のような世界に呼び出されて、腹の底から笑わずにいられるわけがない。


　此処で十七年分笑わないで、何時いつ消化するというのだ。


　十六夜は両手を広げ、肺活量と腹筋の許す限り、ありったけの叫び声をあげた。





「さようなら、マイワールド!!!


　こんにちは、ニューワールド!!!


　此れからは………此処が俺の世界だ────!!!」





　ようやく、身の丈たけに合った世界に来た。


　そんな感動を胸に十六夜は何時までも笑い続けた。


「ハハ、ハハハハハハハハハハハッハハひゃははあハハハハハッハハハハハハハハはははははははははははははははあははははははハハハハハあはハハハハハハハハハハハハハハハあははははははははははははははははははははははははああひふあはああハハハハハハゲバラァ!!?」


　バシャアアアアン！　と盛大に水柱を上げて着水。


　大口開いて笑っていた十六夜は、肺に目め一いつ杯ぱい水を吸い込んでしまって危あやうく死にかける。しかし異世界で早々に死にかけるとは、実に幸さい先さきがいい。これもまた人生の初体験だ。


　第一目標は、こんなふざけた召しよう喚かんをした奴やつに御お礼れい参まいりだな、と心に決めるのだった。
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　エピローグ２







　───〝アンダーウッドの地下都市〟新宿舎。


　耀は部屋の隅すみっこで独り、完全に打ちひしがれていた。


　それというのも原因は、召しよう喚かんの儀ぎ式しきが終わった川辺でのこと。


　耀の頭上にヘッドホンが出現し、飛鳥が瞳ひとみを輝かがやかせながら飛びついた瞬しゆん間かんから始まった。


「可愛かわいい！　そのヘッドホン、凄すごく可愛いわ春日部さん！」


「か、可愛い？」


　どういうことだろう？　と小首を傾げた耀は、頭上のヘッドホンを外して確かく認にん。


　その途と端たん、サッと青ざめた。頭に着ける前までは確かに普ふ通つうのヘッドホンだったのに、彼女が装着していたヘッドホンは───誰がどう見ても、ネコ耳のヘッドホンだったのだ。


「な、何で………!?　ちゃんと炎ほのおのトレードマークも付いてるのに、形が変わってる……!?」


　飛鳥に揉もみくちゃにされながら困惑する耀。


　他ほかの者たちも、何とも微び妙みような表情でネコ耳ヘッドホンを見つめていた。


「あ、あのネコ耳を、十六夜さんに贈おくるのですか？」


「さ、さあ？　耀さんが判断するんじゃないかな？」


「ヤホホ………でも、意外と喜ぶのではないでしょうかねえ？」


　そんな無責任な笑い声を上げながら近づいてくる一同。


　儀式をし終えたフェイス・レスは、疲ひ労ろうの色も見せずに粛しゆく々しゆくと剣つるぎを鞘さやにおさめ、耀の元に近寄り、無言で耀を見つめ続けた。


「……………」


「……………？」


　………何だろう？　と小首を傾げる耀。仮面のせいで感情も読み取れず、ただ見つめ返すしかない。口数が少ない者同士では会話が成り立たないと思ったジャックは、苦笑いをしながら両者の間に割って入る。


「フェイス？　どうかされましたか？」


「………彼女のギフトを、見せて欲しい」


「え？」


「召喚する際、想定していた星の軌き道どうが大おお幅はばに歪ゆがみました。………こんなことは初めてです。もし失敗だとしたら、原因は彼女が所持するギフトしか考えられません」


　だから確認させて欲しい、とフェイス・レスは言った。


　耀は困こん惑わくしながらペンダント───〝生命の目録〟を外して渡わたす。


　ペンダントを受け取ったフェイス・レスは手の平に載せて確認する。


「………？　これは？」


「私のギフト。父さんが作ってくれたもの」


「ＹＥＳ！　耀さんのギフトは〝生命の目録〟というギフトで、仲良くなった異種族の力をギフトとして発現できるとっても貴重な代しろ物ものなのですよ！」


　シャキン！　とウサ耳を伸のばして同士を誇ほこる黒ウサギ。


　フェイス・レスは顎あごに片手を当てて考える素そ振ぶりをみせ、ふっと耀に問いかける。


「………異種族のギフトを手に入れる、と言いましたね。ではこの内外を突つき進む螺ら旋せん図は、系統樹を司つかさどっていると解かい釈しやくしてもよろしいでしょうか？」


「………？　うん、多分」


「………なるほど」


　耀が頷うなずくと、フェイス・レスは得心がいったように頷いてペンダントを返す。


　すると踵きびすを返し、凜りんとした背を向け去っていく彼女だったが、去り際ぎわに思い出したかのような声こわ音ねで告げる。


「───召喚に失敗した代わりと言っては何ですが………一つご忠告を。そのペンダントは、〝他種族のギフトを戴いただく〟というものだけではありません」


「え？」


「そのペンダントは既き存ぞんの系統樹をなぞるのが役割ではないということです。収集した生命の欠片かけらから独自の成長する系統樹を創造し、次のプロセス───〝目録〟からのサンプリング、〝進化〟と〝合成〟をするのが本来の役割のはず」


「……え、えっと………うん？　貴女あなた、意外にしゃべる人？」


　理解できない話題から無理やり話を変えようとする耀。彼女としては精いっぱいのコミュニケーションだったが、傍はた目めから見ると嫌いや味みでしかないだろう。


　耀の返答に気を悪くしたのか否いなかはわからないが、フェイス・レスはしばし沈らん黙もくした後、聞き取れないほどの小声で───


「───気を付けて。本来ならそのギフトは、人間の領域を大きく逸いつ脱だつした代物ですから」


　それだけ述べた彼女は〝アンダーウッドの地下都市〟の崖がけを飛び降りて姿を消した。残された一同は暫しばらくその背中を見つめて立ち尽つくしていた。


　が、黒ウサギはいの一番に我に返り、


「………結局、ヘッドホンの問題は未解決ですか？」


　あっ、と声を上げる耀。その手には炎のエンブレムが貼はられたネコ耳ヘッドホン───〝Crescent moon NO.16〟だけが残っていた。





　───それから十六夜が来るまでの時間、修しゆう繕ぜんと召しよう喚かんを諦あきらめた耀達はヘッドホンの代わりになりそうな装そう飾しよくや小道具を探す為に収しゆう穫かく祭さいを駆け回った。しかしどれもパッとせず、やはりネコ耳ヘッドホンを渡すという結論で落ち着いたのだ。


（このヘッドホンも、可愛かわいいとは思うけど………十六夜にネコ耳？）


　………やっぱり、ありえない。一層部屋の隅すみで小さくなる。


　はぁ、と疲つかれたようにため息を吐つく耀。


　同じく、申し訳なさそうにため息を吐く三き毛け猫ねこ。


　十六夜とレティシアが〝アンダーウッドの地下都市〟に着いたのは、間もなくの事だった。





　　　　＊





　───七七五九一七五外門〝アンダーウッドの大だい瀑ばく布ふ〟フィル・ボルグの丘きゆう陵りよう。


　陽ひも沈み、星の光が輝かがやき始めたころ。


　十六夜は〝アンダーウッド〟に着くや否や、瞳ひとみを輝かせてその大樹を見つめていた。北側とは正反対の文化と景色に感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらし、丘陵の上から一帯を見渡した。


「───緑と清流と青空の舞ぶ台たい。ハハッ、北側の石と炎ほのおの真逆じゃねえか！　ちょっと出来過ぎじゃねえ？　いや、俺は歓かん迎げいだが？　むしろ抱だきしめたいぐらい大歓迎だが？　ちょっくら抱きしめにいっていいか、レティシア？」


「構わんよ。黒ウサギたちには私から伝えておく」


　レティシアは苦笑いを浮かべながら承しよう諾だくする。


　十六夜は我が慢まんしきれないとばかりに走り出し、〝アンダーウッド〟の大樹を目指した。


　巨大な幹を軽く飛び乗るようにピョンピョンと軽い調子で駆け上る。


〝アンダーウッド〟の最上に着いた十六夜は寝ね転ころがるために水樹の葉と枝を押さえて確認する。


　多分に水分を含ふくんだ葉は寝そべると不思議な弾だん力りよくで手のひらを押し返してきた。生おい茂しげる水樹の葉のベッドは、想像以上に出来が良かったのだ。


「よしよし、いいぞ。シチュエーションとしては最高だ。これで肴さかなの一つもあればよかったんだが………ま、今日は星空だけでいいか」


　ドッと勢いよく弾ませて寝ころぶ。巨人族の事を黒ウサギに聞きたいという気持ちもあったのだが………今夜は少し、一人で星を眺ながめたくなったのだ。


〝アンダーウッドの大瀑布〟の力強い水音を堪たん能のうしながら、箱庭の星空を眺める。


「………星の位置は箱庭も変わらねえんだな………」


　デネブ、アルタイル、ベガ───夏の大三角形を指先でなぞる。


　昔はこうやってよく星を見に来たのだが、最近は周辺のことで頭がいっぱいだった。


　以前の乾かわいた生活からは考えられないことだ。


　それだけ今の生活が充じゆう実じつしているのだと、十六夜は苦笑いを浮かべて実感していた。


（鈴華や焰はどうしてるかな………ま、あの二人ならふてぶてしく元気にやってるか）


　似つかわしくない郷きよう愁しゆうを、軽く首を振ふって払はらう。


　ガサゴソと後ろの木々が揺ゆれるのを聞いた十六夜は、そっと振り返った。


「………黒ウサギ？　どうしたんだ？」


「どうしたもこうしたも、十六夜さんが挨あい拶さつに来ないから黒ウサギが捜さがしに来たのですよ。〝主しゆ催さい者〟への挨拶は大事なことなのですよ？」


「そういうなよ。敵情視察は重要なことだぜ？」


「敵情って………巨人族ですか？」


「いいや。この〝アンダーウッドの大瀑布〟のことさ」


　───へ？　と首とウサ耳を傾ける黒ウサギ。


　十六夜は生い茂る葉の上で立ち上がり、〝アンダーウッド〟の景観を右回りに見回して感嘆の声を上げた。


「南側の下層で、屈くつ指しの景観を持つ水舞台。〝世界の果て〟の迫はく力りよくとスケールには劣おとるものの、美しく整えられた土地は、流石さすがの俺も認めざるを得ない。………なあ、黒ウサギ。俺たちも、こんな舞台を作りたいと思わないか？」


　ニヤリ、と不敵に笑って黒ウサギを見つめる。


　虚きよを衝つかれた黒ウサギだったが、その真意を理解してすぐさま問い返す。


「つまり敵情視察とは………〝地域支配者レギオンマスター〟として、〝アンダーウッド〟を超える舞台を整えるということですか？」


「そうだ。それは何も二一〇五三八〇外門に限ったものじゃない。更に領地を増やせば、出来ることだって多くなる。ギフトだって集まりやすくなる。………今はまだ農園や水源施し設せつを整える程度だが、聞けばこの〝アンダーウッド〟は十年で復興を遂とげたそうじゃねえか。だからまずは十年間、この〝アンダーウッド〟を目標とする。この水舞台の景観は、目標として相応ふさわしいからな」


　ヤハハハハ！　と高らかに哄こう笑しようを上げる十六夜。………そういえば箱庭に来てからは、この笑い方がすっかり板についてしまった。もはや仮面ペルソナ（笑）と言っても過言ではない。


　まあ、楽しくて笑ってんだから別に構わないのだが。


　ひとしきり笑い狂くるった十六夜は、クルリと回って黒ウサギに告げる。


「………星空に旗を飾かざり、地上で最も華はなやかなコミュニティ。これならどんな奴やつの耳にも届くに違ちがいない。それこそ、行方ゆくえ知らずの同士連中にもな」


「───っ……！」


　思いもよらぬ真意に息を呑のみ、ギュッと胸の前で両手を握にぎりしめる黒ウサギ。


　十六夜は素知らぬ振りをしたまま、巨人族が進行してきた方角を指差し、


「だが、何よりもまずは巨人族だ。魔ま王おうの残党だか知らねえが、やることなすこと無ぶ粋すいにもほどがある。〝龍角を持つ鷲獅子〟連盟の就任を待つまでもない。前夜祭のうちに俺から乗り込んで決着を付けてやる。本祭が始まってから邪魔されたんじゃ堪たまらねえからな」


「………ふふ。十六夜さんらしいですね。ならばこの黒ウサギも、不ふ逞ていな巨人族を殲せん滅めつするのに一役買うのですよっ！」


　シャキン！　とウサ耳を伸のばして胸を張る黒ウサギ。


　十六夜も異論はなく頷うなずいて返した。


「それじゃ、明日は二人でカチコミだな。英気でも養っとくかね」


　ゴロン、と水樹の葉の上に寝転がる十六夜。


　黒ウサギもその隣となりに腰こしを下ろして星を見上げ、少し気まずそうに話す。


「実は十六夜さんにお話ししておかねばいけないことがあります。その、ヘッドホンの件なのですが………」


「ああ、あれか。春日部の三毛猫が自供でも開始したか？」


　へっ!?　とウサ耳を逆立てて驚おどろく黒ウサギ。


　ニヤリ、と笑った十六夜はポケットから猫ねこの毛が入った小こ瓶びんを取り出す。


「こんなあからさまな証しよう拠こを残されたんじゃ、探たん偵ていを気取る気にもなれねえよ。………最初は春日部がやらせたのかと勘かん繰ぐったが、そんな素そ振ぶりは見せなかった。それに春日部ならもっと上手くやるだろう。となれば、あの三毛猫が単独犯でやったと考えるのが妥だ当とうだ」


　そう言って三毛猫の毛が入った小瓶を投げる。


　慌あわてて受け取った黒ウサギはギュッと握りしめながら不安そうに問う。


「………やっぱり、怒おこってますか？」


「別に？　レティシアにも言ったが、どうせ素人しろうとが作った代しろ物ものだ。一銭の価値もない。焰のご要望通り、広告塔とうとして付けてやっていただけだ」


「は、はあ………？」


「そんなことより、手紙に書いてあった〝クイーン・ハロウィン〟の寵ちよう愛あい者しやってのがよほど気になるね。強いのか？」


「強いですね」


　即そく答とうだった。黒ウサギには珍めずらしいほどの好評価に十六夜は好奇心を膨ふくれさせる。


「………そんなに強いか？」


「はい。もし収しゆう穫かく祭さい中に十六夜さんを打ち破るものがいるとしたら、それは彼女をおいて他にはいないでしょう」


　黒ウサギとしては、これ以上ない最大の評価だった。


　十六夜は満足したように頷き、星空を見上げた。


「そうか………ならその一点だけは、巨人族の連中には感謝しないとな。おかげで収穫祭にいられる期間が延びた。ましてやそんな面白い奴がいるんじゃ、是ぜが非でも相手をしてもらわねえと」


「感動を求めて、でございますか？」


「そうさ。人間が生きていくには感動ソレがないと腐くさっちまう。チャンスがあれば徹てつ底ていして補ほ充じゆうしておかないとな」


　ヤハハハ！　と軽快に笑う十六夜。


　黒ウサギは十六夜を見つめ、静かに微笑ほほえんだ。


「………実は昔………十六夜さんと似たようなことを言う人がいました」


「へえ？　それは見どころのある奴だな」


「ふふ、それはもう。何と言ってもコミュニティの前参さん謀ぼうだったお方です。その方は〝主しゆ催さい者〟がメインの活動だったのですが、何時も決まって同じことを言うのです。


『主催者は参加者を感動させるのが義務だ。金銭のやり取りはその場で切れる縁えんだけど、感動が完全に消えることはない。何故なぜなら感動は、生きるのに必要な糧かてだからなのだッ!!』


　とか、真面まじ目めな顔で話してくれました」


　でもリピーター率は良かったんですよねー♪　と楽しげに語る黒ウサギ。


　十六夜は虚を衝かれたように驚いて問い返す。


「………へえ。ソイツは女なのか？」


「ＹＥＳ！　レティシア様とは別のベクトルの金の美び髪はつで、とても魅み力りよく的な方でした」


「……………………………………ふぅん？　ソイツは黒ウサギと仲が良かったのか？」


「仲がいいも何も、黒ウサギが幼い頃にコミュニティで保護してくれた大恩人でございます。無類の子供好きで、快活で、聡そう明めいで………黒ウサギの憧あこがれの方でした」


　黒ウサギは立ち上がり、夜空を見上げてふっと目を細める。


「どんなことがあっても………あの方だけはきっと無事です。不思議とそんな風に思わせてくれる方でした。だからこの窮きゆう地ちにこそ、黒ウサギが駆かけつけ、昔の大恩をお返しするのです！　そして十六夜さんたちの事を紹しよう介かいして、今より楽しくて素敵な毎日を送るのですよ！」


　ムンッ、と健けな気げにも気合いを入れる黒ウサギ。


　十六夜は黙だまり込んだまま、静かに夜空を見上げた。


　その瞳ひとみは先ほどと比べ遥はるか遠くを見つめているようで、何も映してはいない。十六夜らしからぬ表情に、黒ウサギは少し不安を覚えた。


「………どうしました、十六夜さん？」


「いや………アルタイルの星はどれだったかなと思ってな」


　指で星空をなぞりながら。誤ご魔ま化かすように呟つぶやく。


　黒ウサギは自じ慢まんげにその隣で星を指した。


「もう、アルタイルは鷲座の首星ですよ。きっとあの辺りの星が───────」


　───え？　と黒ウサギが声を上げ。


　ガバッ!!　十六夜はすぐさま我に返って腰こしを上げる。


　すると一いち陣じんの不ふ吉きつな夜風が二人の間をすり抜けた。二人の見み間ま違ちがいでなければ───一いつ瞬しゆん、複数の星が光を無くしたのだ。


「………なんだ、今のは」


　十六夜は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。


　しかし異変は、間を置かずに連続して発生した。







　───目覚めよ、林りん檎ごの如ごとき黄金の囁ささやきよ───







　そんな不吉な声を聴きいた瞬間。


〝アンダーウッド〟に、黄金の琴きん線せんを弾はじく音が響ひびいた。





　　　　＊





　宿舎に向かったレティシアを出で迎むかえたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべたメイド少女、ペストだった。


「………お前は、」


「こんばんは、純血の吸きゆう血けつ鬼きさん。………まさか同じメイド服を着ることになるとは思わなかったわ」


　ふう、と憂ゆう鬱うつ気にため息を漏らすペスト。何故なぜ彼女がここにいるのか初めは理解できなかったが、ギフトゲームの内容を思い出してハッと考え込む。


「………そうか。The PIED PIPER of HAMELINの勝利条件を全て満たしたから、隷れい属ぞくに成功したのか」


　レティシアは思い出したかのように呟く。


　───魔ま王おうの隷属は、〝主催者権限〟を強制したゲームを完全勝利で飾かざる事で成される。


　本来ならThe PIED PIPER of HAMELINは二つある勝利条件のうち一つを満たしただけで、ゲームクリアとなってしまうルール作りがされていた。


　しかし審しん議ぎ決議によるルール変へん更こうにより、全すべての勝利条件を満たさねばならなくなった。


　結果、隷属の契けい約やくをするためにペストは箱庭に再召しよう喚かんされたのだ。


「………そういうことよ。けど魔王と箱庭の制約がここまで強力だとは、正直言って思わなかったわ。生身ならともかく、魂たましいを木端微み塵じんにされたのよ？　それを元の形に戻もどされるなんて、思ってもみなかったもの」


　そう。魂の死を超ちよう越えつしてペストは箱庭に呼び戻された。


　非常識極きわまりない力を体感し、何とも言えない表情を浮かべるペスト。


　しかしレティシアは微笑ほほえみを浮かべてペストの肩かたを強く摑つかんだ。


「そう不ふ貞て腐くされるな。命あっての物種と言うだろう？　互いに遺い恨こんはあるかもしれないが、私は歓かん迎げいするつもりだ。丁度、新しいメイドが欲しいと思っていたところだったしな。───これからは同じ旗の下で戦う同士としてよろしく頼む、〝黒死斑の御子〟」


「………ふん。旗もないのに何を言ってるのかしら」


　優しい微笑みを浮かべるレティシア。


　対照的に、呆あきれたように肩を竦すくませるペスト。


「荷物を置いたら、ジンの部屋に来て。その後は〝主しゆ催さい者〟に挨あい拶さつだそうよ」


　それだけ告げ、メイド服のスカートを揺ゆらしながら宿舎に入っていくペスト。レティシアは苦笑いを浮うかべるも、黙だまって自室に向かう。


　黒ウサギには十六夜を捜しに行くように頼んだ。これで暫しばらくは帰ってこないだろう。


　………ジンと一対一で話すには、今しかない。


（金糸雀が外界に追放されていたことを告げるのは、今しかない。コミュニティが力を付け始めた今だからこそ………今後について話し合わねば）


　覚かく悟ごを決めるも、レティシアの気持ちは沈ちん鬱うつだった。


　自室の窓を開け、網あみ目め模様の根の隙すき間まから星を眺ながめる。


　かつての仲間に思いを馳はせながら───レティシアは辛つらそうに呟いた。


「金糸雀………お前が、十六夜を箱庭に送り込んだのか………？」


　レティシアの独白は、誰に聞かれるまでもなく泡あわのように消えた。


　かつて同じ旗の下で戦い、同じ名を担かついで戦った同士。


　しかし彼女と共に戦うことはもう二度とないだろう。彼女は箱庭の外の世界で、故郷に帰ることもなく………異世界で、静かに息を引き取ったのだ。


「─────、」


　それを、悲しいと思う心は勿もち論ろんある。過去に魔王に捕とらえられていたレティシアも、当時は郷きよう愁しゆうで胸が一杯だった。コミュニティに帰ることが出来るのなら、どんな醜しゆう態たいを見せてでも帰ってきたかった。そしてそれは、異世界に飛ばされた金糸雀も同じだったに違いない。


　自分一人だけ帰ってきてしまったことに対する後ろめたさと、未知の土地で散ってしまった同士の訃ふ報ほう。………辛くないわけがない。


　しかしレティシアの胸に浮ふ上じようした困こん惑わくは、悲しみと同等かそれ以上のものがあった。綺き羅らと輝く満天の星々を見上げたレティシアは堪こらえ切れず、虚こ空くうへ向かって心中を吐と露ろした。





「金糸雀カナリアは箱庭の外に追放されていた………しかしならばッ………！　他の同士たちは、一体どうなっているというのだ………!?」





　───そう。それこそ、レティシアを苦しめている原因だった。


　例えば、リリの母親。彼女の母親も魔王に拉ら致ちされたまま行方が分からなくなっている。


　もし彼女も箱庭の外に追放されていたら、とてもではないが救出は不可能だろう。


　最悪、箱庭の都市外でもまだあてがあった。しかしあらゆる時代と異世界に通じている、この箱庭の外に飛ばされていたというのなら、それは───


「あの星々から砂すな粒つぶ一つを見つけるよりも、更に困難ではないか………!!!」


　窓の縁ふちを握りつぶすほど強く握り、声は消えそうなほど儚はかなく………レティシアは独白した。


　幾いく星せい霜そうを生きた彼女は、それが不可能なことだと誰だれよりも知っていた。


　しかし、隠かくしておくわけにもいかない。この事実をジンに伝え、今後について話さねばならない。彼らの背中を強く押しているのは、仲間を救おうという固い決意だからだ。


　だが現実問題、それは不可能に等しい。方針の転換は必須だ。たとえ同士から後ろ指を指されることになろうとも、レティシアは血を流す覚悟で説得に臨のぞむつもりでいた。


　そして出来るのであれば………一度コミュニティを解散し、新たな〝名〟と〝旗印〟を持つべきだとまで考えていた。


（………黒ウサギやリリが聞けば、きっと泣くだろうな………）


　一方は、里親のため。


　一方は、両親のため。


　三年間、歯を食いしばって耐えてきた努力が実らないと告げられる彼女たちを想おもうと、レティシアの心情は一層辛いものがあった。


（しかし本来、もっと早くにそうするべきだったのだ。なのに私は十六夜たちの背中にいらぬ夢を見て………不必要な重圧までかけていた）


　今こそ、真っ当なコミュニティの形として再出発するべきだ。


　決意を胸に、踵きびすを返して窓から離れる。


　───不吉な声と音色が響いたのは、その直後だった。







　───目覚めよ、林りん檎ごの如ごとき黄金の囁ささやきよ───







　えっ、と呟つぶやいたレティシアの体から力が抜ける。


　同時に琴きん線せんを弾はじく音色が三度響ひびき、彼女の意識を混こん濁だくさせていく。


　何が起こっているのかわからない。飛びそうな意識の中、かろうじて背後を見たレティシアは、クスクスと笑うローブの詩人を目もく撃げきする。


「───トロイア作戦大成功。お久しぶりですね、〝魔ま王おうドラキュラ〟。巨人族の神格を持つ音色は如何いかがですか？」


「き………貴様……何者、」


「あらあら、ほんの数ヵ月前の出会いも忘れちゃうなんて、少し酷ひどいのではなくて？………しかしそれも、すぐ気にならなくなるわ。だって貴女あなたは───」


　───もう一度、魔王として復活するのだから。





　　　　＊







　───目覚めよ、林檎の如き黄金の囁きよ。


　　　　目覚めよ、四つの角のある調和の枠わくよ。


　　　　竪たて琴ごとよりは夏も冬も聞こえ来たる。


　　　　笛の音色より疾とく目覚めよ、黄金の竪琴よ────！







　その詠えい唱しように、十六夜はハッとなって顔を上げた。


「この詩は………まずい、黒ウサギ！　巨人族から奪った〝黄金の竪琴〟は何ど処こだ!?」


「そ、それならサラ様が管理しているはずですが、」


「すぐに破は壊かいしろ!!　あの竪琴は───」


『───如何いかにも。貴様の想像通り、あの竪琴は〝来寇の書〟の紙片より召しよう喚かんされたトゥアハ・デ・ダナンの神格武具。敵地にあって尚なお、目覚めの歌で音色を奏かなでる神の楽器だ』


　低く、老ろう齢れいを思わせるしわがれた声。しかし、居場所を特定させないよう細工されているのか、周囲に反はん響きようして耳に届く。


　正体が分からない謎なぞの声を聴きき、十六夜と黒ウサギは背中合わせになって警けい戒かいする。


　しかし声の主は一向に姿を見せず、嘲あさ笑わらうように十六夜たちへ告げた。


『急せくな、〝箱庭の貴族〟とその同士よ。今こ宵よいは開幕の一夜。まずは吸血鬼の姫───〝魔王ドラキュラ〟の復活を喜ぶがいい───！』


　刹せつ那な、夜空が二つに裂さけた。晴れ晴れとしていたはずの夜空は暗雲に包まれて稲光を放ち〝アンダーウッド〟の空を昏くらく染め上げていく。


　二つに割れた空から───十六夜は、神話の光景を見た。


「まさか………あれが………!?」


『そう。神話にのみ息いき衝づく最強の生命体───龍りゆうの純血種だ───!!!』





「────ＧＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａ!!!」





　常識外れの雄お叫たけびは、それだけで〝アンダーウッド〟の総身を揺ゆり動かす。龍の頭部はかろうじて見えたものの、その全長は雲海に隠れて見えないほどの巨軀なのだ。


「龍………これが龍………!!!」


　十六夜はかつてない威い圧あつ感に戦せん慄りつした。巨龍が現れた星空の歪ゆがみからは、更さらに巨大な城のような影かげが見え隠かくれしている。


　巨龍の雄叫びに応じて数多あまたの落らく雷らいが降り注ぎ、〝アンダーウッドの地下都市〟を覆う根は一いつ瞬しゆんにして焼け落ちた。居住区は瞬またたく間に阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれていく。


　そして混乱に拍はく車しやを掛けるよう、見張り台の鐘かねが鳴らされた。


「た、大変だッ！　巨人族もこっちに向かってきているぞッ!!」


「なんだとッ!?」


「ええい、この非常事態にわらわらと現れやがって………!!!」


　罵ば声せいと指示が飛び交う中、巨龍の雄叫びと稲いな妻ずまはますます激しく〝アンダーウッド〟を揺らしている。一層大きな雄叫びが一帯を震しん撼かんさせると、巨龍の鱗うろこが雨のように降り注ぎ、その一枚一枚が巨きよ亀きや大だい蛇じやとなって街を襲おそい始めた。


　黒ウサギは眼下の異常事態に蒼そう白はくとなって叫さけぶ。


「鱗から分裂して新種を作り始めた………？　まさか、本当に龍の純血種だというのですか!?　そんな、本物の最強種が下層に現れるなんてッ………!!」


「ごちゃごちゃ言ってる場合かッ！　すぐに降りるぞ！」


　十六夜の一いつ喝かつに、黒ウサギも我に戻って頷うなずく。


　大樹の頂上から共に飛び降りようとした二人はしかし、地下都市から高速で飛ひ翔しようするローブの詩人と、その腕うでに捕とえられた───


「レ、レティシア様ッ!!!」


「黒ウサギ………十六夜………！」


　混こん濁だくした瞳ひとみの彼女は、二人を視界に捉とらえたことで僅わずかに意識を取り戻もどす。


　空を見上げた彼女は、巨龍と空中に浮うかぶ城の影を確認し、ようやく現状を悟さとった。


（私の〝主しゆ催さい者権限〟の封ふう印いんを解いた………!!?　コイツ、まさか───!!?）


　敵の正体に蒼白となるがしかし、その腕から逃のがれるだけの力はない。


　己おのれの運命を受け止めるように瞼まぶたを閉じたレティシアは、眼下の二人に訴うつたえる。


「───十三番目の、太陽を………！」


「え？」


　レティシアの微かすかな声に耳を傾かたむける。天高く掲かかげられた彼女は、全ぜん霊れいを込めて叫んだ。


「十三番目だ………十三番目の太陽を撃て………！　それが、私のゲームをクリアする唯ゆい一いつの鍵だ───!!!」


　断だん末まつ魔まにも似た叫びと共に、レティシアは巨龍に飲み込まれて光となる。その光は軈やがて黒い封書となり、魔王の〝契約書類ギアスロール〟となって〝アンダーウッド〟に降り注いだ。
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『ギフトゲーム名〝SUN SYNCHRONOUS ORBIT in VAMPIRE KING〟





　　　・プレイヤー一覧




・獣けものの帯に巻かれた全ての生命体。


※但ただし獣の帯が消失した場合、無期限でゲームを一時中断とする。









・プレイヤー側敗北条件




・なし（死亡も敗北と認めず）







・プレイヤー側禁止事じ項こう




・なし







・プレイヤー側ペナルティ条項




・ゲームマスターと交戦した全てのプレイヤーは時間制限を設ける。


・時間制限は十日毎ごとにリセットされ繰くり返される。


・ペナルティは〝串くし刺ざし刑けい〟〝磔たつ刑けい〟〝焚ふん刑けい〟からランダムに選出。


・解除方法はゲームクリア及および中断された際にのみ適用。


※プレイヤーの死亡は解除条件に含ふくまず、永続的にペナルティが課される。







・ホストマスター側　勝利条件




・なし







・プレイヤー側　勝利条件




一、ゲームマスター・〝魔王ドラキュラ〟の殺害。


二、ゲームマスター・〝レティシア＝ドラクレア〟の殺害。


三、砕くだかれた星空を集め、獣の帯を玉座に捧ささげよ。


四、玉座に正された獣の帯を導しるべに、鎖くさりに繫つながれた革命主導者の心臓を撃うて。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたとホストマスターの名の下もと、ギフトゲームを開催します。




〝　　　　　　　　　　〟印』













　あとがき




　───弄いじられ上じよう手ずは愛され上手。


　───弄り上手は世よ渡わたり上手。


　そんな、なんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？　そう………巨龍召喚』通つう称しよう「問題児シリーズ」第三巻です。


　皆みな様さまお久しぶりです。書くのに一番四苦八苦した三巻を買っていただき、本当にありがとうございます。今回のあとがきはなんとたったの一ページ。くっ、何時いつもこれぐらいの量なら御お茶ちや濁にごしに変なこと書かなくて済むのに………！


　そんな「問題児シリーズ」ですが、「ザ・スニーカーＷＥＢ」にてＰＶを公開中です。さらにギフトゲームに勝利すると、天之有先生のラフイラストも見ることが出来るだと!?　未いまだに本編でイラストが出ていないキャラも見られるぞ！


　なのでこの機会に是ぜ非ひ、未掲けい載さいキャラも見てあげてくださいね。短編も公開中なので。


　四巻は来年の春発売の予定です。その頃ころには兎うさぎ年も過ぎて辰たつ年ですね。


　皆様、良い年とし越こしを。




竜ノ湖太郎　　
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問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？


そう……巨きよ龍りゆう召しよう喚かん





竜たつノの湖こ太た郎ろう
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